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　プロローグ







　──四年前。浮ふ遊ゆう都市《オエキス》鍛たん練れん場。

「がんばるのだぞレクティ！」

「がんばってくださいねレクティさん」

　乾かわき切った灼しやく熱ねつのような砂。囲うように巡めぐる古ぼけた石いし壁かべ。

　アイゼナッハの鍛練場は、対戦稽げい古こがメイン。あとは自主練習で補うのが特とく徴ちようだ。

　二人の少女に見守られながら、離はなれてぽつんと立つレクティは意識を集中する。

　イメージするのは、燃え滾たぎる炎ほのお。それを二ふた振ふりの魔ま双そう剣けんに宿らせる。

　魔双剣のルーン文字が黄金色の輝かがやきを発した。




　アイゼナッハ流魔双剣戦技──飛ひ炎えん衝しよう天てん撃げき




　だが、いざ戦技を放とうとした途と端たん。

　魔双剣に刻み込まれたルーン文字が輝きを失う。

　レクティがしょんぼり八の字眉まゆを浮うかべる。

「ふむ。とりあえず戦技を放てる直前まではいけるようになったな」

　レクティと同じくらいの背せ丈たけ。月の光を集めたかのように輝く銀色の髪かみに、武人のように険けわしい眼つきをした少女──ブレア・アイゼナッハだ。

「惜おしかったですねレクティさん。あともう少しですよ」

　ブレアの隣となりに立つ穏おだやかな、亜あ麻ま色の髪の少女──アリア・アイゼナッハが告げる。彼女はブレアの妹だ。

　ブレアとアリアの二人は、アイゼナッハ流の本家の子供だ。

　過か酷こくな修行に落第しかけているレクティを見かね、個人練習を手伝ってくれていた。

「……は、はい。つ、次こそはがんばりますっ！」

　日が暮れるまで練習したが、結局戦技を放てなかった。

　二に閃せん十じつ殺さつは、戦技ではなく剣速。アイゼナッハ流戦技を放てなければ、本物のアイゼナッハ流魔双剣士とは呼べない。

　それでも、レクティは満ち足りていた。

　成績は常に落第ぎりぎりの超ちよう低空飛行。落第は破門を意味するが、それでも幸せだった。ブレアとアリアという生しよう涯がい最初の友達を作ることができたから。

　にっぱり笑みを浮かべるレクティと、むっつり貌がおにへの字のブレアと、くりくりした瞳ひとみでいつも愛あい嬌きようをふりまくアリア。

　控ひかえめに見ても、いいトリオだった。

　アイゼナッハ流には、『チカラこそ全て』という鉄の掟おきてがある。

　チカラ無き者は存在することが赦ゆるされず、追放されるという厳格な取り決め。にもかかわらず、ブレアとアリアの二人は献けん身しん的にレクティをサポートし続けた。

　ブレアとアリアは、アイゼナッハの分家であるレクティにとって、最高の友達だった。一生大事にしたいと思っていた。

　だが、全ての日常は何事もなく平静を迎むかえる最中に、崩くずれ落ちるときがある。

　一生大事にしたいと願う二人の友達。しかし、願いとは祈いのりであり、祈るだけでは何も変わらない。

　だからこそ、あのような結果になり、いま自分は《ミストガン》にいるのだろう。




　──なぜアイゼナッハ流魔双剣術を使わなかったっ！　あのときそなたが躊躇ためらわず使用してさえいれば、アリアはあんなことにはならなかったはずだっ！




　別れ際ぎわにブレアに言われた言葉は、今も胸の中に暗い影かげを落としている。

　アリアが重傷を負ったあの事件のあとすぐ、アイゼナッハを破門され、《オエキス》を追放されたレクティ。彼女はそれから間もなく《ミストガン》へと入学した。






　第一章　突とつ然ぜんの再会







　学園浮ふ遊ゆう都市《ミストガン》。闘とう技ぎ場。〈ソーサラーフィールド〉内部。

　空中で四人の少女たちが、二人一組ツーマンセルのチームに分かれて戦い合う。

　魔ま槍そうと魔ま双そう剣けんが空中で数度刃やいばを交まじえた。

　濃のう紺こん色のさらっとした髪に、エメラルドブルーの瞳を持つ少女。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科一年──ユーリ・フロストルが通信結けつ晶しよう越ごしに告げる。

『なかなかいい動きですね』

　視線の先にいるのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科二年──レクティ・アイゼナッハだ。

『え、えーっと……そ、そのぅ……』

『次は魔槍戦技を使わせてもらいます。全力を出さないと厳きびしいですよ』

『お、お願いします……っ！』

　レクティがぺこりとお辞じ儀ぎをして応じる。ユーリが突とつ撃げき姿勢を取り、穂ほ先さきの延長線上にレクティの姿を捉とらえた。

　ここぞというタイミングでユーリが連れん絡らくする。

『リコさん。わたしの斬撃に合わせて援えん護ご射しや撃げきをお願いします』

『ふっ、断る』

『……なぜ先程から断ってばかりなんですか？』

『疲つかれるからに決まっているだろう』

　女神の生き写しのような少女。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科二年──リコ・フラメルが澄すまし貌がおで告げる。

『女神なわたしは疲れるのが嫌きらいだ。そんなこともわからないのかユーリ』

『あのリコさん、冗じよう談だん言うのも大たい概がいにしてください。それと先せん輩ぱいには「さん」を付けてくださいね』

『この小隊では、わたしの方が先輩だ。だから「さん」は付けなくてもいいことになるな』

『そういえばそうですね。……って、そうじゃなくてっ!?』

　思わず納得しそうになるユーリ。

　ふーん。こいつらはまだ歯車がかみ合ってねーんだな。

　一連のやり取りを耳にしていた長身痩そう躯くの少年。漆しつ黒こくのサーフボードのような乗り物〈ホウキ〉に乗った空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科二年──カナタ・エイジが顎あごに手をやる。

　どうやらリコとユーリは相あい性しようが悪いようだ。

　だが、険悪な仲というわけではない。問題の芽といったところだ。

　戦せん闘とう形式での訓練開始から十分。

　ユーリは、レクティの実力はあらかた把は握あくし終えていた。

　いくつか実力を試すような攻こう撃げきを浴びせてみた感想は……魔双剣術スキルだけならＡランクとも互ご角かくに渡わたり合える。

『……いきますっ！』

　弾はじけるように間合いを詰つめるユーリ。

〈ソーサラーフィールド〉では、物理攻撃は全て精神ダメージに変へん換かんされる。

　だからこそ、ユーリは容よう赦しやなく魔槍戦技を放った。




　魔槍戦技──裂翔槍エアレイド・スピア




　魔槍に刻み込まれたルーン文字が蒼そう穹きゆう色の輝きを発する。

　同時に魔槍の穂先が渦うず巻まく疾しつ風ぷうを宿す。

　穂先の動きを見み極きわめようとするレクティ。迎げい撃げきするために、魔双剣のルーン文字が一いつ瞬しゆん黄金色の輝きを発する。だが、何を思ったかすぐに光が消え失せる。代わりに、魔双剣をＸ字に交差させるが……防ぎ切れない。

　裂翔槍エアレイド・スピアが直ちよく撃げき。

　旋せん風ぷうを伴ともなった槍撃に、レクティの華きや奢しやな体たい躯くが激しく吹ふき飛ばされる。

『だ、大だい丈じよう夫ぶですかっ!?　レクティさんっ!?』

　気絶し落下していくレクティのもとへ、ユーリが慌あわてて急降下する。

　上空から見守っていたカナタがぼそりと口にする。

『……妙みようだな』

　いまの一瞬、レクティは明らかに魔双剣戦技の発動を躊躇ためらっていた。

　ルーン文字が一度は輝きを発したというのに、忽こつ然ぜんと消失したのが証しよう拠こだ。

　前衛が増えたことで、前衛と後衛同士でペアを作り、二対二の試合形式で訓練させてみたところ、新たな課題が浮ふ上じようしたらしい。

　レクティは訓練中に手を抜ぬくような性格ではない。むしろ、誠実という言葉がふさわしいほど一いつ生しよう懸けん命めいに臨のぞむタイプだ。

　……レクティはもしかしたら〝あれ〟なのかもしれない。

　眉を顰ひそめるカナタの通信結けつ晶しようから、喚わめき散らす声がした。

　カナタはレクティのパートナーへと、視線を向ける。

『ちょっとリコっ！　あんた面めん倒ど臭くさがってないで、ちゃんと躱かわしなさいよ。戦闘中によそ見とは、いいご身分ねっ！』

　艶つややかな紅あかく長い髪の少女。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科二年──ミソラ・ホイットテールが咎とがめた。

『いい身分もなにも、わたしは神だが』

『あ、あんたね……っ!?』

　ミソラの対戦相手のリコがかったるそうに告げた。

『そんなに驚おどろくな。キミと戦う合間に、レクティとユーリの戦闘を眺ながめる余よ裕ゆうくらいはある。わたしなら眼を瞑つぶってでも、この程度の砲ほう撃げきを躱せるからな』

　滞たい空くうするリコの遥はるか斜ななめ上を白銀色の魔ま力りよく砲撃が通り過ぎていく。

『キミの砲撃は狙そ点てんが不正確だ。特に飛行しながらの狙撃の命中精度は著いちじるしく低い』

　ついでに、とリコが説明を続ける。

『わたしはミソラの飛行魔ま術じゆつが生み出す錯さつ覚かくにすでに気づいている。一度種たねが割れてしまえばどうということはない。キミは空戦機動力こそ高いが、回かい避ひ軌き道どうは素人しろうとと同じ単調なものだ』

　高速飛行しながら、乱雑な砲撃を繰くり出すミソラが尋たずねる。

『つ、つまりどういうことなのよっ？』

『つまりは……』

　ふぁーと欠伸あくびを漏もらし、リコはかったるそうにスナイパーライフル型の魔ま銃じゆうを構え、狙ねらいを絞しぼり引き金を引く。

　放たれた一発の魔力弾が、高速飛行中のミソラに吸い込まれ──命中。

　ふぎゃ！　と叫さけび声を上げたミソラが痛そうに顔面を押さえながら降下していく。

　鼻でふっと笑って小こ馬ば鹿かにするまでもなく、リコが言う。

『キミは一生わたしには勝てないということだ』

　ま、こっちはいつものことか。

　ミソラがお馬鹿なのは、いまに始まったことではない。

　明後日あさつてにはちょうど交流学校があるし……実りのある行事になりそうだな。

　カナタが不敵な笑みを零こぼした。







　実技訓練終しゆう了りよう後。小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

　レアル襲しゆう撃げきから十数日後。事情聴ちよう取しゆやら事故処理が終わり、ようやく訓練ができるようになった時期だ。

　教え子たちに向かい立つ教きよう卓たく側から、カナタが今後の予定を説明する。

「つーことで、明後日からの交流学校に関しては、全部俺の方でスケジュールを立てるから、明日あしたはその準備に費やす。だから、明日は休養日になります。お前らはとりあえず交流学校の開会式に参加して──」

「ね、ねえっ!?　じゃあ第二クォーターはいつ始まるのっ!?」

　予想外の状じよう況きように、着席中のミソラが衝しよう撃げきを受ける。

「まだ始まんねーよ。ってか、なにショックを受けた貌してるんだよ？　この時期は去年だって交流学校があっただろ」

　ミソラ、リコ、レクティの三人を見み渡わたしながら告げた。

　定期航路を巡じゆん回かいする学園浮遊都市同士が、定期的に交わることを交流学校という。

　学園浮遊都市には、空域航路に異常がないことを確かめる使命がある。浮遊都市連合に指示された、比ひ較かく的てき安全な空域航路の確認だ。

　危険空域は、戦闘に特化した要よう塞さい浮遊都市が巡回する。そして学園浮遊都市は、比較的安全な空域航路を進み、その情報を浮遊都市連合に連絡。浮遊都市連合から、戦闘力の低い浮遊都市に対し、どこそこの空域航路は、いつ頃ごろに学園浮遊都市が通れたから安全だと連絡が行く仕組みだ。

　その道中で同じ義務を持つ学園浮遊都市と交流するのが、交流学校である。

　交流学校は去年もあり、小隊活動に従事する者は知っていて当然なのだが、

「えっ!?　だって去年はもうこの時期に小隊解散しちゃってたし」

　ミソラがしんみりと言い、

「ふっ、去年のこの時期はまだ小隊に入ろうとすらしない、孤こ高こうの天才だった」

　リコが澄まし貌で胸を張り、

「あ、あのぅ……恥はずかしくて。声掛かけられても駆かけ足でそのぅ……逃にげてました」

　レクティが申し訳なさそうに告げる。

「ま、それくらいの経歴じゃねーとＦランク小隊って呼ばれてねーか」

　このときになってようやくカナタは、自分が率いる小隊の面々が落ちこぼれ小隊──通つう称しよう、Ｆランク小隊と呼ばれていることを思い出した。

　先日Ｂランク小隊との模も擬ぎ戦で勝利を納めたが、奇き跡せきの一勝というのが世評だ。実力とは認めてもらっていない。

「でも、せっかくの交流学校っつー課外活動なんだから、わくわくする経験をさせてやるよ」

　にししとカナタが怪あやしげな笑みを浮うかべる。

　うわー、絶対なんかさせる気だし……ミソラが引きつった貌をする。

　そんな様子に気づいたカナタが口を開く。

「んっ、お前本当にミソラか？」

　教卓から、ミソラの席まで詰め寄る。そして、ミソラの小さなほっぺたを両手で掴つかんだ。訳がわからずきょとんとするミソラの貌を、左右におもいっきし引っ張り上げる。

「……痛っっっ！　な、なにするのよっ!?」

「いや。俺の知る限り、ミソラはこういうとき真っ先に声を上げるはずなんだけど。『あんたなにやるつもりなのよっ！』とか『わくわくする経験ってなによっ！』とか。喰くいついてくると思ったんだけどな」

　怪け訝げん顔をするカナタの前で、ミソラがしゅんと俯うつむき、やたらもじもじする。

　やけにしおらしい態度。これは一大事だ。好戦的で大おお雑ざつ把ぱなミソラなら、もっとこうどんぴしゃりとした返事をするはずだ。

「その、あんた……ううん」

　ごにょごにょと口ごもったあと、ミソラが意を決したかのように貌を上げる。

　上うわ目め遣づかいで、自信なさげに口を開く。

「エ、エイジ教官のやることに意味があることぐらい……もう気づいてるわよ」

「…………っ！」

　瞬しゆん間かん、カナタの表情が凍こおりついた。

　いままでエイジ教官などと教え子から呼ばれたことは、一度もなかったのである。

「……ミソラ、お前なんか悪いもんでも食ったか？」

「ち、違ちがうのっ！　そうじゃなくて……こ、これはね……っ！」

　俯いたミソラが貌を真っ赤に染めながら、うぬぬぬと言葉に詰まる。

　大規模な魔ま甲こう蟲ちゆうとの遭そう遇ぐう戦せん。レアルとかいう人間に寄生した変キ異メ種ラとの戦い。二つの戦いで誰だれ一人犠ぎ牲せいを出すことなく戦い抜き、あまつさえ自分たち──Ｅ６０１小隊を遥か格上のＢランク小隊との模擬戦で勝利に導いた実績。

　しかも当の本人ときたら、前述の功績を誇ほこるどころか、平然と他人のものにしている。偉えらくなるより、もっと大事なことがある。言外にそのことを示すカナタの行動に、ミソラは器量の違いを認めざるを得ない。

　裏切り者と罵ののしられるカナタにも、事情があることは気づいている。
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　つまり、カナタを教官として認めないわけにはいかないのだ。

「ほら。エイジ教官は裏切り者だけど、あ、あのね……あたしにも思うところがあって」

「な、なあミソラ……」

「な、なに……っ!?」

　カナタは頭の後ろをぽりぽり掻かきながら、

「その辺にしといてくれよ。それ以上言われたら、俺が困るだろ」

「……困るってなにが？」

「うーん……」

　今度は困こん惑わくしたように腕うでを組み、

「俺はたしかに教官だけど、いまさら教官って呼ばれるのもな……。なんか照れくさいし。だから、そういうのはよしてくれよ」

「じゃ、じゃあなんて呼べばいいの……っ？」

　ミソラがそれとなく尋ねる。

　だが、内心は、うわーーー、いまから『さん』付けとか絶対ムリあるしっ！　と大混乱である。

「今まで通り『あんた』とかじゃダメなのか？」

「……あたしの生き恥はじを晒さらすようだから、勘かん弁べんして。これ以上、エイジ教官のことを『あんた』呼ばわりなんかしたら、都市外がい縁えん部から地上に飛び降り自殺したくなるから」

「なら、あだ名でも考えといてくれ。かたっ苦しい呼び方は勘弁な」

「あ、あだ名……っ!?」

「そ。なんでもいいから考えといて。俺って今まであだ名ついたことねーから」

「……う、うん。わかった」

　しゅんと縮こまるミソラを見やり、カナタが問う。

「そんでなんでこんなに態度が豹ひよう変へんしたんだよ？　誰かわかる奴やついるか？」

「……キミを認めたということだろう。おそらく身を挺ていしてユーリを護まもったことと、Ｂランク小隊との模擬戦で勝利したことに起因しているのだろうな」

　ぼそっと告げられた言葉に、カナタは思い出したかのように納得。ぽんっと手を叩たたいたあと、窓まど際ぎわのリコを注視する。

「なんだ、その眼は？」

「うーん、リコはなんか思うところがねーのかなって」

「思うところがないわけでもない。もしあの模擬戦で負けていたら、小隊を辞やめていた……」

　リコが後ろ髪がみをさっと掻き上げる。女の子の甘い匂においがふわっと室内に広がった。

「ふーん。じゃあお前も俺のこと認めてくれるんだ」

「少しだけ、な」

　神しん妙みようにリコが語る。

「だが、キミはまだあのチカラのことを、わたしたちに教えてくれていない。あのチカラに、わたしたちが気づいていないとでも思っているのか？」

「さーな。なんのことだかさっぱりわかんねーんだけど」

「知らない振ふりをするなら、それでも構わない。しかし、秘密を抱かかえる人間を完全に認めるほど、わたしは軽けい薄はくではないぞ」

　まだ完全には認められてはいないらしい。だが、現状はそれで充じゆう分ぶんだと思う。カナタのチカラ──呪じゆ力りよく──人類の敵である魔甲蟲のチカラについて、まだ説明すべき段階ではない。

　そのチカラの本質が何か。自分でも正確に把は握あくしかねているのだから。

「そういやさリコ」

　リコの席へ歩み寄り、カナタが尋たずねる。

「お前、ユーリのことどう思ってる？」

「どうとはどういう意味だ？」

「好きか嫌きらいかっつー意味だけど」

　訓練の間に見み抜ぬかれていたか、と察しをつけたリコが観念する。

「さあな。ただ、キミの見立て通りだろう。わたしの大嫌いなあの女同様、ユーリもなかなかに生き真ま面じ目めだからな」

　リコとファミリーネームが同じ空戦魔導士科長ガーデイアンリーダーの姿を想い浮かべ、カナタは思わず苦笑した。

　ふーん、やっぱユーリは苦手なんだ。たぶんリコって、真面目な性格の奴とは相性がわりーんだろうな。ミソラとも最初は険悪だったし。

　そしてカナタは、思わず笑みを零こぼす。

　へっ、交流学校では面白いことになりそうだな。

「そんなににやにやした貌をしてどういうつもりだ？　まさかよからぬことを考えているんじゃないだろうな？」

　ちょうどそのとき廊ろう下か側の席から、上うわ擦ずった声が上がる。

「あ、あのぅ……カナタさんっ！」

　レクティがおどおどと告げる。

「わ、わたしは……カ、カカカ、カナタさんのことを尊敬しています……っ！」

「いや、べつに尊敬しろとは言ってねーんだけど」

　カナタがツッコミを入れる。

「そのぅ……特訓については、もっと詳くわしく説明してもらえたらなと思っていますし。あのぅ……リコさんと同じで。やはりあのチカラについて、教えてもらえないことはショックですけど……」

　ま、チカラについて簡単に教えるわけにはいかねーんだけどな……

　尊敬こそされ、完全には信しん頼らいを得てないようだ。

　これが現状だ。

「ああ、そういやさレクティ……」

　カナタがそれとなく尋ねる。

「今日の訓練中、お前調子はどうだった？」

「えーっと……いつも通りでしたけど」

　きょとんとしながら、レクティが返事をした。

　魔双剣戦技の発動ができなかった光景をカナタは思い出す。

　さてと、レクティに〝あれ〟をどう克服させるかな。

「ふむ、大変そうだな」

　悟さとっているかのようなリコに、ミソラが尋ねる。

「なにが大変なのよ？」

「さあな」

　意味深な微び笑しようを漏もらすリコ。明らかに気づいている体ていだ。

　へー、さすがだな。すげー観察力だ。俺が〝あれ〟に気づいたとき、お前はミソラ相手に戦せん闘とう中だったんだぜ。

　リコの惚ほれ惚ぼれするような横顔を、カナタはそれとなく覗のぞく。

　……でもま、お前とユーリの間にも問題の芽が生じてるけどな。

「ま、いつも通りだったらいいや。それじゃ今日は──」

　解散、と言いかけたときだった。

　小隊室のドアががらりと開き、ユーリが姿を現した。

「まだ解散してもらっては困ります！」

　ユーリは訓練中に、空戦魔導士科長ガーデイアンリーダーから呼び出しを受け、途と中ちゆうで抜け出していたのだ。

　特務小隊ロイヤルガードに所属するユーリだが、特別任務の合間にＥ６０１小隊の小隊活動に従事する約束になっている。

　一時期教官をしていたが、時間が充分に取れないため、そちらは辞任していた。

「なんだよユーリ？　訓練終わったから、あとはどうでもいいじゃん」

「よくありません。なんですかカナタ先せん輩ぱい、このふざけた書類はっ！」

　空戦魔導士科長ガーデイアンリーダーに注意されたんですよ、とユーリが一枚の書類を突つき付ける。

「んっ、交流学校の書類だけど」

「そういうことを訊きいてるんじゃなくてですね……この書類、サインしといてくれるって言ってたじゃないですか！」

　カナタが書類を受け取り、眼を通す。

　交流学校開会式における、エキシビションの参加書類だ。特務小隊ロイヤルガードの隊員全てに空戦魔導士科長ガーデイアンリーダーから参加するように要よう請せいがあったのだ。

　ふつー空戦魔導士科長ガーデイアンリーダーからの要請は拒きよ否ひしないというのに……

「んっ、してるじゃん。……ほら、出席しないって」

「そ、そういう意味で言ったんですか。紛まぎらわしい！」

「えー、でもサインはちゃんとしてるじゃんか」

「あのですね、カナタ先輩は特務なんですよ。少しは自覚を持ちましょうよ」

　事の発ほつ端たんは、空戦魔導士科長ガーデイアンリーダーから、ユーリがお使いを頼たのまれたことだ。カナタにサインしてもらうだけの簡単な作業。ここにサインが欲しいとユーリが告げ、カナタからはその場で肯こう定ていの返事をもらった。あとから受け取った書類は確認しなかった。

　なにせ空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの最高責任者からの要請なのだ。どんなに多た忙ぼうでも、エキシビションに参加すべきだと弁わきまえ、良識的判断ができるはずなのだ。

　だというのにこの男ときたら……

「けどさー、俺って病気療りよう養よう中じゃん。だから、いいかなって」

　なんてことをさらっと口にしてしまう。

　すると、ユーリはもの寂さびしい様子で、

「……それはわかってます。なんで病気療養中になったのかは、わたしも薄うす々うすはわかっているつもりです」

　レアルとの一件のあと、ユーリはカナタの秘密の一いつ端たんに触ふれた。なぜカナタが空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生としての第一線を退しりぞいたのか。その理由はすぐに察しがついた。

「でも、久しぶりにカナタ先輩と一いつ緒しよの空を飛べると思ったのに……」

　唇くちびるを尖とがらせながら、ユーリは不満そうに俯うつむいた。

「そんながっかりすんなよ。今度自主練に付き合ってやるからさ」

「ほ、本当ですか……っ！」

「ああ。いまの俺はただの先輩じゃなくて、お前の教官でもあるんだぜ」

　ぱあっとユーリの表情が輝かがやく。

　それから、ミソラたちの意外そうな視線に気づいてはっと思いなおし、

「べ、べつに自主練に付き合ってもらうからって……う、うれしくありませんっ！」

　ぷんっと貌かおを逸そらして言う。

　まだカナタに対し、完全には素直になりきれないらしい。

「確認だけど、明後日あさつての交流学校は全員参加な。そんで、開会式のエキシビションで、他の学校の戦い方を見学する。ここまではもう決定済み。……じゃあ、今日はこれで解散。明日あしたは俺準備があるから、訓練は休みだからな」

　言うと、ミソラたちが通学鞄かばんを携たずさえて退室していく。カナタは教官として、教え子たちからの信頼を着実に得つつあった。







　同時刻。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執しつ務む室。

　大きめの執務机には、四つの書類の束がタワーのように平積みされていた。それだけで、机のスペースの三分の二が占せん領りようされている。

　空戦魔導士科長ガーデイアンリーダー──フロン・フラメルが不ふ機き嫌げんなことは明らかだ。交流学校の関係で哨しよう戒かいやら警備やら、治安維い持じ関係の決裁待ち書類が山積みになっている。

　ただでさえ事務仕事に手が回っていなかったというのに……

「あーもう、馬ば鹿かみたいに書類があるのよね」

　むしゃくしゃしているフロン。

　腰こしに付いている剣帯から剣を抜き、この書類を切り刻みたい。

　そんな衝しよう動どうにもう七、八回は駆かられている。

「………………」

　呼び出されたクロエは、フロンの心中を察し沈ちん黙もくを保つ。やんわりと声をかけるより、ここはフロンから話しかけるのを待つべきだ。

　なにせこの書類の何割かは、自分の部下のもの。カナタとユーリが関わった闘とう技ぎ場の事件が関係している。こちらから敢あえて書類の山の件には触れない。勿もち論ろん、フロンの体調や疲ひ労ろう具合に関してもだ。触さわらぬ神に祟たたりはない。

　だというのに……

　この日、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執務室に呼び出されたのは、クロエの他にもう一人。短く刈かり込んだブロンドの好青年──ロイド・オールウィンだ。

　普ふ段だんは特務小隊ロイヤルガードの事務方を担当している。だが、ここ最近はユーリがＥ６０１小隊の訓練で多忙であるため、急きゆう遽きよクロエの補ほ佐さも担になっていた。

　彼の特とく徴ちようは、誰だれにでも軽かる口くちを叩たたくことだ。飄ひよう々ひようとしたカナタと異なり、意図して相手をからかうこともままある。

　例えば今回のケースだと、

「ずいぶんと手が回ってない様子ですね。ひょっとして、先日の闘技場での戦闘の一件も関係しているんですか」

「………………（ぴきっ）」

「それにしてもこれだけ書類を処理する必要があるとは。ああ、過労死という言葉を御存じですか。普段は大だい丈じよう夫ぶそうでも、ベッドに寝ねたままある日突とつ然ぜん起き上がれなくなるそうですよ」

「………………（ぴきっぴきっ）」

「学生が過労死とか笑えますよね」

「………………（ぴきぴきききききゅり───んっ！）」

　ばんっとフロンが机を叩き、血ち奔ばしった眼でロイドを睨にらみつける。

「ぜんっぜん笑えないわよ……っ！」

　そのまま腰の剣帯に手をかけそうな勢いだった。

「こ、こらこらロイドっ！　空戦魔導士科長ガーデイアンリーダーが怒おこってるじゃないのっ！」

「ええ。まあ、怒るだけの元気があるのはいいことですよね」

「クロエ。わたし、こいつのこと斬きってもいいかしら（ギロリ）」

「ロ、ロイドも悪意があって言ってるんじゃないですから……っ!?」

　事務方に加え、クロエの補佐役的な役割を任せられたロイドも機き嫌げんが悪いのだ。

　そしてフロンとロイドに多忙を強しいた全ての元げん凶きようは、カナタなのである。

　両者の間に割って入り、宥なだめ役に回ったクロエ。彼女は人知れず、カナタの再教育を心に誓ちかった。

「まあいいわ。話を進めるわよ」

　フロンが幾いくつかの書類を、クロエとロイドに配布する。

「それらが《メルキア》との交流学校の開会式のスケジュール表。エキシビションはあなたたちに全部任せるわ。こっちは確認する暇ひまがないし」

　特務小隊ロイヤルガードに任せられるのは、主おもに二点。開会式でのエキシビションと、周辺空域の哨戒だ。特に最近は魔ま甲こう蟲ちゆうの行動が活発化しており、後者は要注意だ。

「それと、これも」

　追加で配布された資料。そちらにも目を通す。

「魔甲蟲の対策協議、ですか」

「ええ。《ミストガン》もだけど、《メルキア》も変キ異メ種ラと出くわしたらしいわ。戦闘はなかったようだけど、情報を共有しておいて損はないわね」

「……また変キ異メ種ラですか」

「どうもよろしくない傾けい向こうね。《メルキア》が発見した変キ異メ種ラはわたしのほうで対策を考えておくわ。それとレアルの報告書の件なんだけど……」




　　　　＊＊＊




　学園浮ふ遊ゆう都市《メルキア》。

　三さん角かく錐すいを逆にしたよう巨きよ大だいな飛空石の上に、建造された都市。少なくとも外観を見た限り、並び立つように浮遊する《ミストガン》と大差ない。

《メルキア》との交流学校は三日間。最終日である三日目には、メインイベントである交流戦が例年催もよおされている。

　残りの二日間も、各学科同士の技術力を競い合う形でイベントが開かい催さいされる。ちなみに昨年は、機械科学科マキナの新型ロボット競技会や、製造生産科インダストリアルの新製品食しよく糧りようの試食会が人気を博した。

　一いつ般ぱんの学生は愉たのしめるイベントなのだが、学園浮遊都市の運営側はそうでもない。この三日間、ありとあらゆる方面での合同協議が控ひかえている。

　資源融ゆう通ずうと交易管理。学園浮遊都市における教育プログラムの成果発表や、魔甲蟲に関する情報共有など。責任ある立場の者は、目の回るような忙いそがしさだ。

「ふーん。《ミストガン》と似たようなつくりなのね」

「ま、同じ学園浮遊都市だからな。違ちがいがあるとすりゃ教育方針だろ」

「教育方針……？」

「ああ。じきにミソラもわかるよ」

「ね、ねえ……エイジっち。今日の予定なんだけど」

「………………」

「ど、どうしたのよっ!?」

「聞かなかったことにしてやるよ。だから、夜までに別のあだ名な」

「うそっ！　どうしてこれがダメなの……っ!?　一晩中考えたのに……っ!?」

　カナタ、ミソラ、リコ、レクティの四人は、《メルキア》のドーム壁へきの外側へと集まっていた。簡単な持ち物検査を受けたあと、都市内へと入ることが許される。

　開会式でエキシビションが予定されているユーリは、一足先に開会式が催される闘技場へと移動していた。

　メインイベントである交流戦は、一年交代で相そう互ごの浮遊都市で開催される。昨年度は《ミストガン》で開催されたため、今年度は《メルキア》だ。それに合わせて、開会式も《メルキア》で行われる運びだ。

　厳重にロックされた隔かく壁へきを通り、カナタたちは《メルキア》の市街地へと進んで行く。

《メルキア》では、大通りを中心に無数の屋台を組み立て中だった。道行く人々の殆ほとんどが闘技場へ向かうものであり、カナタたちも自然とその流れに従った。

　カナタが周囲を見み渡わたす。

　と、リコが妙みように周囲の人々へ視線を配っているのに気づく。

「なんだよ、誰か知り合いでもいるのか？」

「ふっ、わたし以上の美び貌ぼうの持ち主は、この浮遊都市にもいないようだな」

「……お前はホントそういうとこしか見てねーんだな」

　ふとレクティが立ち止まり、物欲しげな表情を浮うかべた。

　レクティの視線の先には、開店準備に追われる屋台の姿。割りばしに巻きついた白い雲のようなお菓か子しを、店員が作っていた。

「んっ、わたあめが食べたいのか？」

「え、ええーっと。そ、そのぅ……」

　レクティは俯いたまま、もぞもぞ口を動かすだけだ。

　言いたいことはあるのだが、言い出せないらしい。課外授業中である後ろめたさもあるだろうが、レクティは基本的に遠えん慮りよがちなのだ。

「食いてーの？　それとも食いたくねーの？」

「そ、そのぅ……」

　申し訳なさそうな貌をしながら、人差し指をつんつんとくっつけ合わせるレクティ。

　べつに遠慮する必要なんてねーのに。俺が教官だからって、気を遣つかいすぎなんだよな。

　いつまで経たっても口に出せそうにないので、カナタから助け船を出す。

「まだ準備中みてーだな。屋台の営業が開始されるのは開会式の後からだし、明日はここいら辺全部屋台で埋うめ尽つくされるから、そんとき買ってやるよ」

　屋台の売り上げは、交流学校二日目がピークを迎える。三日目は、学生たちが交流戦に釘くぎ付づけになるため、どうしても売り上げが落ちる。

　稼かせぎどきである二日目には、大通りを囲うように全ての屋台も出で揃そろうし、どこのメニューがおいしいという情報も揃っている。

　そのため、確実に美お味いしい食べ物にありつくことができるのだ。

「えっ!?　そ、そのぅ……ごちそうして頂かなくても、あとでちゃんと自分で買いに……」

「そういうこと言うレクティだから、奢おごってやりたくなるんだよ」

　カナタの口元が綻ほころんでいた。

「……約束だ。ほら、指きり」

　ぶっきらぼうに、カナタがレクティの小指と結び合わせる。すると、レクティがさもうれしそうに微ほほ笑えんだ。

「よかったわね。レクティ」

　一連のやり取りを見守っていたミソラが、片目を瞑つぶってウィンクしてみせた。







　カナタたちは開会式が催される闘技場へと辿たどり着いた。

　ミソラが観戦席へと続く階段を上ろうとする。

　と、後ろからカナタが声をかけた。

「どこ行くんだよ？」

「どこって……開会式のエキシビションを観るんでしょ？」

「いや、観るには観るけどさ。でも観るなら、やっぱ一番いい場所で観たいじゃん」

　すり鉢ばち状になっている闘技場を、見降ろすように観戦席が位置している。

　ミソラの知る限り、一番いい場所となると最前列のことになるが。カナタは警備の学生がいる関係者用の通路を通り、闘技場の二階部分に位置するプライベート空間──ＶＩＰルームへと足を進めていく。

「ここだ。なかなか悪くねー場所だろ」

「ふっ、ＶＩＰルームか。わたしに相応ふさわしい空間だな」

　フィールドに面した壁かべは、一面ガラス張り。それ以外のスペースには、大きめのテーブルやらソファーが配置されている。軽食も注文できるのだろう。ルームサービスのメニューも備え付けてあった。

　目め敏ざとくマッサージチェアを発見したリコは、当たり前のようにリクライニングにして座る。

「ま、いいけどさ。エキシビションが始まったらちゃんとこっちで観戦しろよ」

　一応今は授業中なのだが……堂々としたものだ。

　だが、ミソラとレクティは異なるようで。二人とも、豪ごう勢せいな空間に足が竦すくみ、入口に立ったまま、室内に足を踏ふみ入れようとしない。

　カナタが手招きして、二人はようやく中へと入る。

「ね、ねえ。こんないい場所どうやって確保したの？」

　おそるおそるといった調子で、ソファーに腰こし掛かけたミソラが尋たずねた。

「んっ、クロエに特務用の席はどこって訊きいたらここだって。どうせエキシビションがあって当分使わねーだろうし、この場所借りてるんだよ」

「それって無断侵しん入にゆうとか不法占せん拠きよっていうんじゃ……」

「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと許可取っといたよ」

「あ、あのぅ……カナタさん？」

　レクティが声をかける。

「の、飲み物です。冷蔵庫の中に入っていたので、ど、どうぞっ！」

　グラスに注がれたパインジュースが、テーブルに置かれる。誰だれかが給仕係りを命じたわけではない。レクティはこういう気き遣づかいができる子なのだ。

「んっ、サンキュ」

　カナタだけでなく、ミソラとリコにもレクティは飲み物を配っている。周りへの配はい慮りよを欠かさないのは、彼女の優しい性格の現れであり、美点だ。

　性根が優しく、内気だが強い魔ま双そう剣けん士し。それがレクティに対するカナタの印象。

　ミソラ、リコ、レクティ。この三人の中で、レクティが一番戦せん闘とうスキルに優すぐれている。

　そのことは疑いようがない。

　だが、レクティは周りの顔色を窺うかがいすぎるきらいがある。あがり症は克こく服ふくしたものの、いまだ全力を発揮しているとは言い難がたい。

　……優しすぎるんだよな。

　周りを気遣うこと、相手を気遣うこと。それはとても大事なことだ。だが、やりすぎはよくない。

　だからこそ、レクティは〝あれ〟に陥おちいっているのだ。

　カナタがグラスのジュースを一口呷あおる。ほどよい酸味が口の中に広がった。

「さてと、そろそろエキシビションが始まるぜ。全員窓まど際ぎわへ移動しろよ」







　闘技場。フィールド。

《メルキア》のエキシビションが開始されるのに合わせて、アルケナル級飛翔標的ダミーバードが大量に投入された。闘技場の戦闘フィールド全体を埋め尽くさんばかりの規模に、観客たちが一いつ斉せいに息を呑のむ。

　そして《メルキア》のエキシビション担当の学生がフィールドへと飛び出してきた。

　数は四人。それぞれの学生が手に持つ魔ま剣けんや魔ま銃じゆうを握にぎりしめる。

　嵐あらしに荒あれ狂くるう大波のような飛翔標的ダミーバードの中へ。そして荒あら々あらしく猛たけ々だけしい『剛ごう』の攻こう撃げきで、飛翔標的ダミーバードを削けずりに削る。

　そこにチームワークの介かい入にゆうする余地はない。それぞれが独立した戦士として行動する結果として、飛翔標的ダミーバードが瞬またたく間まに減らされていく。

　それぞれが周りを気遣うことなく、己の役目のみを果たす。ただひたすら自らの役割に専念する戦闘スタイル。

　その結果、産み出される独立した指揮者たちの協奏曲。奏でる音楽は戦闘により生じる破は壊かいと爆ばく発はつの騒そう音おんだ。

　中でもとりわけ、強力な学生がいた。

　武人のように険しい双そう眸ぼう。月の光を集めたかのように輝かがやく、銀色の髪かみをした少女だ。

　彼女は魔双剣を振ふり払はらい、接近してきた十体の飛翔標的ダミーバードを一いつ瞬しゆんで撃げき墜ついする。

「ふんっ！　くだらん……っ！」

　言い捨て、銀ぎん髪ぱつの少女は急きゆう上じよう昇しよう。

　彼女を捕ほ捉そく、殲せん滅めつせんとしていた飛翔標的ダミーバードが、樹液にむらがる蟲むしのように一気に向かってくる。

　ある程度標的が纏まとまったところで、銀髪の少女は急降下。

　同時に魔双剣戦技を放つ。




　アイゼナッハ流魔双剣戦技──千せん衝しよう撃げき




　両手に持つ魔双剣が、針はり鼠ねずみのような刺し突とつを放つ。高速で放つ刺突技の壁。それは銀髪の少女に襲おそいかかろうとしていた飛翔標的ダミーバードを、押し潰つぶし、すり潰し、突つき崩くずした。

　銀髪の少女──ブレア・アイゼナッハの圧あつ倒とう的てきな戦闘力に、観客席からどっと歓かん声せいが沸わき上がった。










　闘技場。ＶＩＰルーム。

「ふーん、今年もやっぱ個人としての戦闘スキル披ひ露ろうか」

　カナタがぼそっと口にする。

　尋じん常じようならざる戦闘力だが、特に称しよう賛さんする様子はない。むしろ、興きよう醒ざめしたかのようにつまらなそうな貌かおをしていた。

　リコが冷静に分ぶん析せきする。

「《ミストガン》にはない戦い方だな。もっとも、あれだけの飛翔標的ダミーバードと単独で渡わたり合える学生など限られてくるから当然か」

「ま、たしかに単独での戦闘スキルは高い。独立独歩っていう理念の下もと、個人としての戦闘スキルを追求するのが《メルキア》の教育方針だからな」

《ミストガン》では小隊をランキング付けし、優ゆう秀しゆうな小隊を優ゆう遇ぐうするが、それは仲間で強くなろうとする全体主義の表れだ。対して《メルキア》は徹てつ底ていした個人主義。序列制度があり、実力の高い者のみが優遇される仕組みだ。

　要はみんなで強くなるか、一人で強くなるかの違ちがい。

　双そう方ほうにメリット・デメリットがある。

　一いち概がいにどちらが良い悪いとは言い切れないが、

「ま、個人として卓たく越えつした戦闘スキルがあれば、ああいう力任せな戦いもできなくはねーよ。でも、俺はああいう戦い方は教えない。なんでかわかるかミソラ？」

　突とつ然ぜん話を振られたが、ミソラは戸と惑まどう仕草をみせない。

　個人で強大な敵と立ち向かうことの困難さと愚おろかさ。それは、カナタのもとで自然と学んでいた。

「一対一で戦うのは、危険が大きいから……でしょ」

　すらすらと、ミソラは自分の考えを述べる。

「魔ま甲こう蟲ちゆうの種類によっては、数十回攻撃しても堕おちない頑がん丈じようなのだっている。でも、人間はそうじゃないってことだと思う」

「そういうことだ。一対一で戦うより、信しん頼らいできる仲間と協力して戦った方がいい。仲間抜ぬきで、単独戦闘を繰くり広げるのは、最悪の手段だ」

　ヘタをしたら何十回と攻撃をしないと倒たおせない、強敵がいるかもしれない。そんな怪かい物ぶつ相手に、ひとりで何時間も戦い続けるのは至難の業わざだ。

　生身の人間が魔甲蟲の攻撃を浴びれば、即そく致ち命めい傷しようだ。ウィザードの障しよう壁へき術式でさえも、強きよう烈れつな攻撃を防ぎ切れるとは限らない。

　そんな状じよう況きよう下かで、一いつ緒しよに戦う仲間がいる。

　そのことでどれだけ生せい還かん確率が上がることか。ミソラたちとて、小隊として二度の死線を潜くぐり抜けている。

　カナタの言に異論を挟はさむつもりは微み塵じんもない。

「単純にチカラ比べするなら、人間より魔甲蟲の方が生物としては優れてるからな。優位性は魔甲蟲にあるんだよ」

「生物としては魔甲蟲が優れている、か」

　知的好こう奇き心しんをそそられたのだろう。リコが黒曜石のような瞳ひとみを輝かせた。

「キミは面白いことを言うな」

「？　どのあたりが面白いのよ？」

「空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの教科書では、人類側のメリットを強調するばかりで、魔甲蟲の方が優れているなんて教える奴やつはいないからな」

「そういうこと。化物じみた容姿をしてる魔甲蟲に生物として劣おとるなんて、認めたくねーもんだろ。……でも、その貌だとリコは考えたことあるみたいだな」

　カナタに問われ、リコは後ろ髪がみをさっと掻かき上げる。

「ふっ、わたしの知能指数ＩＱはキミの三倍だ。惚ほれるなよ」

「惚れねーよ……」

　投げやりに返事をしたあと尋ねる。

「じゃあ人間にあって、魔甲蟲にない圧倒的なメリットってなんだよ？」

「知性だろう。現在確認されている限り、魔甲蟲で知性を有するのは、少数の変キ異メ種ラに限られている。それに対して、人間は全員が自分の頭で状じよう況きようを判断し、考えることができる。個人個人が状況に応じて戦術的判断を下せることはメリットだ」

「うん、正解」

　満足そうにカナタが頷うなずいた。

「だから、さっきの戦い方って俺嫌きらいなんだよ。自分一人が体を張って、全部の敵を倒す。すごくカッコいいかもしんねーけど、戦術的連携が取れない。それってさ、誰も頼たよれる仲間がいないってことの裏返しなんだぜ」

　などと、カナタがあからさまに先程のエキシビションを批判する。

　この教官がこうも他者を批判するなんて珍めずらしい、とミソラは思う。だが、すぐに考え直した。一見何も考えていないように見えて、カナタにも確実に教育方針が存在しているからだ。

　それは目に見えないものだが、なんとなくわかる。きっと個人主義は、カナタの方針に反する戦い方なのだろう。

「この場にいる面子メンツでいえば、戦闘スキルが一番秀ひいでているのはレクティだ。もし運悪くレクティが強力な魔甲蟲と一対一で戦うなんてことになったら、そのときはさ……」

　言いかけて、カナタはレクティがぼうっとしているのに気づく。

「んっ、レクティ？」

「え……っ!?」

　気もそぞろなレクティが慌あわてて答える。

「あっ。は、はい……っ！」

「もしかしてさっきの魔双剣士って、お前の知り合い？」

　さっきのが、エキシビションに参加していた魔双剣士のことを指すのはすぐにわかった。あの魔双剣術は、アイゼナッハ流だ。レクティと同じ流派。

　剣神と奉たてまつられし者が生み出しし、最強の魔双剣術。

「えっと…………そ、そのぅ……」

　言葉に詰つまったレクティが、しどろもどろに答える。

「なんと言いますか、そ、そのぅ……知り合いというのではなくてですね。もっと……」

　レクティが答えようとしたとき、ＶＩＰルームのドアがいきなり開かれた。

　ノックなしで開放され、入口には先程までエキシビションに参加していた少女の姿。武人のように厳しい表情をした、銀髪の少女だ。

「カナタ・エイジはいるか？」

「んっ、俺だけど」

　椅い子すから立ち上がりカナタが返事をした途と端たん、周囲の空気が急速に張はり詰めていく。

　肌はだがぴりぴりするのをミソラは感じた。

　気き迫はくだ。

　目の前の銀髪の少女が、カナタへ向けて放っている。

「そなたがカナタ・エイジか」

　突然の訪問者が誰だれなのか認識したそのとき。

　普ふ段だんならお茶を汲くみに行くはずのレクティが、カナタの陰かげに隠かくれるようにしてぎゅっと、カナタの制服の裾すそを掴つかむ。

　その直後、室内に突とつ風ぷうが吹ふき荒れた。

　意志を持った風が無風のはずの室内に生じ、カナタへ突き進んでいく。

　飛行魔ま術じゆつを変成させた威い嚇かく業わざだろう。カナタは猛もう進しんする風を浴びつつ、慌てることなく相手を観察していた。

　突然の事態に、ミソラとリコも椅子から立ち上がり寄って来た。次に始まる《ミストガン》側のエキシビションは、どうやらお預けのようだ。

「エキシビションに参加してたなお前。名前はなんつーんだっけ……」

「《メルキア》空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科二年、ブレア・アイゼナッハだ」

　思わずミソラがつぶやく。

「アイゼナッハ……って？」

　その場全員の視線が、カナタの陰に隠れるレクティへと注がれる。

「むっ！　……レクティ!?」

　ブレアの険しい双そう眸ぼうがレクティを捉とらえた。

「まさかこのようなところで出くわすとは──！」

「あ、あのぅ……ブ、ブレアさんっ!?　なぜあなたが、ここに……!?」

　レクティが知る限り、ブレアはアイゼナッハ流の中でも若手随ずい一いちの使い手だ。本来なら学園浮ふ遊ゆう都市ではなく、故郷《オエキス》で修行に専念しているはずなのだが。

「そなた如ごときに私の事情を話す理由はない」

　ばっさりと説明を拒こばまれる。

　再びブレアの視線がカナタへ。

「用があるのはそなただ。なんでも《ミストガン》で一番強いらしいな」

「俺が一番強いって……誰から聞いたんだよ？」

「クロエ・セヴェニーだ。彼女が《ミストガン》最強との噂うわさだったが、本人いわくそなたのほうが強いらしい。隣となりにいたロイド・オールウィンも同意していたぞ」
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「ああ、あいつらね。……そんで用件は？」

「手合わせを願おう。なるべく実戦に近い形でな」

　言いながら、ブレアは屋内にもかかわらず魔ミ装ス錬リ金ル武装を展開する。

　重厚感のある、刀身の長い魔ま双そう剣けんが虚こ空くうから出現。八双の構えを取ってみせた。

　……こいつ、戦闘狂バトルマニアか。

　さりげなく相手の隙すきを窺うかがってみたが、ブレアの構えには微塵も隙がない。

　実力と名前から判断して、本物のアイゼナッハだ。そんな厄やつ介かいな相手と戦う趣しゆ味みなどカナタにはない。

　あいつら、厄介事押しつけやがったな……。ちょうどいま《ミストガン》側の代表として、エキシビションをやっている仲間たちのことを、カナタは呪のろった。

「どうしても決けつ闘とうしなくちゃダメなのか？」

「肯こう定ていだ」

「んじゃ、俺の負けでいいよ」

　それだけ告げると、カナタはブレアに対する警けい戒かい心を解いた。

　リコに尋たずねられる。

「勝負しないのか？」

「だって俺教官なんだぜ。これといった理由もなく戦うわけにいかねーじゃん。それに面めん倒どうくさいし」

「ふっ、たしかに面倒くさいという点には賛成だな」

　カナタもリコも大だい胆たんなのだ。

　敵地に単独で赴おもむき勝負を挑いどむ相手を前に、面倒くさい、などと発言してしまうほどに。

「……あ、侮あなどるでないっ！」

　ブレアが怒いかりを押し殺した声で告げる。

「だってお前と戦う理由がねーじゃん」

　その言葉を聞いて、考え込むブレア。

「なるほど。そういうことか……！」

　なにを悟さとったのだろうか。ブレアがおもむろにカナタたちのもとへと近づいた。

　両手に刃やいばを持ったままで。

「ならば、これでどうだ！」

　無防備なミソラの喉のど元もとへいきなり魔双剣の刃を突つきつける。

　不意に自分が狙ねらわれ、ミソラの頭が真っ白になる。

　教え子に刃を向けられ、カナタが不快気に眉まゆを顰ひそめた。

「どういうつもりだよ？」

「そなたが戦う理由はこれで充じゆう分ぶんかと訊きいているっ！」

「ふーん、お前もなかなか個性的なやつだな」

　どうやら……問題児らしい。

　もっと警戒するべきだったな……軽く後こう悔かいしたカナタが、打開策を考えていたときだ。

「あ、あのぅ……」

　いまにも泣き出しそうなおどおどした声。

「や、ややや、やめてください……っ！　ブレアさんっ！」

　カナタの陰に隠れていたレクティが、魔双剣を展開しながら一歩前に出る。

　怯おびえながらも、仲間を救おうと必死に勇気を振ふり絞しぼっていた。

「ふんっ、まだアイゼナッハ流魔双剣術を使っているのか！」

　鼻を鳴らしたブレアの意識がレクティへ注がれる。

　本来ならば、両浮遊都市に所属する学生同士が私し闘とうをすることは大問題だ。

　だが、この場所はＶＩＰルーム。一いつ般ぱん人じんに見られる危険はなく、魔双剣士同士が戦うための充分なスペースもある。

「アリアを護まもれず、庇かばってもらうだけの無む能のう風ふ情ぜいがっ！」

　ブレアの言葉を受け、レクティの貌に明らかな影かげが差した。

　なんの話だ？　眉み間けんに皺しわを寄せたカナタが尋ねようとしたとき、ミソラが動く。

　隙を突いて切先を右に避さけると同時に、ブレアを突き飛ばそうとする。

　気づいたブレアは、舌打ちしながら後ろへ跳ちよう躍やくした。

「ふざけんなっ！　あんた何様のつもりよっ！」

　ミソラがびしっとブレアを指さした。

　理り不ふ尽じんに晒さらされた怒りからか、ミソラの怒ど気きはブレアに引けを取らない。

「そなたはレクティのなんだ？」

「あたしはレクティの仲間で、友達よっ！　あんたがレクティに手を出そうって言うんなら、容よう赦しやなく叩たたきのめすわっ！」

　怒りに駆かられたミソラは、強者相手にも怯ひるまぬ度胸を有していた。

　そのまま魔ま砲ほう剣けんを展開。室内にもかかわらず、ミソラが魔砲剣の砲ほう口こうをブレアへ向けていた。

「まさかレクティに友達ができるとはな……」

　怒りを込めた瞳ひとみで、ミソラたちを見み渡わたすブレア。

　妹を怪け我がさせておきながら、自分はのうのうと友達作りとは……ブレアの瞳がかっと見開かれた。

「ふざけるなっ！　私の妹を傷つけておいて、なにが友達だっ！　レクティの友達ということはどうせそなたらも落ちこぼれなのだろうっ！」

　ミソラとレクティと対たい峙じする構図になっても、ブレアは怯まない。魔双剣を構えたまま、間合いを詰めようとするが、

「やれやれ、心外ここに極きわまれりだな」

　音もなく横合いから忍しのび寄っていたリコが、スナイパーライフル型の魔ま銃じゆうを展開。ブレアの側頭部へと銃じゆう口こうを定めていた。

「先程から黙だまって聞いておけば、落ちこぼれ落ちこぼれと。ミソラはともかく、天てん壌じようを極めしわたしまで凡ぼん俗ぞく扱あつかいしてくれるな」

　腹を立てている箇か所しよはズレているが、リコらしい言い分だ。

「お、お願いですからブレアさんっ！　こ、ここは穏おん便びんに──」

　レクティが必死に声を絞り出す。

　三対一。しかもブレアが三方向から包囲される構図。

　されど、ブレアは動じずに言い放つ。

「……レクティ落ちこぼれの仲間か。くだらんっ！」

　言うや否や、ブレアが体を右に開いて武人のような険しい表情をミソラへ向けた。

　来るっ！　直感的に把は握あくしたミソラが引き金を絞っていた。

　屋内での魔ま力りよく砲ほう撃げき。

　間合いはほぼゼロ。砲撃を認識すると同時に直ちよく撃げきしている距きよ離りだ。

　しまった！　ミソラは激しく後悔する。

　反射的に砲撃したが、到とう底てい躱かわせる距離ではない。ましてや〈ソーサラーフィールド〉の影えい響きよう下でもないのだ。

　完全な私闘。ヘタしたら死傷者が出ることすら考えられる禁止行こう為い。

　しかし、ミソラの動どう揺ように反し、ブレアは動じることなく魔双剣で砲撃を弾はじいてみせた。

　二ふた振ふりの魔双剣を揃そろえ、左斜ななめ下方から右斜め上方へと斬線が奔はしる。

　逆袈け裟さ斬ぎり。

　されど、それはただの逆袈裟斬りではない。魔力砲撃を炸さく裂れつさせることなく、弾だん殻かくに触ふれながら弾き飛ばしてみせたのだ。

　砲撃を炸裂させることなく、軌き道どうだけを逸そらす鮮あざやかな技能。

　唖あ然ぜんとしたミソラに対し、ブレアは鋭するどい右の横蹴げりを放つ。悲鳴とともに、ミソラが激しく蹴り飛ばされた。

　そのとき、ブレアの側頭部へ狙いをつけていたリコが引き金を絞った。

　ミソラとは違ちがい、こちらはある程度の威い力りよくに調整した弱装魔力弾だ。

　頭に直撃したところで、せいぜい気絶する程度だろう。

　だが、弱装魔力弾が銃口から射出される際にはすでに、ブレアの姿はリコの内うち懐ぶところへと入り込んでいた。

　己の不利を悟ったリコが慌あわてて間合いを取ろうとするが、一足先にブレアが左ひだり腕うでを振り上げる。ブレアの手に握にぎられる魔双剣のひと振りが、スナイパーライフル型の魔銃を直撃。リコの手からそれを弾き飛ばした。

　その直後に、さきほど弾かれたミソラの砲撃が天てん井じようへと衝しよう突とつ。天井から崩くずれ落ちる粉ふん塵じんが後退したリコへと降り注ぐ。

　ブレアが言葉を吐はき捨ててから、僅わずか三秒間の出来事だった。

　瞬またたく間まに、仲間が二人とも無力化された。

　一人残ったレクティに現れる表情は、明確な恐きよう怖ふ。

「落ちこぼれ同士が群れたところで、所しよ詮せんこの程度だ」

　吐き捨て、八双に構えた魔双剣をレクティへ向ける。ブレアの表情に、勝ち誇ほこる様子はない。勝って当然ということか。

　眼の前に立ちはだかるかつての友──ブレアと対たい峙じしながら、なにかがかたかたと震ふるえていることにレクティは気づく。

　自分の魔双剣の切先だ。

　緊きん張ちようしている。自信がない。

　相手はあのブレアさんだ。

　アイゼナッハ流で修行していたとき、ブレアさんは本家の優等生だった。分家の落ちこぼれであるわたしより、実力ははるかに上だ。

　だけど、落ち着け……。わたしだってミソラさんたちと一いつ緒しよに、カナタさんの指導のもとで成長してきた。

　あがり症だって克こく服ふくした。

　やすやすと負けるわけにはいかない。

　なんとしてもブレアさんの暴走を止めなくてはならない。

　これ以上やったら、怪我人が出るかもしれない。

　肌はだを刺さすようなブレアの重圧を浴びながらも、レクティは勇気を振り絞った。

　床ゆかを舐なめるような低姿勢で、ブレアに挑みかかる。

　対するブレアは仁に王おう立ちするかのような迫はく力りよくを伴ともなって、レクティを斬きり下ろそうと構える。

　一人二振り。

　二人で合計四よ振りの刃が交こう錯さくする刹せつ那な、割って入る影。

　その人物は、ブレアが振り下ろした二振りの魔双剣を左手に持つ漆しつ黒こくの魔砲剣で受け止め。レクティが振りかざした二振りの魔双剣を右手に持つダガーと、体の前で交差させた腕うでで抑おさえ込む。

「……な、なんだとっ！」

　ブレアが驚きよう愕がくの声を漏もらす。

　妙たえなる技の調べを奏でる。

　カナタの披ひ露ろうしたそれは、妙みよう技ぎと呼んで過言でない。

「おいおい、ここでお前らが戦ったら問題になるだろ」

　だが、ごく当たり前のように声をかけられ、流石さすがのブレアも悟らざるを得ない。

　格の違いという奴やつを、だ。

　ブレアが警けい戒かいして、カナタから間合いを取った。

「なあブレア。お前さ、強い奴と戦いてーんだろ」

「……あ、ああ」

「ならさ、交流戦の対戦相手──Ｅ６０１小隊を指名してくれよ」

　カナタが不敵な笑みを零こぼす。

　レクティと因いん縁ねんがあるアイゼナッハの使い手。

　こりゃひょっとすると、レクティが成長するためのいい機会になるかもな。

　侮ぶ辱じよくされたと思ったブレアは、怒いかりに身をわなわなと震わせている。

「こんな落ちこぼれどもと戦えというのかっ！」

「へえー。ミソラたちが落ちこぼれ、ね」

　確かに今のブレアにとって、ミソラたちは眼中にないだろう。

　だが、カナタとしてもこの好機を逃のがす手はない。

　だからこそ、魅み力りよく的な釣つり糸を垂らすことにした。

「じゃあもしミソラたちと戦ってお前が勝てたら、そんときは俺が相手をしてやるよ」

「………………」

「まずは合法的にミソラたちに勝利してみろ。話はそれからだ。ここで騒さわぎを起こすのは都合がわりーだろ。下手したら、都市外追放だってあり得るしな」

　都市外追放と聞いて、ブレアが苦い貌かおをするのをカナタは見み逃のがさなかった。ブレアほどの実力者が《オエキス》を離はなれ、ここにいるのは何か事情がある。そう踏ふんでカナタは鎌かまをかけてみたのだ。

　効果のほどは定かではないが、ブレアも考えることはあったらしい。

「……いいだろう！」

　にこりともせずブレアが言い放つ。

「この落ちこぼれどもを蹴け散ちらしたあとは、そなたを倒たおす。首を洗って待っていろ」

「へっ、こいつらを甘く見ていると痛いめ見るぜ」

「ふんっ、抜ぬかせっ！」

　返事をし、踵きびすを返したブレアがＶＩＰルームの外へ向かう。

　ブレアに蹴られた脇わき腹ばらを押さえながら、ミソラが意地で告げる。

「……絶対あんたには負けないわっ！」

「口だけは達者らしいな」

　去り際ぎわに、ブレアがミソラたちに向かって言い放つ。

「そなたらもレクティの仲間であるなら気をつけることだ。こいつは私の妹に重傷を負わせた悪人だからな」

「悪人って……」

　ミソラがつぶやく。同時に曇くもるレクティの表情。

　かくしてカナタたちは、交流戦参加への切きつ符ぷを手に入れることとなった。







　交流学校一日目。お昼ごろ。

「まったく……あなたは次から次へと問題を起こすわね。ＶＩＰルームを半はん壊かいさせるなんて先方になんて謝罪すればいいのよ」

　空戦魔導士科長ガーデイアンリーダー──フロン・フラメルが苦にがい表情を浮うかべている。

　それもそのはずだ。ただでさえ多た忙ぼうなのに、さらに仕事が増えたのだから。

　場所は《メルキア》の闘とう技ぎ場にある、半壊させたものとは別のＶＩＰルーム。カナタはクロエに連れ出され、フロンの前へと連行されていた。

　罪状は、このクソ忙いそがしいときに、フロンの仕事を増やした罪。これから《メルキア》との合同協議が控ひかえているというのに、裏切り者が厄やつ介かい事を迎むかえ入れたらしい。

　全部で五個小隊が選せん抜ばつされる交流戦。そのうち一個小隊について、《メルキア》の空戦魔導士科長ガーデイアンリーダーから指名を受けた。

　最高の注目度を誇る交流戦の試合に、Ｅ６０１小隊──通つう称しよう、Ｆランク小隊が、だ。

　幸か不幸か。そのＦランク小隊に、特務小隊ロイヤルガードのユーリ・フロストルが所属している。ならば戦術次第では勝率もゼロではないかもしれない。

　だが……惨みじめな試合だけは絶対に許されない。

「へっ、面白そうだろ」

　カナタが不敵な笑みを零こぼしてみせた。

　フロンは静かに一言発する。

「……クロエ」

「ねえカナタ。調子に乗り過ぎ」

　横合いからクロエが容よう赦しやなくカナタの頬ほおをつねった。

「痛っ！　お、おいクロエ、どうしたんだよっ！」

「最近空戦魔導士科長ガーデイアンリーダーの前で、軽口を叩たたくのが多いのが問題になって。わたしの指導不足って注意されたから」

　もしクロエがいなかったら……と、フロンは内心で思う。ストレス解消の一いつ環かんとして、腰こしのサーベルでカナタを真っ二つにしていたかもしれない。

「軽口叩くのって、絶対ロイドだろ……。ったく、なんであいつのせいで俺まで注意されなきゃなんねーんだよ」

　ぼやいたあと、カナタが尋たずねる。

「それで指名が入った件は、どうなったんだよ？」

「受けられるわけがないでしょう……と、言いたかったところなんだけど。ユーリ・フロストルが出場するのであれば、それでいいわ」

「うしっ！　これで《ミストガン》の代表小隊入りだなっ！」

　思わずガッツポーズを取るカナタ。苦く悩のうとは無む縁えんの表情を見て、フロンはつい愚ぐ痴ちを漏らしてしまう。

「まったく……新種の変キ異メ種ラの件で合同協議もあるっていうのに……。あんたは愉たのしそうでいいわね」

「まーな」

「代表として出場する以上、無ぶ様ざまな戦いは許されないわよ。それこそ惨ざん敗ぱいすれば、あんたの教え子たちの将来を完全に閉ざすことになる。わかってないかもしれないけど、教官っていうのはあなたが考えているよりもずっと重要な……」

「教官としての責任は、最初に指導を施ほどこすって覚かく悟ごしたときから弁わきまえてるつもりだよ。……じゃあな」

　それだけ言うと、カナタは背中を向け、手を振ふって退出していく。

　本当にこの裏切り者は、責任っていうものを理解しているのかしら。

　飄ひよう々ひようとしたカナタを信しん頼らいしきれず、フロンは不安気にクロエを見た。

「大だい丈じよう夫ぶです。空戦魔導士科長ガーデイアンリーダーは多忙で、模も擬ぎ戦をご覧になっていませんから御ご存ぞんじないでしょうが、教え子さんたちはちゃんと成長してますよ」

　やんわりと、天使のような微ほほ笑えみで返されて、これ以上追つい及きゆうのしようがない。

　フロンが思わずつぶやいた。

「……本当かしら」






　第二章　拭ぬぐいきれない『心の壁かべ』







　交流学校一日目。お昼すぎ。

　どこの喫きつ茶さ店てんも大だい繁はん盛じようで、カナタたちが席に着く頃ころには午後一時をすぎていた。

　とりあえず食事ができればと入った喫茶店で、軽めの昼食を摂とる。

　昼食後のスケジュールは決まっているらしい。が、カナタいわく秘密とのこと。

　ミソラたちとしては、スカイボールや〈ホウキ〉レースなど体を使った競技イベントが怪あやしいと睨にらんでいる。

「明後日あさつての交流戦に出場ですか。……ずいぶんと急な話ですね」

　四人掛がけのテーブルに入りきらず、一人だけ椅い子すを持ってきて座っているユーリが尋ねる。

　交流学校期間中、ユーリはカナタたちと一いつ緒しよに行動することになっている。昨日のうちに、カナタからクロエに話を通しておいた。

「それはそうとして、この機会に窺うかがわせてもらいたいのですが」

　ユーリの視線の先には、アイスココアに口をつけているレクティの姿があった。

　先程からレクティは一言も発していない。まるで湖の底に沈しずんだかのような表情を浮かべていた。

　誰だれもレクティとブレアの関係について触ふれられずにいた。

　ブレアが言い残した警句と、深く沈んだレクティの表情。

　レクティが悪事を働くような性格でないことはわかる。が、すぐに弁明をしないのは、それなりの事情があるのだろう。

　ユーリが慎しん重ちように尋ねる。

「レクティさんは、あのアイゼナッハ流継けい承しよう者しやなんですか？」

「あっ、その件なんですけど……そもそもアイゼナッハ流ってなんですか？」

　質問の意味を掴つかみかね、ミソラだけが首を傾かしげる。

　デキの悪い教え子への咎とがめは、教官であるカナタに帰結するらしい。不信感を帯びたユーリの瞳ひとみが、カナタへ向けられた。

「うーん……これって説明してない俺がわりーの？」

　と、リコへ視線を受け流すカナタ。

「そんな眼で見るな。わたしは当然心得ている」

　問われたリコが心外そうな貌をする。

「というか、知らないお馬ば鹿かがいたとは驚おどろきだ」

「だよなー。つーことは……」

　カナタ、リコ、ユーリの三人がミソラを見て、

「「「はあー…………」」」

　大きなため息を吐つく。

「ミソラ。頼たのむからもうちょい勉強しといてくれよ」

「えっ!?　ご、ごめん……っ！」

　どうやら常識が欠けつ如じよしていたようだ。

　しぶしぶリコが説明してくれる。

「アイゼナッハ流というのは、個人としての限界を極めたとまでされる魔ま双そう剣けん術じゆつの流派だ。発はつ祥しようの地である《オエキス》での修行は過か酷こくの一言に尽つきる。しかも、修行についていけず階位を取得できない者は、アイゼナッハを名乗ることが赦ゆるされないほど厳格らしい。たとえ親類縁えん者じやであっても、だ。それと仮に階位を取得していても、戦績が冴さえなければ破門されるらしいな」

　そういうこと、とカナタが頷うなずいた。

「ついでに説明しとくと、アイゼナッハ流の使い手が、学園浮ふ遊ゆう都市に所属するって珍めずらしいことなんだよ。すでに洗練された戦せん闘とうスキルを持つ人間が、学園浮遊都市に所属したところで、学ぶものなんて殆ほとんどないはずだからな。むしろ周りから教えを請こわれて、自分の訓練の邪じや魔まになることだって考えられる」

「じゃあレクティって……」

　眼を丸くしたミソラが、レクティを見やる。

　するとレクティは俯うつむいたまま困こん惑わくする。

「あ、あの……っ！　わ、わたしは……そ、そのぅ……──」

　アイゼナッハ流の継承者であることを、意識して隠かくしていたわけではない。かつてカナタから訊きかれたとき、認めてはいた。

　だが、自ら進んで公表しようとしなかったのには事情がある。

　カナタが教官として赴ふ任にんした当時のレクティは、あがり症だった。そのせいで、アイゼナッハ流の使い手の中でも、落ちこぼれだった。

　チカラこそ全てのアイゼナッハ流において、落ちこぼれは不要だ。

「あ、あのぅ……わ、わたしは……名乗ることが許された本物のアイゼナッハです。アイゼナッハ流魔双剣士十じゆう翼よく空くう騎きという階位も与あたえられています。そのぅ……結局破門されちゃったんですけど」

　あがり症だったことを考えれば当然だろう。

「で、ですけどわたし如ごときがアイゼナッハを名乗ることが赦されてるなんて、し、信じられないですよね……っ？」

　レクティとアイゼナッハに相当な因いん縁ねんがあることは、誰しも察しがついた。

　まるで雨に打たれた子犬のような、情けない貌かおでレクティが語っていたから。

　きっとそのこととブレアも大きな関係があるのだろう。

「……あたしは信じるわよ。レクティってすごく強いじゃない」

　きっぱりとミソラが告げる。

　だが、カナタは内心でつぶやく。

　……強い、ね。そりゃ単純な戦闘は強いかもしれない。でも、強さってのは単に戦闘スキルだけを意味する言葉じゃねーよ。

　いまだ冴えない表情のレクティをカナタが一いち瞥べつし、

「ま、この話はここでおしまいだな。ブレアの話もだろ。なあミソラ」

「うん。これ以上はあたしたちが簡単に訊いていいことじゃないと思う」

「で、ですけど……そ、そのぅ……」

「でも、レクティ──」

　しっかりとレクティの眼を見み据すえ、ミソラが告げた。

「──言いたくないでしょ」

「…………っ！」

「無理して言わなくたっていいわよ。言いたくない事情の一つや二つ、誰にだってあるんだから。でも言いたくなったら、いつか話してちょうだい。だからこの話はここでおしまいにするの」

　ミソラとて尋たずねたいことはあったが、敢あえて尋ねようとしない。

　異を唱える者はいなかった。

　おそらくミソラは直感的に、レクティの気持ちを悟さとったのだ。

　うん、リーダーシップならやっぱミソラかな。

　カナタの口元が弛ゆるむ。そして、さりげなく話題を変えた。

「なあユーリ」

　ＶＩＰルームでの騒そう動どうを思い出しながらカナタが告げる。

「正直な話。お前、ブレアと一対一でやって勝てると思う？」

「どうでしょうね。わたしはエキシビションしか見ていないんですが、向こうはまだ本気を出していない印象でした」

「ならさ、今回はどんな特訓やるの？」

　当然の如くミソラが尋ねてくる。

　なにせ明後日には、噂うわさのブレアの小隊と対決するのだ。

　ミソラとリコは速そつ攻こうでブレアに手玉に取られていた。ブレアと接近戦でやりあって万に一つの勝ち目もない。

　勝算があるとすればユーリと……。カナタは無言でレクティを見る。同じアイゼナッハ流魔双剣士のレクティだけだ。

　できれば、これを機にレクティをもっと成長させたい。

「どうかしたんですか？」

　きょとんとしたレクティが尋ねてくる。

　普ふ段だんのカナタなら、教官としての辣らつ腕わんを振ふるうべきところだ。

　だが、彼は腕うでを組み考える素そ振ぶりをみせたあと、さらっと告げる。

「うーん、今回はこれといった特訓はやらねーよ」

　するとミソラたちの顔色が変わり、

「えっ!?　いまなんて……っ!?」

「だから、特訓やらねーって」

「なっ!?　なんでやらないの……っ!?」

「キミ、本当にそれで勝てるのか……っ!?」

「あ、あのぅ……もしかして勝つための策がないんですかっ!?」

「ひょっとして……戦う前から諦あきらめてるんですかっ!?」

　ミソラたちが不安そうに尋ねた。

　なにせ、これまで勝ってこられたのは、カナタの特訓のお陰かげなのだ。

　だというのに、特訓しない宣言……っっっ!?

　不安げなミソラの視線を受け、カナタが後頭部を掻かきながら告げる。

「いや、そういうんじゃなくてさ。二日後に交流戦なんて、本来の予定になかったから時間がねーんだよ。お前らのスケジュールはもう埋うまってるしな。昨日のうちに全日程を考えてたんだよ。最終日は交流試合が入ったけど、それ以外はスケジュール通りで進めるからよろしく」

　それから例の如く不敵な笑みを零こぼし、

「せっかくの交流学校なんだぜ。たまには訓練忘れて、息いき抜ぬきしなくてどうするよ。だから交流学校中は訓練禁止な」

　はっきりと言い切る。その後反論するミソラたちを適当にあしらいながら、会計を済ませ、カナタはみんなを連れ、とあるイベント会場へ向かった。







　昼食後。《メルキア》の劇場。

　通常照明が落とされ、スポットライトがステージを照らす。そこでは、バンド演奏やら合唱やらが披ひ露ろうされ、観衆たちは口笛を吹ふいたり、ポップコーンを片手に盛り上がっていた。

　そんなステージを有する劇場のレッスンスタジオ。そこにカナタたちの姿があった。昨日のうちに、カナタが手配しておいたものだ。フローリングの上には、衣装と書かれた段ボール箱が置かれている。

「それで、今日はこれからなにをするのよ？　その段ボール箱、衣装って書いてあるけど」

「ん、言ってなかったか？」

　カナタは不敵な笑みを零す。

「今日はここのステージで演劇をしてもらうから。よろしく」

　どうやら交流学校一日目の課外活動は、演劇らしい。

　ミソラとユーリの表情がうっと硬かたくなる。人前に出ることなどぜんぜん慣れていない。

　レクティはまだどこか元気がない。リコは自信満々で、愉ゆ悦えつの笑みを浮うかべていた。

「で、ですけどカナタ先せん輩ぱい。体を動かす競技ならともかく、わたしたちは演劇なんて全然練習してませんよ。というかなぜ演劇なんですっ!?」

「そ、そうよっ！　それにあんな大きなステージでヘタっぴな演技をしたら、恥はじかくだけじゃないのっ！」

「演劇っていっても、せいぜい五分十分の短い劇だよ。それに空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンらしく、斬きった張ったをメインに演出してあるからな。だから、そこさえしっかりこなしてくれれば問題ねーよ。台本は俺が書いたし、配役も決めてある。それにもしものときは、俺が通信結けつ晶しようで指示を出すから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　健けな気げな抵てい抗こうを試みたミソラとユーリだが、あっさりと鎮ちん圧あつされる。

　カナタはあらかじめ準備していた台本と通信結晶を配り始めた。

　ミソラはぱらぱらとページをめくり、台本に眼を通す。

　登場人物は、お姫ひめ様さま、王子様、魔ま王おう、魔王の部下の四人。魔王に狙ねらわれるお姫様を護まもる王子様という典型的な王道ストーリー。

　そのクライマックスシーンに比率を割さき、演じるシンプルなもの。

　カナタの言った通り、王子様を中心とした殺た陣てのシーンがあり、そこが演劇のクライマックスになるらしかった。

「つーことで、配役を発表するぞ」

　台本を配り終えたカナタが告げた。

「ミソラがお姫様、リコが魔王、レクティが王子様、ユーリが魔王の部下。以上」

「うそっ!?　あたしがお姫様で本当にいいの……っ！」

「ふっ、わたしは魔王か。女神には劣おとるが、誇ほこるべき地位ではあるから赦ゆるすとするか」

「わ、わわわ、わたしが王子様なんて大丈夫でしょうか……っ!?」

「うぅっ!?　特務活動を休んできているのに演劇だなんて……」

　ミソラ、リコ、レクティ、ユーリの四人それぞれがコメントを漏もらす。

　クライマックスシーン以外に導入として、お姫様と王子様、魔王と魔王の部下の掛かけ合いがある。そのため、最初はその二人に分かれて練習することとなった。

　スタジオを二つに分けて、二人一組ツーマンセルで掛け合いをするのだ。







　リコ・ユーリペアの練習風景──

　ぱらぱらとページをめくったあと、リコはゴミでも扱あつかうように台本を放り投げた。次に懐ふところから哲てつ学がく書しよを取りだし、読み始める。

「やれやれ、面めん倒どうくさいな。そうは思わないか？」

　窓際に配置した丸椅い子すに腰こしかけ、優ゆう雅がに足を組みながらリコが告げた。

「た、確かに人前に出るのは得意ではありませんが……でも、練習しましょうよ」

「むっ、キミも嫌いやがっていたではないか？」

「それはそうですが。でもいまはＥ６０１小隊の隊員で、教官の指示には逆らえませんから。さあ練習しますよリコさん」

　律りち義ぎなユーリは、カナタの指示通り練習しようとしていた。だが、リコは書物に目を通しながら、素っ気なく返事をする。

「断る。疲つかれることはわたしの好みではないぞユーリ」

「もう。年上には『さん』を付けてくださいと、何度言えばわかるんですか？」

「ふっ、高貴なるわたしは、誰だれかれ構わず敬うやまうわけではない」

　ばたんと音を立ててリコは本を閉じる。

　それから、煩わずらわしそうにユーリを向いて告げる。

「年上だからといって無条件で尊敬されると思うなよ。女神なわたしは自分の尊敬する人物以外に敬語は使わないぞ」

「…………えっ!?」

　も、もしかしてわたし、リコさんに嫌きらわれてる……っ!?

　衝しよう撃げきを受けたユーリが言葉を失う。だが、どうにかその場に踏ふみ留まり、リコに無言で訴うつたえかけた。

「まさかこの程度の演劇を、本当に練習する必要があるというのか？」

「あ、あのですねリコさん。カナタ先輩が練習のための時間を取ってくれているんです。だから練習しなくちゃダメですよ。だから、ほら立ち上がって」

　気を取り直して、ユーリがリコの袖そでを掴つかもうとする。すると、リコが片手でぺちっとユーリの手を払はらう。

　むっとしたユーリがリコを睨にらみつけた。

「リコさん。いい加減にしないと怒おこりますよ」

　お互たがいに険しい表情で睨み合う。

　二人の剣けん幕まくを感じ取ったカナタが素早く姿を現した。

「おいおい。そんな見つめ合って、お前ら二人はずいぶんと仲がいいみたいだな」

　リコとユーリがむすっとしてカナタへと向き直り、二人同時に告げる。

「……いいわけあるか！」

「……ぜんぜんよくありません！」

　困ったかのように後頭部を掻いてみせながら、カナタは思う。

　ま、そんなのは知ってるけどな。でも、お前らはもう少し理解し合わないと、この先厳きびしいぜ。だから、これを機会にちゃんと自分たちで相そう互ご理解を深めろよ。

　同じ小隊として活動していくんだからな……

　それから、律義にユーリが何が起こったかを報告する。内容を聞いた限りでは、どこからどう考えても、練習しないリコが悪い。

　だが、カナタはすぐにリコを叱しかったりせず、

「うーん、リコ。なにか言いたいことはあるか？」

「わたしに練習は不要だ。台詞せりふはすでに暗記済みだからな」

「あのですねリコさん。さすがにその嘘うそはあからさますぎでは……」

　ユーリが言いかけた途と端たん、リコが台詞を暗あん誦しようし始める。

「一ページ、三行目『わが腹心の部下よ。姫を攫さらいに参ろうぞ』。一ページ五行目『構うな。世界など、我が覇は道どうの前には小さきものよ』。一ページ七行目『たとえこの身が朽くち果てようとも、なさねばならぬことがある』。──五ページ十一行目『ふっ、王子よ。姫をこちらに渡わたせ。さもなくば……』」

　先程ぱらぱらと台本をめくっていた瞬しゆん間かんに、リコは全ての台詞を丸暗記してしまっているらしかった。

　唖あ然ぜんとするユーリに代わって、カナタが誉ほめる。

「うん。流石さすがリコだな」

「ふっ、それほどでもある」

　満足そうに髪かみを掻きあげ、リコは澄すまし貌がおをする。視界の端はしに唖然とするユーリを捉とらえながら。

「つーことでユーリ。わがまま言ってないでちゃんと練習するんだぞ」

「そうだぞユーリ。キミは少し生き真ま面じ目めすぎる」

「えっ!?　わ、わたしが悪いんですかっ!?」

　カナタとリコが同時に口を開いた。

「「ああ」」

　くっ！　な、なぜわたしが悪者に……っ!?　カナタ先輩の前では、クロエ先輩のようなしっかりした淑しゆく女じよを演じたいのに……っ!?

　そんなとき。突とつ如じよとしてリコがカナタに話を振ふった。

「キミも生真面目すぎる女は苦手だろ」

「まーな。ほどほどにチカラを抜ぬくくらいが俺の性しように合ってるからな。それとさユーリ？」

「なんですか？」

「ひとつアドバイスしてやるよ。お前が考えてるより、リコはしっかりしてる。だからお前は、もう少し肩かたのチカラを抜いてリコのことを見み極きわめてみろよ」

「肩のチカラを抜いて、ですか？」

「そ。リコは天才肌はだだから、常識に捉とらわれない。常識に捉われてると、いつまで経たってもリコを理解することはできないぜ。……んじゃな」

　カナタは、フロアの反対側の方へと向かっていく。

　そちらではミソラ・レクティペアが練習している。

　後ろ姿を見送り、カナタに話し声が聞こえなくなると、リコが口を開いた。

「だそうだ。もし好かれたいのなら、生真面目すぎないほうがいいぞ」

「～～～～っ！　い、一体なんの話ですか……っ!?」

　ユーリが貌を真っ赤に染め上げ、裏返った声で尋たずねた。

　横目で反応を確認しながら、リコが鼻でふっと笑った。

「さあな。だが念のため、もう一度言おう。もし好かれたいなら、生真面目すぎないほうがいいぞ」

　妖よう艶えんな笑みを浮かべるリコを見て、ユーリが絶句する。

　も、もしかしてわたしの気持ち、気づかれてるんですか……っ!?







　ミソラ・レクティペアの練習風景──

　台本を片手に二人が向き合って、掛け合いをしているときのことだった。

「ねえレクティ。聞いてる？　次はレクティの台詞なんだけど……」

「えっ!?　そ、そのぅ……す、すみませんっ！」

　ミソラに向かって、ぺこりとお辞じ儀ぎするレクティ。

　これで何度目だろう。ミソラが内心で不安がる。読み合わせの最中なのに、掛け合いの台詞がレクティから返ってこない。

　ブレアとの一件が尾を曳ひき、どこかうわの空なのだ。レクティの心情を慮おもんぱかって、ミソラは強く注意することができずにいた。

　そんなとき声がかかる。

「どうしたんだよミソラ。お前らしくねーな？」

　心を見み透すかしたかのようにカナタが告げる。リコ・ユーリペアに貌を出したあと、こちらへやってきたらしい。

「お前ってこんなとき遠えん慮りよするような性格じゃなかっただろ」

「だってレクティには……事情があるから」

「事情、ね」

　ミソラとレクティの間には、リコ・ユーリペアと違ちがってある程度の信しん頼らい関係がある。

　ミソラはレクティの気持ちが多少は理解できる。

　そのことで、ミソラは逆に遠慮してしまっているらしい。

　でも、相手の気持ちが理解できているからこそ。この二人には、もう一歩先に進んでもらわねーとな。

　カナタが敢あえて厳しい言葉を告げる。

「なあレクティ。なんだか今日はトラブルがあって、うわの空みたいだけどさ。事情があったら、課外活動はやらなくてもいいのか？」

「え、えーっと。そ、そのぅ……」

　おどおどとしたレクティが申し訳なさそうに縮ちぢこまる。

「レクティは空戦魔導士になるんだろ。空戦魔導士は事情があったら、人々を護る責任を放ほう棄きしてもいいのか？」

「そ、そのぅ……い、いけないと思います……っ！」

　あわあわと繰くり出された発言に、カナタがにやりと微ほほ笑えんだ。

「だったらいまは演劇の時間だろ。やるときにはちゃんとやらなきゃな」

　言って、レクティの前まえ髪がみをくしゃくしゃになるまで撫なでてやる。

「あうあう。カ、カナタさん。くすぐったいですっ！」

　憑つきものでも落ちたかのようにレクティの表情が冴さえ渡る。

　そんなやり取りを眺ながめていたミソラが、頼たよりになるわねと感心する。

　ミソラは小隊長だが、カナタのようにレクティを励はげますことはできない。

「ああ。そういやレクティ」

　調子を取り戻もどしたレクティに、カナタがそれとなく告げる。

「……なんですか？」

「主役の王子様はさ、なにがあってもお姫様を護ることが役割だ。いいな、なにがあってもお姫様を護るんだぞ」

　意味深な台詞。

　こ、こいつ絶対なにか企たくらんでるわね……っ！

　レクティを気にかけるミソラが敏びん感かんに感じ取った。







　その後、レクティとユーリが殺た陣ての動きを軽く確認。リコを含ふくめた全体練習を一度だけ通す。すると、カナタが事前に申し込んでいた出演順が回ってきた。《メルキア》のスタッフがカナタたちを呼びに来る。

　役やく柄がらに相応ふさわしい衣装に着き替がえていたミソラたちが、ステージへと上がる。

　そして演劇が始まった。

　まず魔ま王おうのリコが、手下のユーリにミソラ姫を攫いに行くと告げるシーン。妖艶な漆しつ黒こくのドレスを纏まとったリコが、黒い三角帽ぼう子しにローブ姿のユーリへと命令する。

　女神な美び貌ぼうを誇ほこるリコの魔王姿と、特務小隊ロイヤルガードのユーリの登場に、観客たちからおおっとざわめきがあがった。

　続いてミソラ姫が、レクティ王子に警護を依い頼らいするシーン。深しん紅く色いろのドレスに身を包んだミソラが、白色の燕えん尾び服ふくを着込んだレクティに依頼する。

　そしてミソラたち四人がステージ上で交り合う。

　上かみ手てに、ミソラとレクティ。下しも手てに、リコとユーリ。

　妖艶な漆黒のドレスを纏ったリコが勝ち誇るかのように言う。

「ふっ、ミソラ姫をこちらへ渡してもらおう」

「だ、ダダダ、ダメですっ！　ミ、ミソラ姫を渡すわけにはいきませんっ！」

　魔ま双そう剣けんを腰こしに提さげたレクティがおどおどと立ち塞ふさがる。

「ならば強引に奪うばい取るまでだ。いけ、ユーリよ」

「……ま、魔王リコの命により、ミソラ姫を奪わせていただきます」

　内心悲しくなりながら、ユーリが一歩前に出る。

　ああ、なんでわたしこんなところで演劇してるんだろ。できることなら、カナタ先せん輩ぱいと二人っきりで哨しよう戒かい任務をしたかった……。不本意ながら、ユーリは左手の指輪──魔術士の宝石箱マギスフイアに魔ま力りよくを注そそぎ込む。

　固有魔力波に反応して、虚こ空くうから現れる一ひと振ふりの魔ま槍そう。それを手に取る。

「お、お願い。レクティ王子、わたしの身をお護りください」

「ま、ままま、任せてくださいっ！」

　ミソラに促うながされるように、レクティが一歩前に出る。腰に携たずさえていた魔双剣を引き抜き、八双に構えた。

　そしてレクティとユーリの殺陣が開始される。

　適度な緊きん張ちよう感かんを保ちながら、剣けん戟げきを結びあう二人。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの中でも戦せん闘とうスキルに長たけた二人の演技は、会場から感かん嘆たんの声を招き寄せる。

　スポットライトが置かれたキャットウォークから、カナタも見物している。

　ふーん。やっぱ人目があっても斬きり合い程度なら、レクティは問題ねーのか。あがり症が再発したっていうわけじゃねーな。

　となると、レクティはやはり〝あれ〟ということになる。〝あれ〟は精神的なものだからこそ、さりげなく殻からを破るきっかけを与あたえたい。

　大事なのはきっかけ。きっかけなのだ。

　演劇が順調に進んでいることを把は握あくしながら、カナタが指示を出す。通信結けつ晶しようを駆く使しして、ミソラとレクティには聞こえない秘ひ匿とく回線で。

『ユーリ、聞こえるか？』

『ええ、聞こえますが……』

　いまだレクティと殺陣の真っ最中のユーリが答えた。

『じゃあさ。このタイミングで裂翔槍エアレイド・スピアを、ミソラに向かって放ってくれる？』

『えっ!?　も、もう一度言ってもらえますか……っ!?』

『いまこのタイミングで、裂翔槍エアレイド・スピアをミソラに向かって撃うってほしいんだけど』

『い、いったいなに考えてるんですかカナタ先輩……っ!?』

『ん、つまりそういうことだけど』

『そんなことできるわけがないでしょう！　下手しなくても、ミソラさんが怪け我がするかもしれないんですよ！』

　呆あきれたユーリは、カナタの指示を無視。だんまりを決め込む。

『うーん。ならさリコ』

　次にカナタは、後ろでかったるそうに腕うでを組むリコに連れん絡らくする。

『なんだ？』

『お前がミソラに向かって攻こう撃げきしてくれ。なるべく強力なやつで』

『正気か？』

『うん』

『……ふむ』

　顎あごに手をやり考え込んだあと、リコがつぶやいた。

『ああ、なるほど。そういうことか。……なら、仕方ないな』

　台本通りなら、次はユーリが敗やぶれ、リコが捨て台詞ぜりふを残して撤てつ退たいするシーンなのだが──。

　リコがおもむろに右手を虚こ空くうに伸のばす。虚空から現れたスナイパーライフル型魔ま銃じゆうを手に取り、構えた。同時にユーリがレクティに斬られ、「うわあ～」という間ま抜ぬけな叫さけび声とともに、ばたりと倒たおれる。

「ふっ、勇者レクティよ。わが腹心の部下を倒したことは誉ほめてやる。だが、我われはその程度では退ひかん。これから放つ一いち撃げきを防ぎ切ることができたら、ミソラ姫のことは見み逃のがしてやろう。どうせミソラ姫より、魔王なわたしの方が美しいしな」

　台本にない台詞とともに、いきなり魔銃を構え、狙ねらいを定さだめるリコの姿。

　アドリブというわけでは……ないだろう。

　ミソラとレクティが素すに戻る。

「ちょ、ちょっとリコっ！　あんた何言って……」

「リ、リコさん。まさか。冗じよう談だんですよね……」

　だが、リコは揺ゆるがない。魔銃の銃じゆう口こうには、視覚化された球形の魔力の塊かたまりがあった。

「ふっ、喰くらえっ！」




　魔銃戦技──衝力壊射ベガバレツト
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「う、うそっ！」

　度ど肝ぎもを抜ぬかれたミソラがつぶやく。同時にリコが引き金を絞しぼっていた。

　条件反射的にレクティがミソラの前に立ち塞がる。

　ミソラの能力では回かい避ひ不可能であることを、直感的に判断していたのだ。

　眼前に迫せまる魔銃戦技。これを防ぐには、アイゼナッハ流魔双剣戦技しかない。

　レクティの魔双剣に刻み込まれたルーン文字が黄金色の輝かがやきを放つ。

　わ、わわわ、わたしが防がなくちゃ……アイゼナッハ流魔双剣戦技なら、絶対に防げる。

　そしてレクティが相そう殺さいしようと身構えたときのことだった。

　いざ魔双剣戦技を発動しようとした途と端たん、急にチカラが入らなくなった。魔双剣〈アマノハバキリ〉が輝きを消失し、通常斬撃しか繰り出せなくなる。

　あ、あれ……っ!?

　戸と惑まどったレクティが八双の構えを崩くずし、不意に魔双剣をＸ字に交差させる。

　……ま、まずいっ!?

　防ぼう御ぎよの構えを取ったレクティが己おのれの危機を覚かく悟ごする。

　せめて弾だん道どうを天井へ逸そらすことさえできれば。

　レクティが些さ細さいな抵てい抗こうを試みようとしたとき、白銀色の魔ま砲ほうが衝力壊射ベガバレツトを直ちよく撃げき。相殺できなかったが、誘ゆう爆ばくをもたらし、爆ばく風ふうがレクティを煽あおった。

「こらリコっ！　どういうつもりよっ！」

　咄とつ嗟さに魔砲で阻そ止ししたミソラが糾きゆう弾だんする。

　護られる役割の姫が、いつの間にか魔砲剣を構えていた。

「ふむ。やはりそういうことか」

　魔銃を光の粒りゆう子しとして消失させながら、リコが思う。

　どうやらレクティは、『心の壁かべ』にぶつかっているらしいな。それに、何の事前情報もなくミソラがわたしの射しや撃げきに対応できるとは思えん。

　キャットウォークの上で不敵に笑うカナタを、リコが一いち瞥べつする。

　……あの男の仕し業わざか。

「こらっ！　どういうつもりかって訊きいてんでしょリコっ！」

「ふっ、女神で魔王……すなわち光と闇やみの世界を統すべるわたしは、ミソラ姫を奪うのではなく、暗殺したい気分になったのだ。だが、ミソラ姫自身もなかなかの防御力。今日のところはここで退いてやろう。行くぞ、ユーリよ」

　なぜか斬られて死んだはずのユーリがむくりと起き上がり、舞ぶ台たいは幕を閉じる。あまりにも突とつ拍ぴよう子しのない終幕に、観客たちは唖あ然ぜんとして拍はく手しゆできなかった。




　ステージの煤すす汚よごれを、ミソラたちは黙もく々もくと雑ぞう巾きんがけする。

　だが、その中にリコの姿だけは見当たらない。

　リコは演技終しゆう了りようとともに「疲つかれた」と言い残し一人で帰ったからだ。自らの放った魔銃戦技の爆風で、焦こげてしまったステージの掃そう除じとお詫わびもしないで。

　そんなとき、ミソラが気づく。

　ユーリがやたらカナタに喰ってかかっていることに。

　しかも妙みように気になる発言内容で。

　ユーリいわく「ミソラさんに向かって魔銃戦技を放たせるなんてどういうつもりですっ！」とか「リコさんにはあとでわたしからきちんと指導しておきます。でも、カナタ先輩も反省してください！」とか。

　ミソラが眉まゆを吊つり上げる。

　つまり、自分が死にかけたのは、カナタが原因だったのだ。

　頭に血が上ったミソラが、大おお股またでカナタに詰つめ寄ろうとしたとき、

「そういやなんでリコの魔銃戦技を、レクティは相殺しなかったんだろうな。アイゼナッハ流の使い手なら魔双剣戦技をいくつか習得してるはずだろ」

　カナタが独り言をつぶやき、ミソラは足をとめた。

　ユーリもなにか違い和わ感かんを覚えたかのようにつぶやく。

「もしかして……いや、仮にそうだったとして……」

「ん、どうしたんだよ？」

　カナタの意図に気づいたユーリが告げる。

「……いえ。仮にレクティさんが〝そう〟だったとしても、です。カナタ先輩のやり方は強引すぎです。赦ゆるされるものではありません」

　その後、カナタは《メルキア》関係者へお詫びをしに行く。ミソラ、レクティ、ユーリの三人は先に帰された。

　三人揃そろって通路を歩き、無言のまま控ひかえ室しつに戻もどる。

　ミソラとユーリは考えごとにふけり、レクティはどこか沈しずんだ様子だった。

　控室に辿たどり着いたミソラたちは、そこですでに着き替がえを終え、一人優ゆう雅がに紅茶を啜すすっているリコを発見した。

　ミソラがおもむろに尋たずねる。

「ねえリコ。あんた、なんであたしを撃ったの？」

「ふっ、目立ちたかっただけだ。せっかくの舞台だからな」

「他にもなにか考えがあったんじゃないの。たとえばあいつ……もとい、あの教官に指示されて、それに納得したとか？」

　ミソラとユーリの視線が、リコへと注がれる。彼女はさもおいしそうにゆっくりと紅茶を啜ったあと、軽く頷うなずいた。

「……ミソラにしては勘かんが鋭するどいな。あの男から何か言われたのか？」

　やっぱり……なにか意図が隠かくされていたんだ、と気づくミソラ。

　と、ユーリは淑しとやかに窘たしなめようとする。

「あのですねリコさん。いくらカナタ先せん輩ぱいの指示だからって、やっていいことと悪いことがあります。あんな強引な方法で、怪我人が出たらどうするつもりだったんですか……」

「結果として出なかったのだから、何も問題ないだろう」

「～～～っ！　そ、そういう問題じゃなくてですね……」

　そんなとき事故処理が完かん了りようしたカナタがやってくる。

「ほら。今日の日程は終了したから、とっとと宿しゆく泊はく先に向かうぞ」

　どこか険悪な雰ふん囲い気きのリコとユーリ。

　結局、カナタの真意について、ミソラは聞けずじまいだった。







《メルキア》宿泊施し設せつ。食堂。夕刻。

《ミストガン》の代表小隊に選出されたこともあり、カナタたちは《メルキア》の然しかるべき宿泊施設へ泊とまることとなった。

　カナタ、ミソラ、リコ、レクティ、ユーリの五人は揃って食堂へと足を運ぶ。

　想定外に豪ごう華かな施設に泊まることができて、うきうきのミソラ、リコ、レクティが眼を輝かせる。その視線の先には、奥行きのある長机に並べられた豪ごう勢せいな料理の数々。ジューシーなローストビーフやら、わさび菜とスモークサーモンのサラダなどが置かれている。

「うわー、なんでもあるじゃないのっ！　ほら見て見て。レクティ。あっちの奥のとこ、ケーキまで置いてあるわよ」

「……すごくおいしそうですねっ！」

　一拍遅れて、レクティが返事をする。

　ミソラが率先して声をかけてくれているのに気づいているのだろう。

　どうしても魔双剣戦技を発動したかったのに、発動できなかったことをレクティは痛感していた。

　そんなレクティの前で、敢あえてミソラは元気良く振ふる舞まっている。

「えっ!?　リコ、それだけなのっ？」

「ああ。肉を食べると太るからな」

　リコはローストビーフをあっさり無視して、サラダばかりを皿に載のせる。そしてノンオイルのサルサソースをかけた。

「リコさん。食事はきちんとバランスを考えてとりましょうね」

　肉、魚、野菜をバランスよく盛り付けたユーリがやんわりと窘める。

　ユーリとしては仲良くなろうとして、交流を図はかっているのだが……

「ふっ、光闇の皇帝カオスエンペラーたるわたしの食事に口をはさむな」

「え、ええーっと……っ!?」

　リコに敬遠され、あまり馴な染じめずにいる。

　ちなみに光闇の皇帝カオスエンペラーとは、女神かつ魔ま王おうを比ひ喩ゆしてのものらしい。

　常識人のユーリにとって、リコは宇宙人のような存在だ。

　と、サラダから嫌きらいなレタスだけを抜いて盛り付けていたカナタが気づく。

　二人のところへ近づき、口をはさむ。

「んっ、食事ぐらい好きなもん食っていいじゃん！」

「カナタ先輩！　仮にも教官なんですから、もう少し栄養バランスというものを考えてください！　というかまたレタス抜いてましたねっ！」

「えー、だって俺レタス嫌いだし……」

「ダメですよカナタ先輩っ！　好き嫌いすると立派な大人になれませんよ！」

「おいおいユーリ。お前は俺の嫁よめさんかよ」

「お、おおお、お嫁さんっ!?　い、いきなりなんてこと言うんですかっ！」

　ユーリが貌かおを真っ赤に染め上げた。あやうくトレーが手からすっぽ抜けるところだった。

「べつに。からかっただけだけど……」

　妙なやつだな、とカナタが疑問を抱いだく。

　同時に鼻でふっと笑ったリコにミソラが声をかけ、レクティと一いつ緒しよに三人揃そろってデザートコーナーへと向かって行った。

「ま、栄養バランスは大事だけど。俺はお前らみたいに体を動かさないし。それにユーリだって、さっきからケーキばっか眼がいってるじゃんか」

「違ちがいます。ケーキだけじゃなくて、ほらあそこ。あそこを見てください」

　まるでピクニックでも楽しむかのように、ユーリが無む邪じや気きな笑みを零こぼす。

「チョコレートファウンテンがありますよっ！」

　きらきらと瞳ひとみを輝かがやかせながら、カナタを見てくる。

　やけに興奮した様子だった。

「……なんだよ。それ？」

「えっ!?　知らないんですかっ!?　チョコレートフォンデュをすることができるんですよっ！」

　思わずうっとりとした様子で、ユーリが訴うつたえかける。マシュマロや果くだ物ものを中に入れると、中はふんわり、外はしっとりぱっきりの甘いお菓か子しができ上がるのだ。

「ですから、早くあそこへ行きましょう。チョコレートフォンデュっていうのは、一いつ般ぱん家庭ではなかなかできないものなんですよ」

　溶とけたチョコレートが噴ふん水すいのように湧わき上がる器材を眺ながめ、カナタはにべもなく言う。

「なんだよ。結局、お前もミソラたちと一緒じゃんか」

　すると、ユーリが貌をはうっ！　と歪ゆがめる。

　……し、しまった。意味不明なカナタ先輩の代わりに、わたしだけはしっかりしなければ。

　そうしなければ、ミソラさんたちがカナタ先輩の悪あく影えい響きようを受けてしまう。

　付き合おうとするカナタが声をかける。

「ま、仕方ねーか。……ほら、行こうぜ。チョコレートフォンデュが食べたいんだろ」

「ち、違います！　チョコレートフォンデュなんか食べたくありません！」

　ムキになったユーリが唇くちびるを尖とがらせる。断腸の想い。ある意味、レアルと戦ったときより辛つらい状じよう況きようだ。すぐそこに至福へといざなう甘い食べ物があるというのに。手を伸のばすことができない。

　いけない。わたしがカナタ先輩の分もしっかりしなければ……

「えっ!?　でも、さっきすっげー嬉うれしそうに力説してたじゃんか」

「き、気のせいですっ！　食事は栄養バランスを考えないといけないんですっ！」

「あっそ。ならとっとと席取りに行くぞ」

　と、カナタが着席を促うながすのだが、ユーリはその場を動こうとしない。生き別れの恋こい人びとを見るかのような眼まな差ざしで、例の器材を眺めていた。

　察したカナタが、ひと芝しば居い演じる。

「あーあ、なんだかたまには甘いものが食べたくなったな。誰だれか気を利きかせて取ってきてくんねーかな」

「し、仕方ないですねっ！　そこまで言うなら、わたしが取ってきてあげてもいいですよっ！」

　と、ユーリがもっともらしい理由を付けて出しゆつ陣じんしようとしたときだった。

　いつの間にかミソラたち三人が戻ってきた。

　お皿いっぱいに甘いものを盛り付けて。

「あ、あのさ……ひとつ食べる？」

「ふっ、甘いものは別腹だからな。ちゃんと取ってきてやったぞ」

「あ、あのぅ……カナタさん。わたしの分も召めし上がってください」

　教え子たちを一いち瞥べつし、カナタは困ったようにユーリを見る。

「うぅ……。べ、べつに食べたいなんて言ってません！」

　どうやらユーリの痩やせ我が慢まんは続投決定らしい。







　上じよう機き嫌げんになった少女たちが、テーブルをいきいきと囲む。

「ミソラ。イチゴムースを一口ほしいのだが」

「いいわよ。じゃあリコのブルーベリーケーキと一口交こう換かんね」

「あのぅ……ミソラさん。わたしもイチゴムース頂いていいですか。わたしのマロンを一口あげますから」

「えっ!?　いいのっ!?　マロンってレクティの好きな味じゃないの」

「ここのマロンはなかなか美お味いしいですよ。それに、美お味いしいものはみんなで分かち合うと、もっと美味しくなるんですっ！」

　バイキングのケーキとはいえ、食べられる量には限界がある。女の子同士で、気になったケーキを少しずつ分け合っている。

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンで戦せん闘とう職を志こころざす少女たちも、甘い物の前では普通の女の子に戻もどるのだ。先輩であるユーリも例外ではない。が、先輩である自分はしっかりしなくてはという気負いからか、なかなか女子三人の輪に入れない。

　カナタが横目でさりげなくユーリの様子を窺うかがう。ユーリはまるで意中の人を恋こい敵がたきに奪うばわれ、ハンカチを噛かみ締しめるような様相をしていた。

「なあユーリ」

「……な、なんですか？」

「なんだかふと格言を思い出したんだけど、『おいしいものは、みんなで分かち合った方がおいしい』んだって。お前もミソラたちの輪に入れてもらえば？」

「なっ！　べ、べつに食べたいなんて思ってませんっ！」

　チョコレートフォンデュを食べようとしていたリコの手が止まる。

　耳みみ聡ざとく聞いていたらしい。

「ふっ、やれやれ。仕方ないな」

　そう言って、リコが椅い子すから立ち上がった。彼女の両手には、チョコレートフォンデュが刺ささった長めのフォークが握にぎられている。

　カナタが不敵な笑みを零す。

　んっ、リコが気づいたみたいだな。もしかしてリコから歩み寄るのか。

　リコは手がかからない教え子だ。が、どうも心を開いてくれない節がある。頭脳明めい晰せきで、相手の意図を読む洞どう察さつ力にも長たけているのに、自じ称しよう女神な性格。どこか捻ひねくれているのだ。

　そんなリコが自ら率先して動く。

　たっぷりとチョコレートがかかったマシュマロ。それが刺さったフォークを二本持ってユーリへ近づき、とんとんと肩かたを叩たたいた。

「ここに二個のチョコレートフォンデュがある。一個はわたしが食べる。だが、それでお腹がいっぱいだ。もう一個は誰かに食べてもらう必要がある」

「そ、そんな簡単な手に引っ掛かかるほどわたしは子供じゃないです！」

「ふっ、そうか。ならここは誰かにあげなくてはならない。さて、誰にするべきか」

　横目でさりげなく観察していたカナタが確信する。

　へっ、どうせここは俺を指名して、拒きよ否ひした俺からユーリへ渡わたす作戦なんだろ。もちろん、ユーリが素直になりきれないことを計算に入れた上でな。

　……リコってやっぱ周りが見えてるじゃんか。

「仕方ない。ここはキミにあげることにしよう」

　カナタが断りの言葉を告げようと、口をあけたときのことだ。

　んっ？

　不意にカナタの口こう腔こうに、ふんわりととろけるような甘さが広がる。

「どうだ？　わたしからの『あーん』だ。おいしいだろう」

　……こいつ、どういう狙ねらいだ？

　予想を裏切る行動に、カナタがユーリの様子を観察。すると、

「な、なんてことをっ！　カナタ先せん輩ぱいに『あーん』なんて。わ、わたしもやったことないのに……」

　下した唇くちびるを噛み締め、きっと睨にらみつけるユーリの姿。口の中にフォンデュを突つっ込まれたままカナタが気づく。

　珍めずらしいことに、リコの眼が悪意に満ちた輝きを発していることを。

「ふっ、口うるさい奴やつが食べないと言ったから、キミに『あーん』してやったのだ。なにも問題あるまい」

　まさかユーリがチョコレートフォンデュをほしいことを知った上で、敢あえて俺に食べさせたのかよ。しかも昔俺が使った作戦を逆さか手てに取ってるし。

　そのうえカナタが気づかない、ユーリの恋こい心ごころさえも巧たくみに利用している。

　一度リコとユーリが睨み合う。そのまま一言も会話をすることなく、リコは静かに自分の席へと戻った。

　ふと疑問に思い、カナタがユーリに尋たずねる。

「もしかして、お前も俺にああいうことしたかったの？」

「？　ああいうことってどういうことですか？」

「さっきリコが俺にやったことだけど」

「～～～～っ！　そ、そんなわけないじゃないですかっ！　ああいうのは、子供のすることです！」

　ムキになってユーリが言った。

　……で、でもっ！　本当は──したいんですよカナタ先輩っ！　声には出さず、心に想うユーリ。

「ならべつにいいじゃんか。小さいことでそんなに目くじら立てるなって」

「め、目くじらなんて、立てていません！　カナタ先輩が、誰と『あーん』をしようが、わたしには関係ないことです！」

「なら、なんでそんな怒おこってんだよ？」

「お、怒ってなんかいませんっ！」

「やっぱ怒ってんじゃんか……」

　そんなときだった。

　何の前まえ触ぶれもなく、ウェイターがやってきてレクティにメモを渡す。

　一読したレクティの表情が途と端たんに冴さえなくなった。

　気づいたカナタが尋ねる。

「どうかしたのかレクティ」

「な、なんでもないです……っ！」

　困ったような貌をしながら、レクティはメモを後ろ手に隠かくした。稚ち拙せつだが、じつにレクティらしい隠しよう。

　こりゃなんかあるな。カナタは眼を細めるが、レクティに尋ねたりはしない。そうしたところで、レクティは答えに窮きゆうするだけだろう。

　カナタがミソラへと視線を送る。と、ミソラも気づいているかのように軽く頷うなずいて見せた。

「わりー、俺とミソラは明日あしたの打ち合わせでちょっと外すよ」

　カナタがテキトーなことを言って席を外す。彼はそのまま食堂の近くにあるラウンジへと向かった。







　ミソラと一いつ緒しよに食堂を抜ぬけ出したカナタは、ラウンジのエレベーターに乗り、最上階の展望スペースに向かった。

「食事中にわりーな。小隊長」

「えっ!?　あ、うんうん。ぜんぜん悪くないよ……エ、エ、エイちょるっ！」

　ちん、と小気味のいい音とともに、エレベーターの扉とびらが開く。

　すたすたとフロアへ出るミソラ。だが、カナタの気配がないことに気づき振ふり返る。彼の姿はエレベーターの中にあった。額に手をやり、頭痛の種を抱かかえた貌をしている。

「どうしたの？」

「お前のあだ名のセンス、どうにかなんねーの？　他にないのかよ？」

　言いつつ、カナタもフロアへ足を踏ふみ入れた。

　宿しゆく泊はく施し設せつ自体は七階建ての大きな建物であり、最上階の展望スペースでは、都市施設が放つ人工的な輝かがやきと星空の夜景が一望できる。

　展望スペースには、他に人の姿は見当たらなかった。

「うん。幾いくつか考えてみたけど……エイジ先生、エイジーン、エイジョックス、エイジリアンとか、どれがいい？」

　ミソラが無む邪じや気きな笑顔とともに告げる。

　なんだかこう……自分のセンスに自信を持っている様子だった。

「いや、全部キャンセルで……全部な」

「う、うそっ!?　あ、あたしが全力で考えたあだ名が全部キャンセル……っ!?」

「そもそもエイジっていうのがよくねーんだよ。なんだか妙みようによそよそしくなった感じ」

「そんなこと言ったって、エイジ教官ってさりげなく強いんだもん」

　……さりげなく強い、か。

「ま、俺が強いのは当然のことだけど。でも、それとこれとは別だ。お前の場合は難しく考えすぎ。あと繰くり返すようだけど、エイジ教官って呼び方はパスな」

　なんだか急に距きよ離りができてしまったような気がする。

　教官として、教え子たちとの間に変な壁かべは作りたくはない。

「せっかくだからさ、ファーストネームであだ名を考えてくれよ」

「それは……失礼すぎるからムリ」

「でもさ、お前って基本俺に敬語使わないだろ」

「そ、そっちもこれからあらため……ますっ！」

「いや、そんなにかたっ苦しくしなくても……」

「ううん。あらため……ますっ！」

　ミソラは元気よく微ほほ笑えんだ。

　他の小隊員とは明らかに違ちがう扱あつかい。周りよりもカナタと一いつ緒しよにいる時間が少しだけ多い。

　それをいまは、ちょっぴりうれしく思える。

「じゃあ、また新しいあだ名を考えとくことに……し、しますっ！　それでいいの？　で、ご、ございますかっ？」

「……ああ。ファーストネームで頼たのむぞ。それとだ。お前が本当にやりたいなら敬語でもいいけど、『ございますか』とか妙にへりくだる必要ないぞ」

「～～～～っ！」

　恥はずかしがるミソラに先んじて、カナタが窓まど際ぎわまで歩き、夜景を見下ろす。

　つられるようにして、ミソラもどうにか隣となりに立った。

　と、カナタが無言のままミソラの貌を見つめていた。

「そういやさミソラ。今日の演劇を経へて、なんか気づいたこととかあった？」

「その……リコとユーリさんはなんだかあまり上う手まくいってない感じ……で、でしたっ！」

「そ。最初はお前もリコとあんな感じだったよな。……でもま、ちゃんと手は打ってあるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「それと、レクティのこと……」

　言いつつ、ミソラは言葉を濁にごす。

「わかってるよ。そっちはお前に気にかけてもらっていいか。小隊長として、それになにより仲間として、な」

「……は、はいっ！　それは、あたしの役割よね……で、ですっ！」

「……………………」

「な、なによ……ですかっ!?」

「いや、本当に無理しなくていいからな」

「わ、わかってるわ……で、ですっ！」

「…………。それとさ……」

　気を取り直してカナタが言う。

「お前もよく周りを見るようになったな」

　カナタはぽんっとミソラの頭に手を置き、軽く撫なでる。

　途端に、ミソラの貌が赤くなった。

「どうかしたのか？」

「えっ!?　その……な、なんでもない……ですっ！」

　誤ご魔ま化かすかのようにミソラが言う。

　それから再度エレベーターに乗り、カナタとミソラの二人は揃そろって食堂へ戻もどる。

　二人のさりげない視線の先には、妙にそわそわとして、落ち着きをなくしているレクティの姿があった。







《メルキア》宿泊施設。エントランスロビー。

「ふーん。魔ま甲こう蟲ちゆうの対策協議、ね」

　夕食を終えたカナタの姿は、ロビー脇わきの談話スペースにあった。出入り口が見み渡わたせる壁かべ際ぎわの席だ。

　そこでたまたまクロエと出くわし、対策協議の話を振られた。

　毎年交流学校の最終日に、魔甲蟲に関する対策について《ミストガン》と《メルキア》で合同協議するのだ。そのための資料作成を、クロエはフロンから頼まれているらしい。

「うん。レアルの件で、カナタとユーリの報告書には眼は通したし、それに合わせて、対策協議用の資料も作成してあるけど。なにか議題にあげておくべきことってある？」

「……議題にあげるべきこと、か」

　まさか呪じゆ力りよくのことじゃねーよな。

「これといってねーかな……」

　自然な口調だった。

　普ふ段だんから飄ひよう々ひようとしてるだけあって、嘘うそを吐ついてるかどうかの判断が難しい。

「本当になにも隠してないの？　あの事件以来、ユーリはなんだか妙にカナタに懐なついてるみたいだけど」

「いや、隠してねーよ」

　クロエがじーっとカナタを凝ぎよう視しする。

　だが、カナタの貌に動どう揺ようは見られない。クロエはふと肩かたのチカラを抜き、うーんと上に伸のびをする。

「そう。なら、いいや。なにかみんなで協議しておくべきことがあったり、相談しておきたいことがあったら言ってね」

　真実を聞くことを諦あきらめたクロエは、ポケットから腕わん章しようを二つ取り出し、カナタへ渡わたそうとする。盾たての紋もん章しようが刻まれた緑色の腕章だ。

「それとこれ。交流学校の警備スタッフの腕章だよ。交流学校二日目に必要だって昨日頼まれたもの。……教え子さんたちに警備スタッフをやらせるの？」

「ま、二人だけな」

「なら念のため伝えておくね。結構悪質な窃せつ盗とう団が出しゆつ没ぼつしてるらしいから、気をつけておいた方がいいよ。交流学校でトラブルが多いのは例年のことだけど」

「うん。サンキュ」

　カナタがこくりと頷く。

「そういやさクロエ。お前、初めて収束魔砲ストライクブラスター覚えたとき……使うの怖こわかったか？」

「うーん。どうだったかな。最初はうれしかったかな。これでわたしも一人前の空士として戦えるって思ったし……」

　クロエが唇くちびるに指を当てるようにして考え込む。

「でも、そのあとは……怖かったよ。自分のチカラが強力すぎるって躊躇ためらうこともあったかな。それでもね、いざというときやらずに後こう悔かいすることだけはしたくなかったから。強いチカラは使い方を誤れば、誰だれかを傷つけるかもしれない。けれど、そのチカラが存在する意味を探れば、自分の想いを貫つらぬき通して──人々を護まもることができるチカラになると思ったから。だから、わたしはいざというとき容よう赦しやなく砲ほう撃げきを放てる。もうぜんぜん怖くないよ」

「チカラが存在する意味、ね」

　耳が痛い話だ。

　カナタが困ったように後頭部をぽりぽり掻かく。

　レクティのことを考えてたら、自分のことまで指し摘てきされちまったな。俺もまだまだ学ぶべきことが多いか。

　この身に宿る呪力。そして魔ま力りよくと呪力の合力──《崩ほう力りよく》

　そのチカラが自分の身に宿る意味を、カナタはまだ見み出いだせていない。人々を護るために使うという方針は揺ゆるがない。だが、正体不明のチカラに依い存ぞんするわけにはいかない。

　カナタの経験上、戦技を発動できないのは、大たい抵ていの場合心に問題がある。

　レクティの場合も、『心の壁』が原因だろう。

　克こく服ふくできるかどうかは本人の気持ち次第だ。最初はそれとなく失敗した場面に気づかせ、自らの欠点を直視するきっかけを与あたえる。次に些さ細さいな成功体験を積み重ねさせて、自信を構築させる。そして実じつ践せんしてみて、結果を試す。

　いくらカナタが克服するきっかけを与えても、実際に試合に出て戦技を扱うまで結果が分からない。交流戦前に克服するのではなく、あくまできっかけだけ。実際克服したかどうかがわかるのは、交流戦中だ。

　レクティ・アイゼナッハは優しい。それもすこぶる優しい。その優しさを齎もたらす慈じ愛あいの心が、彼女の剣を鈍にぶらせる。強力すぎるアイゼナッハ流魔双剣戦技を、無意識に抑おさえ込んでいるのだろう。

　そのあとクロエと適当に雑談していると、硬かたい表情を浮うかべたレクティがロビーを出て、外に向かっていくのが見えた。

　近くにミソラの姿は……見当たらなかった。

　気づいたクロエがつぶやく。

「あれって……？」

「さてと。んじゃ、ちょっと夜の散歩に行ってくるかな」

　レクティの様子がおかしいから、まさかと思って出入り口を見張っていたんだけどな……カナタはそれとなくレクティを尾び行こうした。







《メルキア》の第三訓練グラウンド。夜の濁にごった空気を、月明かりと夜間照明設備が照らし出す。広大なグラウンドにはただ一人眼を閉じて直立するブレアの姿があった。

　その瞼まぶたがゆっくりと開かれる。

　視界にはこちらへ近づいてくる一人の人物の姿があった。

「……よく来たな。レクティ」

　眼前には、緊きん張ちようした面おも持もちのレクティがいた。

　夕食中に渡されたメモ。そこには、時間と場所が簡潔に書いてあった。誰が呼び出したかはすぐにわかった。指定された場所は《メルキア》の第三訓練グラウンド。そんな場所を指定する人物は、一人しか思い浮かばない。

　意を決して宿しゆく泊はく施し設せつを抜ぬけ出した。相部屋のミソラには、少し散歩に行ってくると嘘を吐ついた。胸が少しぎゅっとなった。

　呼び出しの内容は、控ひかえめに見ても好意的なものではないだろう。

　道すがら、レクティは察しをつけていた。

　ブレアから恨うらまれていることは否定しようもない。だがレクティにとって、ブレアとは厳きびしさの中に優しさを秘めた、親友だ。ゆえに嫌きらわれていると知りながら……なけなしの勇気を振ふり絞しぼってここに来た。

「あのぅ……ブレアさん。アリアさんは……わたしを庇かばって怪け我がをしたアリアさんは、あのあとどうなったんですか？」

「まだリハビリ中だ。《オエキス》のチンピラ如ごときの戦技を相そう殺さいできない、どこかの落ちこぼれのせいでな」

「……わ、わたしっ！　その件でブレアさんにどうしても伝えたいことがあって……」

「私もそなたに伝えたかったことがある」

　月明かりと照明に照らし出されるブレアの美しい銀色の髪かみ。憧どう憬けいの対象であり、落ちこぼれのレクティを支えてくれた恩人でもある。

　だが、いまは──

「そなたのお陰かげで、アリアと私の人生の歯車が狂くるってしまった。一度狂った歯車というのは元に戻すのが大変なものだ。だからこそ、こうしてそなたに会うことができて、うれしく思う」

「……ブレアさん？」

「なにを呆ほうけた貌をしている。私はそなたに復ふく讐しゆうすると申しておるのだぞっ！」

　言って、ブレアが虚こ空くうから魔双剣を取り出す。

　そして──容赦なく斬きりかかってきた。

　咄とつ嗟さに後方へ跳ちよう躍やく。レクティが間合いを取る。

「ま、待ってください……っ!?」

「言っただろう。アリアの復讐だと！　そなたのお陰で、アリアは一度破門されかけた。将来を有望視されたあの子が破門に脅おびえるさまなど、私は見たくなかったのだっ！　アリアの人生に汚お点てんを作ったそなたのことを、私はアリアの姉として絶対に赦ゆるさんっ！」

　武人の如き険しい双そう眸ぼうが、レクティを見み据すえる。

「鉄の掟おきては覚えているな」

　それは弱肉強食の掟。弱者は強者に絶対服従というルールだ。

　アイゼナッハ流はチカラこそ全て。

　チカラなきものが全てにおいて淘とう汰たされる。

「この戦い。私が勝ったら、そなたの魔双剣を返上してもらう。二度とそなたにアイゼナッハ流を使わせんっ！」

「な、なぜそんなことを……っ!?」

「未だ満足に魔双剣を振るえんアリアへの償つぐないをさせるためだ」

　以前のような関係に──友達になりたい。

　アリアだけでなく、ブレアとも。

　そんな想いを胸に抱いだきながらも、レクティは言葉にする勇気がなかった。

「何か望みがあるのなら、そなたが私より強いことを証明して見せろ。そうすれば私はそなたの望みをなんでも叶かなえてやる」

　恨まれているのはわかっていたことだ。

　だが、ぶつけられる敵意は心に堪こたえた。堪えないわけがないのだ。

　レクティにとって、ブレアとはそれほどまでに大事な──

「……ブレアさん」

　レクティが何かを伝えるより先に、ブレアが迫せまりくる。唖あ然ぜんとするレクティの眼前には、瞬またたく間まに迫るブレアの姿が広がった。

　条件反射で、レクティは魔双剣を展開。考えるより先に、体に叩たたき込まれた洗練された魔双剣術が同じ流派の刃やいばから身を護った。

　左右から次々と襲おそいかかる連撃。

　剣勢に圧あつ倒とうされ、レクティはじりじりと後退させられる。

　だが、僅わずかな隙すきを突ついて一気に跳躍。間合いを取った。

「ほう。剣速だけは健在か」

「あ、あのっ！　わ、わたしは戦いに来たんじゃ……」

　言いつつも、レクティは八双の構えを取らざるを得ない。

　相手を正眼に捉とらえる。

　ブレアがこちらを見ている。

　睨にらみ据すえている。

　獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうのように、本能的恐きよう怖ふを与える瞳ひとみで。

　背筋がぞくぞくし、肌はだがざわつく感覚。

　人間が放つ憎ぞう悪おと悪意と迫はく力りよくを前に、レクティの体が委縮する。

「ほざけっ！　そなたの言葉など聞く耳もたんっ！」

　アイゼナッハ流はチカラこそ全て。

　そこで育ってきたブレアに想いを伝えるには、まず屈くつ服ぷくさせなければならない。

　自分の想いを伝えるには、戦って勝つしかない。

　次にブレアがどう動くか。レクティは知っていた。

　──来るっ！

　ブレアの魔双剣に刻み込まれたルーン文字が白色の輝かがやきを発した。




　アイゼナッハ流魔双剣戦技──飛ひ炎えん衝しよう天てん撃げき




　地を這はう燕つばめの如きフォームで迫るブレアが、灼しやく熱ねつを纏まとう魔双剣による突き技で一点突とつ破ぱを図はかろうとする。

　直ちよく撃げきしたら絶命する。生命の危機を直感したレクティも慌あわてて応じる。

　出ろ。出ろ。必死に念じる。

　そうしなければ、自分の身が滅ほろびるのだ。レクティの魔双剣に刻まれたルーン文字が黄金色の輝きを発する。




　アイゼナッハ流魔双剣戦技──飛炎衝天撃




　四よ振ふりの魔ま剣けんに凝ぎよう縮しゆくされたエネルギーが、同時に炸さく裂れつし合う瞬しゆん間かん。レクティの魔双剣から突とつ如じよとして炎ほのおが消えた。大気を揺るがす爆ばく発はつと、地を焦こがす熱風が周囲を包み込む。

　そして、瞬く間に勝敗は決した。

　両手に握にぎっていたはずの魔双剣を弾はじき飛ばされ、吹ふき飛ばされた少女はただひとり。無防備な姿を晒さらしているのは、レクティのほうだった。

「弱いな。弱すぎる……」

　爆ばく煙えんが晴れ、爆ばく心しん地ちで仁に王おう立ちするブレアの姿があった。地面へ飛び散り、未だ燻くすぶる炎が、彼女の凶きよう相そうを照らし出す。

「な、なんで……っ！」

　思わず表情が崩くずれ、愕がく然ぜんとしたレクティ。彼女はチカラなくその場に倒たおれ、身動き一つできずにいた。

「ミソラさんたちと一いつ緒しよに強くなったはずなのに……」

　うつ伏ぶせに地に伏したまま、レクティは唇くちびるだけを動かす。

「ふざけるなっ！　強さとは孤こ高こうのチカラだっ！　落ちこぼれ同士群れるだけのそなたに身につけることなどできんっ！」

　そんなレクティを上から見下ろし、ブレアはレクティの眼前へ刃を突きつける。

「敗北を認め、魔双剣を捨てろっ！　そうすれば、もうアリアのような犠ぎ牲せい者しやを出さなくて済む。それにアリアへの罪つみ滅ほろぼしになる。アリアはそなたのせいでアイゼナッハから追放されかけたのだぞ！」

　打ちひしがれながら、レクティは違い和わ感かんを覚えた。ブレアの口調に違ちがう感情が入っている気がしたのだ。

　敢あえてたとえるなら、虚きよ無む感かんとでもいうのだろうか。

　レクティは貌かおを上げて、ブレアを見やる。

　積年の恨うらみを果たそうというのに、ブレアの双眸は淀よどんでいた。

　寂せき寥りよう感に苛さいなまれているような、空くう虚きよな表情を覗のぞかせていた。

「私は絶対にそなたを赦さんっ！　これで……終わりだ」

　憎にくしみに身を任せたブレアが、レクティに復讐を果たそうとしたとき。

　第三者の声が闇やみ夜よに響ひびく。

「それぐらいにしておいてくれよ」

　ブレアが振り向くと、暗がりの中から近づいてくる人ひと影かげがあった。

「あんま派手にやると、レクティが怪我するじゃんか」

「……カ、カナタさんっ!?」

　レクティの眼に、飄ひよう々ひようと声をかけてきたカナタの姿が映る。態度こそ普ふ段だんのものだが、その漆しつ黒こくの双眸はブレアと負けないくらいの険しさを帯びていた。

　静せい謐ひつな響きを孕はらんだ声で、カナタが言い放つ。

「今日はこれまでだ、ブレア」

「……馴なれ馴なれしく名前で呼ぶなっ！」

　不ふ愉ゆ快かいそうにブレアがカナタを一いつ喝かつ。そのあと、切ない貌を垣かい間ま見みせた。

　まるで恨みを果たすことに嫌いや気けがさしたような貌だ。

「ふんっ！　興がそがれたな。今日のところはこの辺で勘かん弁べんしてやろう。だが、レクティ。明後日あさつての交流戦は覚かく悟ごしてくるがいい。交流戦に勝ちさえすれば、私は問答無用でそなたの魔双剣を奪うばい取るぞ！」

　踵きびすを返し、ブレアは潔いさぎよく身を退ひいていく。

　もう少しごねるかと思ったが、意外とあっさりとした引き際ぎわだ。

　案外ブレアって、わりー奴やつじゃねーのかもな。

　それから地に倒れ伏したままのレクティに声をかける。

「んじゃレクティ、俺らも帰るぞ」

「……ごめんなさい。わたしのせいで全てを狂わせてしまって。そ、それでも、わたしは──」

「……レクティ？」

　様子がおかしいレクティの手を掴つかみ、立ち上がらせ、帰き途とにつく。帰りの道中、レクティはなにも語ろうとせず、カナタはなにも尋たずねようとしなかった。

　尋ねたところで、答えられる状態ではないと思ったから。







　気にかけていたつもりなのに、気づけなかった……

　激しい自責の念に駆かられながら、ミソラは宿しゆく泊はく施し設せつの近場を探し回った。散歩に行くと言ったきり、レクティが帰ってこなかったからだ。

　レクティの行動には、眼を光らせていた。夕食を口にしたあと、レクティの部屋へ貌を出した。部屋で暇ひまを持て余あましていたと適当な口実とともに。

　そしていつものように、レクティはお茶を汲くんで来てくれた。だが、いま思い返せば、平気な振ふりをしていたのだろう。そうでなければ、説明がつかない。ちっともレクティが部屋に帰ってこないことの。

　慌てたミソラはリコ、ユーリの部屋を訪問。事情を説明し、レクティがいないか尋ねた。カナタの部屋も訪問したが、生あい憎にくと不在。近場も捜そう索さくしたが見つからない。仕方なくミソラは宿泊施設のロビーへ戻もどる。

　もしレクティになにかあったら……あたしのせいだ。ロビーでミソラが頭を抱かかえ込む。

「よっ。お前こんなとこでなにしてんの？」

　カナタの声。ミソラが勢いよく頭を上げる。

　もしかして……この教官ならなんとかなるかもしれない。

「あ、あのっ！　じ、じつは……っ！」

　言いかけたミソラの眼に入ったのは、レクティの姿。彼女はカナタの隣となりでしょんぼりとしていた。

「レ、レクティっ!?　どこ行ってたのよ……っ!?」

　ミソラが心配して声をかける。すると、レクティは無言のまま俯うつむいた。目元を擦こするようにして手を寄せ、しゃくりあげ泣き出す。

「えっ!?　なんでレクティが泣き出すのよっ!?　……ひょっとしてなにかやったのっ!?」

「なんもやってねーよ。ただ、なんかあったことは確かだけどな」

「なんかあったって……」

　驚おどろきのあまり、敬語を使うことすら忘れるミソラ。

　彼女はレクティを見やり、声をかけることを躊ちゆう躇ちよした。

　レクティの表情は酷ひどく沈しずみ、憔しよう悴すいしていた。

　まるで深く心を抉えぐられたときのような。

　精神的傷跡トラウマを無理矢理掘ほり起こされたような。

　絶望のどん底につき落とされた様子だった。

「なあミソラ。いまレクティは元気がねーんだよ。夜ももう遅おそいし、まさか俺の部屋に泊とめるわけにもいかねー。レクティのことを任せていいか？」

「それはいいけど……」

　生気に欠けたレクティの手を掴み、

「ほらレクティ。行こ」

　ミソラが付き添そい、レクティは部屋へと戻る。この日レクティは全く言葉を発しなかった。

　そして翌朝。レクティは部屋に引きこもり、仲間と貌を合わせようとしなくなった。






　第三章　優しさというチカラ







　交流学校二日目。《メルキア》宿しゆく泊はく施し設せつの食堂。

「昨日の夜になにかあったことは間ま違ちがいないんだけど、レクティの様子がおかしくてね。ご飯食べたくないって言って部屋から出たがらなくて……」

　朝食を摂とりながら、ミソラがリコとユーリに説明する。レクティとはドア越ごしに会話したためか、理由を上う手まく訊きき出せなかった。

「ふーん、レクティはまだ元気取り戻せてねーんだ」

　どこからともなくカナタがやってくる。

　食事をのせたトレーをテーブルに置き、席に着いた。

「ねえ。レクティは昨日の晩どこに……い、いたんですかっ？」

　慣れないミソラの敬語発言に、人知れずリコが眉まゆを顰ひそめた。

「さーな。レクティはなんて言ってたんだよ。言いたくないって言ってるんじゃねーの？」

　カナタの言葉に、ミソラも押し黙だまる。

「なら、俺が言えるわけねーだろ」

「ですがカナタ先せん輩ぱいっ！　レクティさんが引きこもったままなんですよっ！」

　心配なのは、ユーリも同じらしい。

「ふっ、引きこもりか。最高の職業だな」

　悟さとったかのようにリコが澄すまし貌がおで告げる。

「世せ俗ぞくの穢けがれに交わることなく、自分の世界を生み出す崇すう高こうな職業だ。かったるい訓練などしなくていいしな」

　あまりの問題発言に度ど肝ぎもを抜ぬかれたユーリが、呆あきれ口調で咎とがめる。

「……リコさん、もう少し立派なことを言いましょうよ」

「ふむ、正直な感想を言っただけだが」

「以前から思っていたんですが、リコさんには空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生としての自覚が足りません。仲間のことが心配じゃないんですか？」

「引きこもりが好きというのと、仲間が心配というのはべつの問題だろう。それにわたしはレクティのことを心配してないとは言っていないぞ」

「引きこもり、ね」

　カナタがつぶやく。

　昨夜、レクティのアイゼナッハ流魔ま双そう剣けん戦技は不発だった。

　ブレアとの一件で、レクティの『心の壁かべ』がどう変化するか。その経過を慎しん重ちように見守らなくてはならない。併あわせて私見だが、レクティが戦技を発動させるためには、己のみを護まもることでは不ふ充じゆう分ぶんなのだ。

　昨日の演劇の際は、ミソラを庇かばう為ために戦技を発動しようとした。失敗に終わったが、レクティらしさが溢あふれていた。

　レクティが戦技を発動できるとしたら、それはきっと──

　カナタにとってレクティは、放っておけない妹のような存在かもしれない。

「レクティの件は俺がなんとかするよ。ミソラは小隊長として、レクティに付き添そってもらう。いいよなミソラ」

「うん。レクティが元気出せるなら大だい歓かん迎げいっ！　……で、です。カナっち」

「……かたことの敬語はまだ見み逃のがせるけど、カナっちは却きやつ下かな」

「なにやらミソラとキミの間で、変化があったようだな」

　ふむ、とリコが相あい槌づちを打つ。

「キミがいないなら、今日の交流学校は休ませてもらおう。昨日は久しぶりに魔ま銃じゆう戦技を使って疲つかれたしな」

「いや、リコとユーリにはスケジュールがもう組んであるよ。もとからお前ら二人は、ミソラとレクティとは別行動だ。今日は二人仲良く同じイベントに参加する予定になってるしな」

「このわたしが、ユーリと一いつ緒しよにか」

「もう。先輩を呼び捨てにしてはいけないと、何度も言ってるのに……」

　何気に根性のあるリコに、ユーリはほとほと呆れ果てている。

　これまでに判明したことは、リコが一度決めたことは変えない不ふ屈くつの精神の持ち主ということだ。どれだけ注意しても呼び方を変えようとはしない。ユーリとしても『さん』付けを譲ゆずるつもりはないが、リコにもこだわりがあるらしい。

　ユーリは軽くため息を吐ついた。

　自信満々に女神と自じ称しようする、唯ゆい我が独どく尊そんのリコ。そんな彼女のことを、教官であるカナタは『しっかりしてる』と高く評価していた。

　正直、リコという人間がさっぱりわからない。

「それで、わたしとリコさんはなにをすればいいんですか？」

　投げやりに訊くと、リコとユーリの度肝を抜く返事が返ってきた。

「お前ら二人は、今日はベストカップルコンテストに出場してもらう。リコが女性役、ユーリが男装して男性役だからよろしく」

　しれっと問題発言。

「…………っ！」「な……っ！」

「どうだよ。なかなか愉たのしめそうなイベントだろ」

　ユーリがむむむっ！　とカナタを睨にらみつける。

　その点に関してはリコも同じ気持ちだったようで。

　紅茶を啜すすっている最中だったリコは、衝しよう撃げきを受けたかのように激しく咽むせこんでいた。

「くっ、誰だれがユーリと一緒に出場し──」

「まさか女神なリコが出場しないとは言わねーよな。お前の美び貌ぼうならユーリと一緒だって優勝できるだろ」

「な、ならわたしが出場し──」

「おいおい。まさか規律を重んじるユーリが、教官の指示に逆らうわけないよな。それにお前は予科一年生のころ、男装経験あるじゃんか」

　リコとユーリの反論をあらかじめ想定していたかのような、そつのない説得。

　絶句して言い返せないリコとユーリ。

　二人に代わって、ミソラが内心で叫さけんだ。

　う、うわ～っ！　これって悪あく魔まの手て管くだだっ！

　絶対狙ねらってやってるしっっっ！

　二人の性格を把は握あくしたうえで、論理的に反論できないように仕組んだのだ。

「お、横暴だぞキミ。いくらなんでもユーリと一緒とは……っ！」

「お、横暴ですカナタ先輩っ！　女の子に男装させるだなんて！」

　感情的に訴うつたえてくるのも、想定の範はん囲い内。

「うん、横暴だ。でも、教官としての指導の範囲内でもある。学校行事の一いつ環かんに参加させるわけだしな」

　腕うでを組みながら告げ、カナタは開きなおる。

　こうなってしまっては交こう渉しようの余地などない。なにせもとから、エントリーをキャンセルさせるつもりなどなかったのだ。

　カナタは不敵な笑みを浮うかべながら、

「でも、せっかくだから愉しんでこいよ。それと優勝賞品はマロングラッセだ。剥むき栗ぐりを砂さ糖とう漬づけにしたお菓か子しだな。《メルキア》の有名店の物らしいから、ほしかったら自分のものにしていいぞ。コンテストはお昼頃ごろからだから、お前ら二人はそれまで自由行動。でも、コンテスト会場にはちゃんと行くこと。以上」

「「………………」」

　リコとユーリは無言のままパンフレットを受け取ると、トレーを持って席から立ち上がった。自由行動を即そく実行したらしい。あまりにも不満が溜たまったせいで、少しでも早くこの場から立ち去りたかったのだろう。

　へっ、リコとユーリはどんな関係になるか愉しみだな。

　意地の悪いことに、カナタは二人を試している。同時に信じてもいる。

　俺の教え子がいがみ合ったままの関係で終わるわけがない、と。

「さてと、んじゃミソラ。俺はレクティとこに行ってくるから。ミソラはこれをつけてテキトーに歩きまわるのがお仕事。じきにレクティも手伝いに行くと思うから、レクティが行ったらよろしく頼たのむよ。これ警備員の腕わん章しような」

「……う、うん。わかった。……ま、間違った！　──わ、わかたりましたっ！」

「いや、敬語になってねーから」

「はぅんっ！」

　痛いところを突かれるミソラ。

　そのあと、ミソラが警備員の腕章を受け取る。

　あたしはまっとうな役割でよかったとしみじみと思いながら。

　今回ミソラの役回りは、小隊長として、レクティをサポートすることらしい。

「でも、あ、あたしはなにもしなくていいの……っ!?　そのっ！　あたしは小隊長としてもっとやるべきことがあるんじゃ……」

「いや、お前は充じゆう分ぶん役割を果たしているよ。リコとユーリの仲が上手くいってないことを把握してるし、レクティのこともフォローしようとしている。小隊長としては充分及きゆう第だい点だ」

　珍めずらしくカナタに褒ほめられたミソラが眼を丸くして驚おどろいた。







　とんとんとドアが二回ノックされた。

「なあレクティ。ちょっといいか？」

　扉とびら越ごしに聞き慣れた声。

　ベッドの布団に隠かくれるように丸くなっていたレクティが、慌あわてて返事する。

「ダ、ダメです……っ！」

「でもさー、お前が入れてくんないと俺ずっと廊ろう下かで待ってることになるんだけど」

　普ふ段だんと変わらない飄々とした声こわ音ね。

　レクティが少し安あん堵どする。

　扉越しに怒ど鳴なられるようなことになったらどうしよう。そんな心配をしていたから。

　レクティがドアへ向かって歩く。

　大きな声を出したい気分ではないし、扉越しでカナタの声が聞き取りにくかった。

　それになんだかカナタの口調が妙みように困った様子なのだ。

「そ、そのぅ……廊下で待つの辛つらいんですか？」

「まーな。正直、廊下を通る人の視線が気になる。なんだかオートロックで自分の部屋に入れなくなった間抜けな人っていう印象あるし」

　な、なるほど……っ！

　それならレクティも何度か経験したことがある。

　フロントの方にご迷めい惑わくをおかけしてしまうのだ。

「……な、なら、いいです。中に入れてあげます」

　だから、ついついドアを開けてしまった。

　開けてカナタの貌を見て、レクティははっと気づく。

　だが、もうどうしようもない。

「ど、どうぞっ！」

　恥はずかしくなったレクティは、それでもぺこりとお辞じ儀ぎした。

　それから自分の服装に気づいて、さらに慌てふためく。

　施し設せつに備え付けられている、ピンク色のパジャマ姿のままだ。

　カナタさんは制服なのに、し、失礼すぎる……っ！

「あ、あうあうっ！」

　あっさりとドアを開けてしまったことを、今度こそ彼女は後こう悔かいする。

　だが、そんな微ほほ笑えましい光景を目まの当たりにしてカナタは軽く脱だつ力りよくした。

　こういう素直で優しいところって、レクティのいいとこだよな。

「レクティ、今日はまだ身支じ度たくしてないだろ」

「そのぅ……は、はいっ！」

「待ってるからさ。着き替がえて来いよ」

　すぐにレクティは制服を持ってバスルームへと駆かけ込み、着替えて出てきた。

　いつもの制服姿になってこそいたが、カナタがふと気づく。

「髪かみボサボサになってる。ドライヤーどこだよ？」

「あ、あのっ！　じ、自分でやりますから……っ！」

「いいよ。昨日あんなことがあったから、疲れてるんだろ。そこに座れよ」

「で、でもカナタさんのお手を煩わずらわせるなんて……」

「俺に髪を触さわらせたくないの？」

「そ、そんなことないです……っ！」

「ならいいじゃんか」

　遠えん慮りよするレクティを鏡台の前に座らせて、カナタはスプレーとドライヤーで手早く寝ぐせを直す。

　昨晩の件と引きこもりの件。いつ怒おこられるのかと、レクティは戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。

　だが、これといって怒られる兆きざしというやつがない。それどころか、

「食しよく欲よくは？　お腹空すいてる？」

「は、はいっ！　空いてますけど……」

「じゃあ食堂からパンでももらってきてやるよ。それ食べ終わったら、俺と一緒に交流学校のイベントを観に行こうぜ。部屋に閉じこもってるより、ずっと愉しいからさ」

「は、はい……っ!?」

　やたら気き遣づかいされるばかり。

　えっ!?　あのぅ……そのぅ……怒らないんですかっ!?

　戸と惑まどったレクティが内心で尋たずねるが、返事などあるわけがない。

「んっ、もしかして俺と一緒に外歩くの嫌いやか？」

「そ、そういうことじゃなくて。今日はどこにも出歩く気分じゃないんです。で、でも、わたしが言いたいのはそういうことじゃなくてですね……」

「なんだよ。やっぱ俺と一緒に外歩くの嫌なんじゃんか？」

「そ、そうじゃなくて。あ、あのですねカナタさん。そのぅ……わ、わたしは……」

　レクティが再び外出を拒きよ否ひしようとしたときのことだ。

　いきなりお腹がぐーっとなった。気まずそうにレクティが赤面し、カナタがふっと微笑む。

「わかってるよ。パン多めに持ってきてほしいんだろ。じゃあ俺が食堂に行ってる間、大人しく部屋で待ってるんだぞ」

　それだけ言い残して、カナタの姿は部屋の外へと消える。

　言いたいことを上う手まく伝えられなかった。そんな己の未熟さを、レクティはちょっぴり後悔する。

　どんな貌をしてカナタさんと一緒にいればいいんだろう。ブレアさんに完敗したとき、あんなに情けない姿を見せてしまったのに……







《メルキア》宿しゆく泊はく施し設せつ。フロンの部屋。

「特に報告することなし、ね」

　椅い子すに座ったフロンに尋ねられ、クロエは直立したまま答える。一人部屋のため、クロエには座る席がないのだ。

「はい。レアルの件と、先日遭そう遇ぐうした大型の変キ異メ種ラ以外に報告する変キ異メ種ラはありませんけど……」

　報告してから、フロンが気難しげな貌をしていることに気づく。

「……どうかしたんですか？」

「《メルキア》から届いた資料の中に、新種の変キ異メ種ラに関する資料があるのは伝えたわよね」

　明あ日すに迫せまった魔ま甲こう蟲ちゆう対策協議。

《メルキア》が確認した変キ異メ種ラと同どう系けい統とうの個体に《ミストガン》が遭遇していないか。その点について、フロンは確認したかったらしい。

「かなり厄やつ介かいな性質を持った変キ異メ種ラで、今後《ミストガン》としての対策が必要なほど厄介な変キ異メ種ラなのよ」

「どんな性質なんですか？」

「……まだ内ない緒しよよ。あなたであっても簡単に教えるわけにはいかないわ」

　つまり、一切口外できないということだろう。

　それほどまでに厄介な性質らしい。クロエが推察する。最近は知性が高い魔甲蟲が確認されている。魔甲蟲の戦術の幅はばも大きく広がり、今後の戦いはますます厳きびしくなると予想されるはずだ。

　だが、それはフロンとて同じ予想をしていたはずだが……

「情報が不足しててね。それでも、対策を考えないといけない案件なのよ」

　考えが貌に出てしまっていたのだろう。クロエに余計な心配をさせないように、フロンがかぶりを振ふった。

　それから話題を変える。

「そういえば、カナタ・エイジは交流学校でも特務の活動をしてないらしいわね」

「ええ。面めん倒どうくさいそうで。でも、教え子二人に警備員をやらせるそうですよ」

「自分ではやらず、教え子にやらせるのね。まったく……あの男の無軌道っぷりもいい加減にしてほしいものだわ。みんなの規き範はんとなるべき特務小隊ロイヤルガードなのに、もう少しまともに振る舞まうことはできないのかしら」

　ふと思いついたかのようにフロンが尋ねる。

「ねえ、なんであの男はみんなの期待を裏切ったの？」

「じつは……わたしにも詳くわしく話してくれないんです」

「へえ。なにか事情があったのかしらね？　……そういえば裏切る前、任務中に事故に遭あったのは聞いたけど」

「おっしゃる通りです。でも、カナタは怖おじ気けづくような人間じゃありません。任務中に事故に遭ったときも、仲間のために命をかけてがんばってくれました」

　だからこそ、クロエはカナタのことを信しん頼らいしている。

「だから、きっとだいじょうぶです。もちろん、今回の交流戦に関してもですよ」

「べつに勝てるなんて思ってないわよ。ただ惨ざん敗ぱいしてくれなければそれでいいわ」

「ふふっ。それを聞いたら、カナタは『へっ』って不敵に笑いますよ」







　交流学校二日目。午前十時すぎ頃ごろ。

　街中を包み込む雰ふん囲い気きは、学祭が醸かもし出すようなお祭りムードに酷こく似じしていた。

　たとえ沈しずんだ気持ちであっても、思わず高こう揚ようしてしまうような、賑にぎやかな雰囲気だ。

　仲間に合わせる貌がないという、レクティの不安は杞き憂ゆうだったようだ。

　理由は、カナタの方がレクティよりずっと大人だったから。

　レクティの不安を取り去るかのように、普段と同じように接してくれる。

　混雑する人込みと喧けん騒そうに呑のみこまれながら、カナタとレクティは大通りを都市中心部へ向かって歩く。

　これといって目的の場所があるわけではない。

　ただ一いつ緒しよに同じ時を過ごすという行こう為いそのものに意味があるのだ。

　両りよう脇わきにはびっしりと並び立つ屋台。種類は豊富の一言に尽つきる。

　ざっと今まで見かけただけでも、ホットドッグ、ケバブ、チョコバナナ、クレープ、シェイクなどの食品系と、くじ引き、型抜ぬき、星ほし占うらない、ヒヨコなどの定番なものから、衣類、おもちゃ、靴くつ、飾かざり物、アクセサリーなどフリーマーケットさながらのものまでなんでもありだ。

　通りを歩く大勢の人々は、気になった屋台に立ち寄りつつ、高揚した雰囲気を愉たのしんでいる。

「うわー、こりゃはぐれたりしたら合流できそうにねーな」

「す、すごい人込みですね……っ！」

　正直、人に酔よってしまいそうだった。

「ま、イベント自体は今日が本番みたいなもんだからな」

　そんなことを言った途と端たん、カナタがふと思い出す。

「ちょっとだけここで待っててくれるか？」

「いいですけど……」

　一体どうしたんだろう？

　怪け訝げんに思うレクティをよそに、カナタはすたすたと人込みの中に紛まぎれていく。

　すると本当に間もなくカナタが戻もどってきた。

　両手に白い雲のようなお菓か子しを持って。

「こ、これ……わたあめですかっ！」

「そ。レクティが食べたがってただろ」

　カナタが自分の分を一口頬ほお張ばる。空気のような軽さとふんわりした甘みが口くち中じゆうに広がった。だが、レクティはじゅるりと涎よだれを垂らしながらも口をつけない。気を取り直して、申し訳なさそうな上うわ目め遣づかいで告げる。

「あ、あのぅ……お代を」

「いらねーよ。それは俺の奢おごり。買ってやるって約束だっただろ」

「で、ですけど……っ！」

「いいんだよ。貰もらえるもんは貰っとけ。旨うまいぞ」

「そ、そのぅ……い、いただきます」

　ぱくりと一口。おいしいと、レクティは心底思った。

　ただの甘味だけをおいしいと感じるのではない。カナタのさりげない気遣いも含めて、おいしいと感じたのだ。

　敢あえてたとえるなら、優しさの味だろうか。

　恋れん愛あい面における好き嫌きらいはよくわからない。ただカナタはかっこいいと思うし、頼たよりになるし尊敬している。なにより、一緒にいて愉しい。

　そんなことをレクティが考えていると、カナタがこちらを向く。きょとんとしていると、彼はすっと手を差し出してきた。

「ほら、手」

「あ、あのぅ……な、なんの手ですかっ!?」

「人込みだからさ。繋つながないとはぐれちゃうかもしれないだろ」

　中央広場のすぐ近くのせいか、全校集会のような人口密度だ。

「手を……繋ぐんですか」

「うーん、もしかして俺とじゃ嫌か？」

「そ、そうじゃなくて……むしろ、あのぅ……」

　もじもじとスカートの裾すそを握にぎりしめながら、

「わ、わわわ、わたしなんかが……尊敬するカナタさんと手を繋いでいいんですかっ！」

「そういうレクティだから、エスコートしたいんだよ」

「そ、そのぅ……う、うれしいですっ！　すごくすごくうれしいですっ！」

　想いを告げて、そっとカナタの手を握る。

　初めて握ったカナタの手は、とても温かかった。尊敬する教官の手だから、自おのずと興奮してしまったんだろうと思う。でも、それ以上になんだか自然と心臓が高鳴り、レクティは急に恥はずかしくなって俯うつむいた。

「べつにそんな大おお袈げ裟さに喜ばなくてもいいんだけど……」

「ち、違ちがいますっ！　カナタさんはすごいんですっ！」

　特設ステージがある中央広場を通り過ぎながら、カナタに問われる。

「ふーん。そういやさ、俺のどんなとこすごいと思うの？」

「教官さんとして、落ちこぼれだったわたしたちに指導して強くしてくれたところとか、あ、あとそのぅ……」

　俯きながら、ごにょごにょと小さな声を漏もらす。正面切って言い辛づらい言葉だった。

「んっ、いまなんて言ったんだよ？　小さくて聞こえなかったぞ」

　尋たずねられ、あうあうとレクティが唸うなった。

　はうっ！　ど、どうしようっ！　カナタさんがこっち見てますっ！

　言わなくちゃダメなのかな……困ったレクティが思い立つ。

「……や、優しいところですっっっ！」

「ふーん、俺ってそんな風に見えるのかよ。でも、俺ってぜんぜん優しくねーだろ。特訓とかも、かなり厳しめのラインを設定しているつもりなんだけどな」

「で、でもっ！　こうして手を繋いでくれますしっ！　やっぱりカナタさんは優しいです！　それにかっこいいですし！」

「そっか。ま、それだけ言われたら悪い気はしねーかな」

　カナタと並んで歩きながら、レクティはすごく幸せな気分になる。

　小さな歩ほ幅はばでゆっくりと歩くのに合わせてくれている。女の子の歩幅は、男の子のものよりずっと狭せまいのだ。穢けがれのない瞳ひとみで、レクティはカナタの横顔を見る。こちらの視線に気づいて、前まえ髪がみをくしゃくしゃに撫なでてくれた。

　なんだか……お兄ちゃんができたみたいです。手を繋いで歩きながら、レクティはそんなことを思った。
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　中央広場を抜け、《メルキア》郊こう外がいにある噴ふん水すい広場へと出る。

　盛せい大だいに湧わき出る噴水。微び風ふうと交まじり合った清せい涼りような空気が流れてくる。周囲に等とう間かん隔かくで広葉樹が植えられた静かな場所だった。

「あ、あのぅ……こんなことしてていいんですか」

「ん、なにか問題あるのか？」

　二人仲良くベンチに座って休んでいたときのことだった。

　おずおずとレクティが語り出す。

「そ、そのぅ……明日あしたは大事な交流戦があるんじゃ……」

　本当はずっとカナタとゆっくりしていたかった。

　だが、こんなに愉しむ一方で、明日の交流戦のことが頭から離はなれずにもいた。

　なにせ《ミストガン》の代表として、ブレアと戦うのだから。

「うん。でもさ、交流戦なんてどうでもいいじゃんか」

「ど、どうでもよくなんかありません……っ！　だって《ミストガン》の代表小隊のひとつに選ばれたんですよっ！　もし簡単に……負けちゃったりしたら、《ミストガン》のみんなに申し訳ないですっ！」

「やっぱどうでもいいことじゃん。周りからどう思われているかより、大切な仲間をケアするほうがよっぽど大事だよ。たとえ明日の交流戦で惨敗して叩たたかれることになってもだ。それに、レクティに元気がなかったらどのみち明日は勝てねーしな」

「………………」

「なあレクティ。昨日はブレアと色々大変だったのは知ってる。レクティとブレアの関係は正直さっぱりわかんないけど。でも、今日の小隊活動をするうえで、どうしても訊いておきたいことがある」

　しっかりとレクティの眼を見み据すえる。

「お前は明日の交流戦をどうしたい？　出たいか、出たくないか。勝ちたいか、勝ちたくないか。どうしたい？」

　部屋に籠こもっていた自分が情けない。そうレクティは思いつつ、

「わ、わたしは…………そのぅ……ブレアさんに想いを伝えたいんです」

　昨晩の戦せん闘とうを振ふり返りながら、事情を掻い摘つまんでカナタに告げる。

「あのぅ……アイゼナッハ流には『チカラこそ全て』という鉄の掟おきてがあります。簡単に言うと、チカラが強い者が偉えらいというルールなんです。アイゼナッハ流の修行時代、わたしはブレアさんとその妹さんにそのぅ……とても酷ひどいことをしてしまいました。すごく……本当にすごく恨うらまれていると思います。それでも、あのぅ、わ、わたしは……」

　胸がぎゅっと痛くなる。

　これから口にすることは、ブレアにしたら傍はた迷めい惑わくな話だ。

　だが、レクティは本当の気持ちを口にせずにはいられない。

「わたしはブレアさんとまた友達になりたいんです……っ！」

　カナタの口の端が思わずつり上がる。

　昨日あれだけのことをされながら、ブレアとまた友達になりてーのか。へっ、なんだか面白そうなこと考えてるじゃんか。

「ブレアさんと友達になるには、認めてもらわなくちゃいけません。認めてもらうっていうのは、全力勝負をして勝つっていうことです。だからそのぅ……わたしはそのぅ……ブレアさんに、ですねっ！　あ、あのぅ……え、偉そうなこと言うようなんですが、そのぅ……」

　上うわ擦ずった声で、しどろもどろになりながらレクティが宣言する。

「か、勝ちたいんです……っ！　明日の交流戦で、ブレアさんに全力勝負で……っ！」

　ブレアと友達になりたい。そのために交流戦で勝利したい。

「……で、でも。勝てないですよね、わたしじゃ……」

　昨晩大敗を喫きつし、部屋に引きこもっていたのも事実。

　明確な実力の差が、レクティの希望を握り潰つぶそうとする。

　だが、この教官が何もせずに現実に屈くつするわけがない。

「いいよ。お前が勝ちたいって言うなら、最高の状態のお前がブレアと戦うことができる最高の舞ぶ台たいを用意してやるよ」

「えっ!?　カナタさん……っ！」

「じゃあ。今日の交流学校スタートだな。ほら、これやるから」

　困こん惑わくするレクティに、すっと警備員の腕わん章しようをカナタが差し出す。

「あのぅ……これなんですか」

「警備員の腕章」

「そ、そういうことを訊きいてるんじゃなくてですねっ！」

　この警備に一体どういう意味があるんですか？

　レクティの意図を汲くみ取ったかのように、カナタが告げる。

「それつけて街中歩き回ってこいよ。こういうお祭まつり騒さわぎになると悪いこと考えるやつも多いからな。気をつけるんだぞ。悪質な窃せつ盗とう団も出てるっていう話だし」

「あ、あのぅ……カナタさん。わたしはなにをどうすればいいんですか？」

「さーな。でも、ヒントをやるよ。優しいこと。相手を思いやることは大事だけど、ただ優しいだけじゃ強くなれない」

　内心でカナタがレクティに問いかける。

　いまのお前の優しさは弱さに繋がってる。自分の想いを貫つらぬくチカラに繋がっていない。お前のアイゼナッハ流魔ま双そう剣けん戦技はなんのために存在してる？　チカラを持つ意味。お前が過か酷こくを極きわめるアイゼナッハの修行に耐たえて、アイゼナッハ流魔双剣術を身につけたのはなんのためだ？

「困っている人を救うこと。言い換かえれば、立場の弱い人を護まもるためにチカラを振るうのが警備員の役割だ。空戦魔導士と似たようなもんだな」

「………………」

「なあレクティ。昨日の演劇のときさ。リコの魔ま銃じゆう戦技がミソラに向かって放たれたとき、レクティは庇かばおうとしたよな。なんでミソラのことを庇おうとしたんだ？」

「そ、そのぅ……護りたかったからだと思います」

　俯きながら、レクティがもじもじ言う。

「実際体を動かしたときは、あまり深く考えてませんでしたけど。そ、そのぅ……わ、わたしは人々を護りたくて、空戦魔導士を目指してますから……っ！」

「うん。知ってるよ。レクティの志望動機には俺も眼を通してた。お前は人々を護るために、アイゼナッハ流魔双剣術を役立てたいから《ミストガン》に入学したんだろ。……じゃあ、なんでお前が戦技を使えないと思う？　リコの魔銃戦技を相そう殺さいするときも、ブレアの魔双剣戦技を相殺するときも、お前は戦技を発動できてなかった」

「き、気づいていたんですか……っ!?」

「まーな」

「あ、あのぅ……カナタさん？」

　恐きよう縮しゆくしながら、レクティが言う。

「自分でも、なんで発動できないのかわからないんです……」

　しょんぼりした八の字眉まゆ。

　まるで捨て犬のような情けない貌をしていた。

「大たい抵ていの場合は、アイゼナッハ流魔双剣術でどうにか対処できるんですけど。最近はそれでもチカラ不足を感じることがあって。アイゼナッハ流の修行時代から……ずっとこうなんです。あがり症のせいかなって考えていたんですけど……克こく服ふくしても結局できなくて。あのぅ……わ、わたし、本当に強くなれているんでしょうかっ？」

「なあレクティ。強さってなんだろうな？」

『強さ』とは何か？　──その完全な答えを人々はまだ知らない。

　身体的強さ。技術的強さ。精神的強さ。

　肉体を鍛きたえ上げること。技を磨みがきあげること。何事にも屈しない心を持つこと。

　我が慢まんを極めること。なにかに耐えて強くなることだって『強さ』の一種だ。

　だが、敢あえてカナタが『強さ』の中から一つを選び出すなら、心の強さを挙げるだろう。

　どんな強者にも本質的に屈することのない、不ふ羈きの精神。自分のあるがままを受け入れ、何事にも束そく縛ばくされない自由な心。

　それさえあれば、どんな窮きゆう地ちにあっても、強くいられる。

　たとえ身体的な強者の前に屈しようと、心だけは真に屈くつ服ぷくすることはない。

　──心の強さ。

　それは生まれつき体格が異なる人間において、唯ゆい一いつ誰だれしもが辿たどり着ける到とう達たつ点。

　優しさという強さと弱さの狭はざ間まで、もがき苦しむ少女をカナタは導いてやりたかった。

「単純な戦闘ならミソラより、お前の方が強い。でも──」

　カナタが自分の胸のあたりをとんっと手でつく。

「──ここの強さならミソラはお前よりずっと強いよ」

「……………………」

　自分の胸に手を押しあてながら、レクティは思う。

　……その通りだ。

「じゃあ、そういうことだ。頑がん張ばってこいよ」

　レクティの肩かたをぽんっと優しく叩き、カナタは自信満々に送り出した。







　ベストカップルコンテスト。控ひかえ室しつ前通路。

　入口の前で、いまかいまかとリコを待ち構えるユーリの姿があった。

　パンフレットによると、ベストカップルコンテストは一次審しん査さ、二次審査の二段階制らしい。一次審査は容姿を、二次審査では親密度を審査されるとのことだ。

　もうそろそろ一次審査が始まるというぎりぎりの時間。そんなときに、リコが悠ゆう々ゆうと姿を現した。

「リコさん、待ってましたよ。時間ぎりぎりです。さあ、一次審査に行きましょう」

「誰だれだキミは？」

　リコが怪け訝げんな表情で、着替え済みのユーリを見た。

　ボディーラインを隠かくすために、白いワイシャツの上から着込む黒いベスト。ズボンも同じく黒色。普ふ段だんは紺こん色いろの髪かみを金色に染め上げている。

　おそらく胸は、さらしかなにかで押さえつけているのだろう。

　まるで少女漫画に出てくる執事のような格好。シックな服装が、よりユーリの華はなやかなオーラを際きわ立だたせている。

「誰って……わたしです。ユーリですよ。からかってるんですか？」

　本来ならベストカップルコンテストに、女性二人の出場など認められていない。だが、これなら気づかれないだろう。

　それどころか優勝する可能性も充じゆう分ぶんにある。

　リコは思わず笑みを零こぼした。

「ふっ、この勝負案外勝てるかもな」

「……どうしてそんなにやる気を出したんですか？」

「……優勝賞品のマロングラッセが急にほしくなった」

「マロングラッセですか？　たしかに甘いお菓か子しは、わたしも大好きですけど」

　怪訝な貌をするユーリを置いて、リコはとっとと控室へと入る。

　中では、参加予定の二十数組のカップルが雑多に入り混じっていた。

　そして参加者たちは、女神の生き写しのようなリコの姿を目もく撃げきする。

　途と端たんに部屋中から羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられた。

「あのリコさん。勝つか負けるかは後回しにしませんか？　わたしはもっとリコさんと仲良くなりたいんです。折角だから、このイベントを少しでも愉たのしんで──」

　慌あわてて追いかけたユーリが告げる。おそらく彼女なりに、カナタの意図を必死に考えてきたのだろう。

　だが、リコは……

「いや、勝敗優先だ。愉しんだところで、負けてしまえば意味がなくなる」

　そう言い残し、パーティーションで区切られたスペースで着き替がえ始めた。










　ベストカップルコンテスト控室前の通路。

　一次審査が終しゆう了りようしてカナタがやってきた頃ころには、もう結果が出てしまっていた。

「へー、一次審査は通ったか。やるじゃんか」

「わたしを誰だと思ってる」

　白いワンピースにつばの広い帽ぼう子し。それとコントラストをなす、手入れの行き届いた美しい黒くろ髪かみと、怜れい悧りな輝かがやきを放つ黒曜石の瞳ひとみ。

　周囲の眼を魅ひく美び貌ぼうの中に、薄はつ幸こうの美少女のような儚はかなさを含ふくむ演出だ。

　そしてリコの狙ねらいが的中し、一次審査では絶賛の嵐あらしだった。

「似合ってるぞ。リコ」

「ふっ、それほどでもあるぞ」

　後ろ髪がみをさっと掻かきあげながら、リコが言う。

「キミがここにいるということは、レクティはどうにかなる見込みがついたようだな」

「まーな。あとはレクティの頑張り次第だよ」

　と、カナタはユーリがむすっとしているのに気づく。

「なんだよユーリ。不ふ機き嫌げんそうな顔して」

「べ、べつに不機嫌ってほどでもないです……っ！」

　じつはカナタに男装を誉ほめてもらえなくて、不満だったのだ。

　うぅ、リコさんばっかりいいな……

　親しげなカナタとリコの姿を目撃して、ユーリがむっと押し黙だまる。浅はかな考えが浮かび、嫉しつ妬としてしまった。

　そんな不機嫌そうなユーリの表情をカナタは目撃し、不敵な笑みを零こぼす。

「お前らが出場するのは、ベストカップルコンテストなんだぜ。相あい性しようの良さを競い合うもんだ。だから優勝するには、仲良くならないとな」

　嫉妬の気持ちを勘かん違ちがいされ、ユーリはますます黙りこむ。

　リコが訳知り貌がおで口を開く。

「そんなことだろうと思った。だが、わたしはこの女は苦手だ。生き真ま面じ目めすぎる」

　ガビーンとユーリが衝しよう撃げきを受けた貌をする。

「大だい丈じよう夫ぶだよリコ。ユーリが生真面目すぎるのは、いまに始まったことじゃねーから」

「カナタ先せん輩ぱいまで……。すぎるってなんですかっ！　生真面目すぎるって!?」

「えー、でもお前って俺の言うことにいちいち口出しするじゃん」

「それは、カナタ先輩のやることが意味不明だからですっ！」

　びしっと言い放ち。どこか拗すねたようにユーリは両手の指先をつんつんして、

「それにさっからカナタ先輩はリコさんばっかり誉めて、わたしのことは一度も誉めてくれてないし……」

「んっ、言わなかったか？」

　カナタが面と向かって言う。

「お前は男装してても充分かわいいよ。ユーリ」

「なっ！　い、いきなりなんてこと言うんですかっ！」

「だって言えって言ったのはお前じゃんか……」

「そ、それはそうですけど……も、物事には、タ、タイミングというものがありますっ！」

　照れ隠しに反論し、頬ほおを赤く染め上げたユーリ。

　彼女は俯うつむきがちに、ぼそりとつぶやく。

「……カナタ先輩のばか」

　こほん。ラブコメを演じ始めたユーリの前で、リコが咳せき払ばらいをした。

「ふむ、二人でいちゃつくのはけっこうだが──」

「い、いちゃついてなんかいませんっ！」

　ふっ、とリコが鼻で笑い、控室の中へと戻もどっていく。

　本当はリコ自身、カナタにもっと自分のほうを見てもらいたかったのだ。

　しかし、カナタがユーリに気を引かれたため、拗すねてしまったらしい。

　カナタと二人っきりになったユーリも、若じやつ干かん気落ちした様子で、珍めずらしく悩なやみ事の相談をした。

「あのカナタ先輩、わたし、リコさんのことがまだよくわからないんです。何か考えがあって行動しているみたいなんですが、どうも理解が追い付かなくて」

「理解が追い付かない、ね。……お前は肩のチカラを抜ぬくのが苦手そうだもんな」

　演劇のときとは、別のアドバイスが必要らしい。

　わざわざ相談してきたということは、カナタの言葉を信用しているのだろう。

　カナタは演劇のとき、『リコはしっかりしてる』と教えていた。

　だが、ユーリにはそう映らない。むしろ、仲間である自分を小こ馬ば鹿かにした感さえ覚える。

　それでも、粘ねばり強くリコを理解しようとしていた。

　同じ小隊の仲間。しかも、カナタ先輩の教え子同士なのだからと……

「そういやさ、優勝賞品はマロングラッセだろ。ユーリは甘いもの嫌きらいじゃないんだから、それの獲かく得とくを目指して頑張ればいいじゃんか」

「ええ。リコさんもマロングラッセはほしいと言って優勝に固こ執しつしているんです。でも、わたしは優勝するよりもお互たがいが仲良くなることを優先したいんです。そのことで困っていて。同じ小隊の仲間同士が、正面切って対立するわけにもいきませんし……」

「べつにさ、無理に仲良くならなくたっていいんだよ。お互いがどんな奴やつか知っておくこと。それが重要なんじゃんか。お前は遠えん慮りよしているようだけど、喧けん嘩かしたっていいんだぜ。言いたいことがあるなら、はっきりと気持ちをぶつけてみろよ」

「……はっきりと気持ちをぶつける、ですか」

「ああ。リコにだって、マロングラッセがほしい事情があるかもしれないぜ。……じゃあ、そういうことで。よろしく頼たのむよ」

　リコとユーリならなんとかなるだろ。この二人は、ミソラやレクティよりも精神的に大人だからな。

　リコがマロングラッセをほしいのだっておそらくは……カナタは不敵な笑みを零す。

　あっさりと二人の様子見を終えたカナタは、颯さつ爽そうとレクティのもとへ向かった。







　大通りの雑ざつ踏とうの中を、再びレクティが歩く。

　隣となりにカナタの姿はない。代わりに、彼女の左ひだり腕うでには盾たての紋もん章しようが刻まれた緑色の腕わん章しよう。

　カナタになにか考えがあることは、レクティも薄うす々うす気づいている。

　でも、警備なんてわたしにできるんでしょうか？

　なにせレクティは、人を怒おこったり、注意することが特に苦手なのだ。

　そんな彼女は、さっそく試されることになる。

　どこかで見たことがあるアッシュブロンドの短たん髪ぱつでハイテンションな少女が、客と屋台を挟はさんで罵ののしり合っていた。

「ちょ、ちょ───っと！　警備員さ───んっ！」

　異常なまでの元気溢あふれる声で呼びかけられ、レクティはその場所へと恐おそる恐る近づく。

「この人なんとかしてくださいよっ！　さっきから難なん癖くせ付けてお金払はらってくれないんですよっ！」

　近づくと、アッシュブロンドの少女が大きく眼を見開いた。

「どわっっっ！　誰かと思ったら、わたしをけちょんけちょんにしたＦランク小隊のレクティちゃんじゃないですかっ！」

　大おお仰ぎような仕草で、体を後ろに仰のけ反ぞらし少女が驚おどろいてみせる。

「あのぅ……お久しぶりです。リリィさん」

　ぺこりとお辞じ儀ぎして、リリィ・ランカスターへ挨あい拶さつする。先日の模も擬ぎ戦で互いにしのぎを削った間あいだ柄がらだ。

「いえいえ、こちらこそ。……ってそうじゃなくレクティちゃん。あの人っ！　あの人を注意してくださいよっ！　うちのケバブ食べといて、お金払わないんですよっ！」

「だから、髪かみの毛入ってたって言ってるじゃねえかっ！」

「うちの店に茶ちや髪ぱつのスタッフはいないんですよっ！　サーシャは赤あか髪がみだし、グレッグは金きん髪ぱつですし。もちろんわたしはご覧の通りアッシュブロンドですっ！」

　簡素な食品トレーに載のせられた、食べかけのケバブ。その上に、ちょこんと申し訳なさそうに縮れた茶髪が載っている。

　レクティは無言で文句をつける学生を見た。パンチパーマのかかった茶髪に、いかつい黒のサングラス。その毛もう髪はつはケバブの上に載っているものとそっくり。

　これはあまりに粗そ雑ざつな手口だ。

「ほら、どう見てもこの人の髪でしょう。ほらほら、レクティちゃんもなんか言ってやってくださいよ！」

　リリィが肘ひじでくいっくいっとレクティを突つつく。リリィが正しいのはわかる。しかし……レクティは相手を見た。柄がらの悪いヤンキーのような学生だ。

　正直、すごく苦手なタイプだ。

「あ、あのぅ……」

　相手を怒らせまいと下手に出てみる。

「[image: あ][image: あ][image: ん]っっっ！」

　眉み間けんに皺しわを寄せて、睨にらみつけられた。ガンを付けられたのだ。

「そ、そのぅ……ご、ごめんなさい」

　不快にさせたようだ。怖こわくなったレクティはもう一度謝っておく。

　その結果──

「あんっ！　ごめんなさいじゃわかんねえだろうがっ！」

「ひぃぃぃ……っ！」

　相手が調子に乗り、さらに難癖をつけてきた。

　やれ味が不ま味ずかっただの、やれ客商売をわかってんのかだの。怒ど声せいで相手を威い圧あつし恐きよう怖ふさせる、嫌いやがらせの類たぐいだ。

　そしてレクティは耐たえきれず、立ち竦すくんでしまう。

　遠慮なく浴びせられる威圧感。相手を傷つけたくないレクティの最も苦手とするところだ。

　誰だれにも優しくあろうとして、たとえ相手が悪人であろうと、強く出ることができないのだ。

　レクティがしょんぼり八の字眉まゆを浮うかべたときだった。

「ちょっとあんた！　レクティになに嫌がらせしてるのよっ！」

　凜りんとした声が響ひびく。

　同時にミソラが飛び込んできて、柄の悪い学生の顔面に、右ストレートを叩たたきこんだ。

「えっ!?　ミソラさんっ!?」

　鼻の頭を押さえる学生に、警備の腕章を付けたミソラが怒ど鳴なり散らす。

「男のくせに、うだうだ言ってんじゃないわよ！　とっととここからいなくなりなさいっ！」

「だ、だから俺は髪の毛が入ってたって……」

「髪の毛の一本や二本で文句言ってんじゃないわよっ！　どうせ全部あんたの髪の毛なんでしょっ！」

「お、俺は客だぞっ！」

「うっさい。客だからって、そんな不正がまかり通るわけないでしょうがっ！」

　びしっと告げた。

　相手は何か言いたそうにミソラを睨みつけた。が、周りから視線が集まっているのに気づき、しぶしぶその場を後にする。

「ミソラさん、すごいです……っ！」

　ぱあっとレクティが眼を輝かがやかせる。これでもミソラはお店の子なのだ。客のあしらいには慣れている。

「まあ、どうってことないわよ」

　そんなミソラに、レクティは感かん銘めいを受けていた。




　──客だからって、そんな不正がまかり通るわけないでしょうがっ！




　こういう気き概がいが自分に不足していたんだと思う。

　ただ優しいだけじゃダメなんだ。

　でも、わたしにこんなことができるでしょうか？

　そんなとき声がかかる。

「へっ、なかなかやるじゃねーか」

　いつの間にかレクティの後ろには、カナタの姿があった。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつね、とミソラは半ば呆あきれる。

「ミソラのやり方は強引に見えるかもしれない。でもさ、強引でもミソラは筋を通すことを大事にしている」

　も、もしかしてあたし誉ほめられてるっ!?　ミソラが困こん惑わくする。

「なあミソラ。初めての実戦のとき、お前は収束魔砲ストライクブラスターでヘマをしたことがあるけどさ、それでもヘマした次には変キ異メ種ラ相手に放つことができた。あのときどんな思いで放ったか覚えてるか？」

「えっ!?　そ、そんないきなり訊きかれても、うーん、どんなだったかな……っ!?　あたしが収束魔砲ストライクブラスターを放つために、時間を稼かせいでくれたみんなの想いを無む駄だにするわけにはいかなかったし。その、え、偉えらそうなことを言うようだけど、《ミストガン》の人々を護まもるために必死だったから……。みんなを護りたいっていう一心で放ったんだと思いますっ！」

　戸と惑まどいながらも、ミソラは一いつ生しよう懸けん命めい説明した。

「あたしのチカラは──母親から受け継ついだこのチカラは、浮ふ遊ゆう都市に住む人々を護るためにあると思うからさ。だから、絶対に後こう悔かいしない道を選びたかったんだと思いますっ！　せっかく護るためのチカラがあるのに、そのチカラを役立てられないなんて悔くやしいもんっ！」

「うん。さすが小隊長だな」

　カナタに誉められ、ミソラが貌を赤らめながら俯うつむく。

　うなじのあたりがこそばゆかった。

「なあレクティ。聞いてたか？」

「……はい」

　魔ま双そう剣けん戦技だってそうだ、とレクティは思う。

　強力すぎるチカラ。それは正直──怖い。

　人間相手であれ、魔ま甲こう蟲ちゆう相手であれ、相手を容よう赦しやなく殲せん滅めつできるチカラ。

　アイゼナッハ流魔双剣戦技は、とりわけ強力なチカラだ。

　それを護るために使いたい。

　誰かを護りたいという、自分の想いを貫つらぬくために使いたい。

　魔双剣戦技にそんな意味を見み出いだしたことがあるだろうか？　──答えはノーだ。強力すぎるチカラで、ただひたすら怖いと思っていた。

　レクティの役割は警備員。

　これから何度もああいう手合いを相手にするかもしれない。

　相手を傷つけたくないからといって、自分が正しいと思うことを遠慮するのはもうよそう。

　まずは自分自身を変えないといけない。

　ミソラの言葉を、レクティは心に深く刻み込んだ。

「ああいう感情的恐怖をまき散らす手合いには、強く出るといいのよ。それとさ、なんだかわかんないけど、あたしも手伝おっか？」

　おそらくカナタの指示で警備員をしているのは、察しが付いているのだろう。

　初めての特訓のときは、ミソラに手伝ってもらったことをレクティは思い出す。あのときはすごく泣いたっけ。

「ええ、お願いしてもいいですかミソラさん。上手くやれるかわかりませんけど、今日は警備員を頑がん張ばりたいんです！　だから、わたし何度でも挑ちよう戦せんします。そのぅ……指導していただけるとうれしいですっ！」

　自分を変える必要があることはわかった。あとは実じつ践せんあるのみだ。

「そっか。じゃあ日が暮れる頃ころに、宿しゆく泊はく施し設せつのロビーに集合な」

　自分の言いたいことだけ言い、後ろ向きに手を挙げてカナタが立ち去る。

　ミソラに指導をお願いしたレクティは、意い気き揚よう々ようと警備に励はげんだ。







　中央広場ステージ上。ベストカップルコンテスト。

　自分たちの番が来るまでは、ステージ奥で待機らしい。リコとユーリが二人揃そろって椅い子すに、お淑しとやかに座っている。他の参加者も同様だ。

　リコさんと仲良く。リコさんと仲良く。ユーリは自分にそう言い聞かせる。

　そのとき、ふとカナタの言葉が脳のう裏りをよぎった。




　──言いたいことがあるなら、はっきりと気持ちをぶつけてみろよ




「あのリコさん。……正直言うと、わたしは次の審しん査さに出たくありません」

　気づいたときには、すでに口に出してしまっていた。

「……理由を聞かせてもらおう」

　珍めずらしく驚おどろいた貌でリコがこちらを見る。ユーリ自身も自分の言葉に驚いていた。

「リコさんは勝ち負けにこだわるだけで、一いつ緒しよにいてちっとも愉たのしくありません。そういうのってカップルじゃないと思います。だから、やめませんか？」

「それは……困る」

　他のカップルへ審査員が質問をぶつける声が、やけに虚むなしく響いていた。

「お互たがいのことを理解し合わないと次の審査は通りません。でも、わたしリコさんのことがさっぱりわからないんです。……わたしのことが嫌きらいなんですか？」

「……次の審査を通過するために、正直に答えるぞ」

　真っ直ぐに尋たずねられ、リコも腹を括くくったらしい。

「嫌いではなく、苦手だ。わたしの大嫌いな姉から、常々キミを見習うように言いくるめられていた。はっきり言って苦手意識を植え付けられている」

　姉というのが、誰を指すかはすぐに察しがついた。

　リコが空戦魔導士科長ガーデイアンリーダーに叱しつ責せきされる光景を、ユーリは想像する。普ふ段だんから規律を正す立場にあるフロンだ。身内のリコに対しては、とりわけ厳格なことだろう。

　ひたすら屁へ理り屈くつを捻ひねりだすリコと、がみがみと相手の心が折れるまで叱しかるフロンの図。そんな光景が脳裏に浮かんできて、ユーリは心底同情した。

　叱る側も叱られる側も、きっと大変なんだろう。

「特務としてあの姉と上手くやっていけるキミのことだ。どうせ姉のようにわたしのことが……気に入らないのだろう？」

　気に入るか、気に入らないか。それ以前に、リコに嫌われているのではないかと心配していたユーリがほっとする。

　てっきり自分が嫌われているものだとばかり思い込んでいた……

「あのリコさん。今日はやけに優勝にこだわっているみたいですけど……」

　ちょうどそのとき、呼び出しがかかる。

　珍しくリコが神しん妙みような面おも持もちでこちらを一いち瞥べつしたあと、立ち上がる。

「ユーリさんと呼ぶのもやぶさかではない。だから、いまは協力してほしい」

　もしかしたら……リコにもなにか特別な事情があって、優勝に固こ執しつしているのかもしれない。

　それにユーリは、なんだか自分がものすごい過あやまちを犯している気がしたのだ。

　テストで赤点を取るよりも、授業で間ま違ちがった発言をするよりも、もっと深刻な過ちだ。

　ユーリがゆっくりと立ち上がる。

　司会役の学生がマイクで高らかにユーリ＆リコのカップルを呼び出し、二人は他のカップルと入れ違ちがいにステージ正面へと立つ。

　類い稀まれなる美男美女のカップルの登場に、会場がどっと沸わく。

　審査員から質問をぶつけられる。やれ「初めて手を繋つないだのはいつ頃ごろ？」とか。やれ「相手の好きなところはどんなところ？」とか。お互いの親しん睦ぼく度を測るような質問だ。

　通常のカップル同士は照れたり恥はずかしがったりして、どうにか質問を処理していくのが常。

　だが、リコは淡たん々たんと回答し、ユーリも粛しゆく々しゆくと答えた。

　機械的な回答に、会場がしーんと静まりかえっていた。

　リコにもユーリにも、会場を盛り下げている原因がある。

　リコに関しては、演出が裏目に出ていた。薄はつ幸こうそうな美少女なのに、ひたすら淡たん白ぱくな説明口調で語っている。健けな気げな笑みを浮うかべることが一度もない。ユーリに関しては、演技力に問題があった。まるで台本を読むような棒読み口調なのである。

　これではいくら容姿が優すぐれていても、優勝は狙ねらえない。

　最後に司会の学生が、リコに「出場理由を聞かせてください」と尋ねてきた。

　リコがにべもなく答える。

「優勝賞品のマロングラッセがほしいからだ」

　司会が「彼氏と一緒に召めし上がるのですか」と問う。

「違う──」

　リコは即そく座ざに否定した。

　どうせ自分の為ためなんだろう、とユーリが呆れかけたそのとき。

　思いもよらぬ一言が耳を突つく。

「──友人と一緒だ」

　え……っ!?　ユーリが眼を丸くした。

「わたしたちの共通の友人が元気をなくしていてな。その友人の大好物が、マロンの甘いお菓か子しだ。だから、その友人の為にも今日は出場しようと思った」

　すると、途と端たんに会場が盛り上がる。

　いままでは作り話特有の薄うすっぺらさがある回答だったが、今回は異なる。

　会場に生じた大だい歓かん声せいがそのことを証明していた。

「むっ、どうしたんだ？」

「い、いえっ！　な、なんでもありませんっ！」

　初めて耳にした事実に戸惑うユーリ。

　すかさず司会が「ひょっとして彼氏さん、御ご存ぞんじなかったとかじゃありませんか？」と尋ねた。

「じつは……その通りです」

　ユーリが認める。すると「ズバリ、彼氏にとって彼女とはどういう存在でしょうか？」さらに深い質問を受ける。

　ユーリは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした。お互いの関係──彼氏彼女の関係ではなく、同じ小隊の仲間として。

　仲間として問題があるとすれば、それは認識の食い違いだ。

　リコもユーリも、先入観からお互いに苦手意識を抱いだいていた。

　好き嫌い以前に、お互いのことを良く知ろうともしないで。

　自分がものすごく恥ずかしい。ユーリは己の過ちを悔くいた。

「お互いに考えていることが分からず、誤解してぶつかり合うことがよくあります。じつはいまも、ひょっとしてリコさんがマロングラッセを食べたい一心で出場しているんじゃないかと疑ってました」

　それから笑みを浮かべて、こう告げた。

「でも、リコさんが自分の為だけじゃなくて、元気をなくした共通の友人である──レクティさんのために優勝したいと聞いて、うれしいです！　本当にうれしいです！」

　この小隊で、自分はまだ知らないことがたくさんある。

　もっと仲間たちのことを知りたい。カナタ先せん輩ぱいが指導する仲間たちのことを。

　今度こそ、大歓声が大広場を包み込む。

　思わぬところから、ほっと心の温まる話が湧わいてきた結果だ。

　だが、リコが心外そうな表情を浮かべ、こちらを見てくる。

　当然だ、とユーリは思う。

「あのぅ……リコさん。わたし……」

　これまでの非礼を謝ろうとすると、話を遮さえぎられた。

「レクティの為だけではない。わたしとレクティの為だ」

「え……っ!?　でも、レクティさんの為なんですよね」

「だから違うと言っているだろう。わたしとレクティだ」

「えー、でもレクティさんのために出場したんですよね」

「違うと言っているだろう。わたしとレクティの為だ。わたしと」

　ああ、リコさんって全然素直じゃないんだ。ユーリが微び笑しようを浮かべる。司会の学生に、「はいはい、こんな場所でいちゃつかないでください。みんな注目してますよ」と促うながされ、二人はゆっくりとステージ奥の席に戻もどった。

「リコさんって素直じゃないんですね。それに勝敗に執しゆう着ちやくするのだって、ちゃんと理由があるみたいですし」

「時間は有限だ。わたしは無意味な行動はしないぞ」

　ということは、自じ称しよう女神な行動も意味があるのだろうか？　──いや、それはないですよね。気を取り直して、ユーリが尋ねる。

「ねえリコさん。どうして演劇のとき、ミソラさんを撃うったんですか？」

「あの状じよう況きようでミソラを庇かばうことができるのはレクティだけ。そしてレクティが魔ま双そう剣けん士しとして欠点を抱かかえていたからだ」

　リコが冷静に説明する。

「三日前の訓練のことだ。キミと対決していたとき、レクティは魔双剣戦技を発動しようとして発動できなかった。戦技を相そう殺さいできるのは、戦技だけだ。レクティはそれを知らないほどお馬ば鹿かではない」

「三日前ですか。そのときにはもう、レクティさんの問題に気づいていたんですね。……でも、いきなり魔ま銃じゆう戦技を放つなんて強引過ぎだとは思わないんですか？」

「カナタ・エイジという男は一見何を考えているかわからないが、無意味な行動はしない。だからこそ、あの男の指示通りに魔銃戦技を放った。それだけの話だ」

「でも、それではミソラさんの安全が……」

「射しや撃げき時は、ミソラでもぎりぎり反応できるように調整していた。だから、彼女も迎げい撃げきできていただろう」

　やはり強引な方法だな、とユーリは思う。

　でも、意外と理にかなっている。こういうやり方は、きっとカナタ先輩の影えい響きようなんだろう。カナタの強引なやり方を腹に据すえかねていた自分が、なんだか急に馬鹿馬鹿しくなって、ユーリの口元がそっと弛ゆるんだ。

　かつては自分もその影響下にあったのだ。そしてこれからも……

「ふふっ、リコさんって本当に仲間のことをよく見ているんですね」
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「どうしたんだ？　急に笑みを浮かべて？」

「どうもこうもないです。うれしいから笑みを浮かべているだけですよ」

「変わった奴やつだな、ユーリ……さんは」

「そういえば、審しん査さ直前に「さん付け」するから協力してほしいって話をしてくれたんですよね。そういう律義なところ嫌いじゃないです。わたし、リコさんのことが少し好きになったかもしれません」

　なるほど。確かにカナタ先輩の言った通りだ。

　リコさんはわたしの思った以上に、しっかりしている。周りがよく見えてる。

　だからこそユーリは、リコに礼節の指導は不要だと思った。

「でも、わたしのことはこれからもユーリって呼んでくださいね。そっちの方がわたしの性しように合ってますから」

　心の底からの笑みを浮かべ、ユーリは優しく微笑みかけた。







《メルキア》。第三訓練グラウンド。

　交流学校期間中に、訓練に精を出す学生の姿は殆ほとんどいない。

　特段の事情がない限りは、交流学校に参加するように指導されているからだ。

　そんな中、ブレアはグラウンドの中央に堂々と陣じん取どり、型かた稽げい古こをしていた。

　自分の周りを、隆りゆう起きした地面に取り囲まれるような感覚に苛さいなまれる。

　自分は孤こ独どくな存在だ。《メルキア》でもそうだし、あの事件のあとは《オエキス》でもそうだった。

　ブレア・アイゼナッハにとって孤独とは何か？　──それは間違いなく、強さへの渇かつ望ぼうだ。

　孤独が齎もたらす寂さびしさが、絶えず強さへの渇望を呼び起こさせる。

　強くなり強くなり強くなれば、堂々と《オエキス》へ戻ることができる。

　そして《オエキス》には妹のアリアが待っている。

　眼を閉じ、仮想の敵をイメージ。そして両手に持つ魔双剣で切り刻む。蝶ちようのように舞まい、蜂はちのように刺さすかのような流りゆう麗れいな動き。まるで決められた演目通りに舞ぶ踊ようを演じるが如ごとく、芸術の領域にまで洗練されたアイゼナッハ流魔双剣術。

　ふとブレアが動きを止め、武人のように険けわしい双そう眸ぼうを光らせる。

「何をしに来た！」

　その視線の先には、威い圧あつをものともせず、飄ひよう々ひようと近づくカナタの姿があった。

「そうぴりぴりすんなって……」

「何をしに来たと問うたのだぞ」

「へー、近くで見るとレクティのよりちょっと大きい魔双剣だな。アイゼナッハ流の魔双剣に独自改良を加えたのか？」

「ふむ！　〈スサノオ弐に型〉のことか……。どうだ、なかなか良い出来栄ばえであろう！」

　言って、ブレアは得意げに魔双剣を披ひ露ろうして見せた。

　……案外素直な奴なんだな。もっと頭でっかちな奴かと思ってた。

「ちょっと貸してみろよ」

　カナタは魔双剣の一ひと振ふりを借り受け、実際手に取り、握にぎりを確かめる。

「重いな。お前、ちょっと背せ伸のびしてるんじゃねーか。せいぜいレクティよりちょっと高い身長なのに、これじゃ体に負担が大きすぎる」

「むっ！　あ、侮あなどるでないっ！」

　カナタの手から魔双剣を掠かすめ取り、ブレアがきっと睨にらみつける。

「そんなに睨むなよ。今日はお前に訊きたいことがあってきたんだ。お前とレクティの過去についてな」

「そのようなことを、私が言うわけないであろうっ！」

「だろうな。ならさ、賭かけをしようぜ」

「賭けだと？」

「さっきの指し摘てき。嘘だと思うなら、撃ち込んでこいよ」

「……………………」

「俺は防ぼう御ぎよに徹てつする。もし俺が一ひと太た刀ちでもお前の攻こう撃げきを浴びたら、これからこの場で全力勝負をしてやる。でも、俺が攻撃を全部躱かわしきったら、お前とレクティの過去について教えてくれ。これでどうだよ？」

「……いいだろう！　侮ぶ辱じよくしたことを後こう悔かいさせてやるっ！」

　ブレアが好戦的なのは、充分把は握あくしていた。

　安い挑ちよう発はつに乗ってもらったとこわりーけど、こっちも大事な教え子の人生を背負ってるからな。ここは絶対に勝たせてもらうよ。

　間合いを取ったカナタはダガーを展開。逆さか手てに握り、左に構える。

「そんなおもちゃで愚ぐ弄ろうしているのか？」

「ま、これ以上小さなダガーは持ち歩いてねーからな。もちろん、防御にしか使わねーけど……ひょっとしてこれじゃ怖こわいか？」

「……侮るなっ！」

「制限時間は六十秒。その間好きなだけ攻撃していい。負けても言い訳はなしだぜ」

　むっとしたブレアが、襲おそいかかってくる。

　典型的な『剛ごう』のタイプだ。この手の扱あつかいは、ミソラで充じゆう分ぶん心得ている。

　重量感のある双撃が容よう赦しやなくカナタに迫せまる。

　如い何かにカナタとて、ダガー一本でこれは受け止めきれない。

　もらった、とブレアは確信する。だが、次の瞬しゆん間かん、彼女は怪け訝げんな貌をした。

　自らの放った鋭するどい斬撃が、カナタに届かなかったからだ。

　弾はじかれた？　いや、違ちがう。剣勢は全く殺されていないはずだが……

　気を取り直し、再び両手で振るう魔双剣。

　二に閃せん十じつ殺さつの剣けん戟げきが、ダガーの上を滑すべるように奔はしっていく。

　だが、カナタへは届かない。

　続く連撃も、ダガーの刃はをなめるように滑り、向きを逸そらされ続ける。

　迫り来るチカラの向きを逸らすことで、身を護まもる剣術。

　相手の剣戟を見切り受け流す護剣術の名は──

「ふんっ、左の護剣マインゴーシユか」

「へえー、よく知ってるじゃんか。……おっと、あと三十秒だぜ」

「三十秒もあれば充分だ」

　ブレアの剣勢が激しさを増す。要はカナタが捌さばき切れない数の剣戟を繰くり出せばいいだけのこと。

　攻撃速度。アイゼナッハ流の長所である剣速が増される。

　剣先が頬ほおに触ふれそうな距きよ離りにまで迫るが、カナタは首を傾かしげて紙かみ一ひと重えで躱かわす。

「惜おしいな。その魔双剣がもう少し軽かったら、当たってたかもしれないぜ」

「たわけめ。次で仕留めてやる」

「残り十秒だぞ」

　擦すり足の要領でカナタが後退する。と、ブレアの剣速が最高速に達した。

　残り二秒。そのとき、退ひくカナタが何かの弾はずみにバランスを崩くずした。

「──覚かく悟ごしろっ！」

　すかさず、カナタの喉のどもとへと刃が迫る。

　だが、その刃はカナタへは届かなかった。

　ブレアの眼には、左手の親指と人差し指の間に、刀身を挟はさんでいるカナタの右手が映っていた。片手白しら刃は取りだ。

　カナタは飄々とした貌でやってのけたが、想像を絶するような技術を必要とする。

「か、片手白刃取りだとっ！」

「こういうこと。重量が増す分、斬撃威い力りよくは若じやつ干かん高くなるだろうけど、剣速はレクティの方が上だな。だから、受け止めることができる。アイゼナッハ流の第一の長所──二に閃せん十じつ殺さつの剣速が潰つぶれちゃってるからな。これでジャスト六十秒だぞ」

「…………くっ！」

「わりーわりー。片手を使うって宣言してなかったっけ？」

　飄々とした態度に一いつ瞬しゆん憤いきどおるブレア。だが、次に彼女はふと違和感を覚える。それは、片手白刃取りをする前の動作だ。

　カナタがバランスを崩したが、ここは《メルキア》の訓練グラウンド。地面は露ろ出しゆつしているが、石いし礫つぶての類たぐいは取り除かれている。ぬかるみなども存在しない。

　そんな環かん境きよう下で、ちょうど時間切れのタイミングでバランスを崩すなど、ありえるだろうか？　──いや、それはありえない。

　だとすれば……なぜ？

「でもま、俺の言った通りだったろ。これでもいちおー教官だしな。才能を見み抜ぬいて、伸のばすきっかけを与あたえる能力には自信があるんだぜ」

　その瞬間、ブレアは自分が敵かなわないことを悟さとる。

　カナタは……わざと隙すきを作ってみせたのだ。

「うーん、もう一度やる？」

「……やらんっ！」

「じゃあ、お前とレクティの間に何があったか教えてくれるよな」

「…………………」

「勝負に勝ったのは俺だろ。よろしく頼たのむよ。まさかアイゼナッハ流の使い手に二に言ごんはないだろ？」

「……ぶ、侮辱するなっ！　アイゼナッハ流の使い手に二言など断じてないっ！」

「なら、いいじゃんか」

　カナタの漆しつ黒こくの双眸に見み据すえられるブレア。

　彼女は失態に微かすかに頬を赤らめ、ゆっくりと語りだした。




「……レクティと私、そして妹のアリアは昔はよく一いつ緒しよに過ごす間あいだ柄がらだった。当時落ちこぼれで居残り練習していたレクティに、アリアが声をかけてな。しぶしぶ、私も付き合ってやったのだ。断っておくがしぶしぶだぞ。かわいいアリアの頼みだったし……本当に仕方なかったのだぞ。

　それでまあ、私が直じき々じきにレクティに指導を施ほどこすことにしたのだ。そなたも知っていると思うが、レクティは酷ひどいあがり症だ。そのせいか同門での戦績も安定せず、破門寸前だった。……だが、同時になかなか見所のある奴やつでもあったぞ。おどおどしながら、常に一いつ生しよう懸けん命めいで、私の助言を素直に吸収して、型稽古に関しては充分な実力をつけたくらいだ。

　だからこそ、アリアと仲良くすることまで赦ゆるしたのだ。本来なら、アリアは私の専せん有ゆう物ぶつだから、誰だれにも触れることなど赦さなかった。だが、レクティには、私たちと一緒にお風ふ呂ろに入ることまで認めてやった。アリアの頼みだったし……レクティも、まあ悪くはない奴だったからな」

　そんなことを言うブレアの表情は、まんざらでもなさそうだった。

　到とう底ていレクティのことを憎にくんでいるようには映らない。

　だが、次の瞬間。ブレアの表情に影かげが差し、彼女は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「だが、レクティとアリアが買い出しに街中へ出かけたとき、事件が起こった。チンピラのような空戦魔導士たちに絡からまれたらしい。結果として、アリアがレクティを庇かばい、そして肩かたに重傷を負った。緊きん急きゆう手術を施したが、二年経たったいまでも、まだリハビリ中でな。

　私はアイゼナッハ流の流りゆう儀ぎに従ってアリアが追放されないように、ある条件を提示し認めさせたのだ。三年以内に、アイゼナッハ流の頂いただきの座を奪うばえる者を親族にするか、私自身が最強になって戻もどると」

　それが、ブレアがこの場にいる理由らしい。

　カナタは静かに頷うなずいた。

「それで一通り解決したが、赦せんのはレクティだ。私が教えたアイゼナッハ流魔ま双そう剣けん戦技を発動できんがために、アリアを傷つけた。アイゼナッハ流において、弱さとはすなわち悪だ。弱い人間には、誰も護ることなどできん。私は幼い頃ころから、そのことを叩たたきこまれてきた。だからこそ……レクティが赦せんのだ。

　そのことだけを考えて、《メルキア》で鍛たん錬れんに励はげんできた。《メルキア》でレクティに出会ったときは心が震ふるえた。だからこそ、昨晩は絶好の復ふく讐しゆうの機会だと思ったのだ。だが、不思議なことにいざレクティと対たい峙じしてみても、ぜんぜん心が晴れなかったがな」




　いつの間にかブレアとカナタは並んでベンチに腰こしかけていた。グラウンド近くに設置された自じ販はん機きから、カナタが買ってやった缶かんジュースを、ブレアは小さく呷あおる。

　へー、そういうことか。

　ブレアは、アリアが怪け我がをした原因を──やり場のない怒いかりをレクティにぶつけているにすぎない。

　しかも自分自身で、レクティのせいにすることに疑念を抱いだいている。だからこそ、昨晩レクティに復讐を果たそうとしたとき、寂せき寥りよう感かんがちらついていたのだろう。

　安あん堵どしたカナタが、ぼそりとつぶやいた。

「よかったよ……」

「ん？　なにがよかったのだ？」

「レクティを憎むのがお前のような真っ直ぐな奴で。これであいつは、もっと真っ直ぐに育つことができる」

「そ、そなたは私を馬ば鹿かにしておるのかっ！」

　唇くちびるを尖とがらせたブレアが、カナタを見据える。

　そんなブレアに、カナタは飄ひよう々ひようと告げる。

「馬鹿になんかしてねーよ。誉ほめてるんだ」

　カナタの物言いに、なおも抗こう議ぎしようとするブレア。

　だが、カナタの漆黒の双そう眸ぼうを見据えた途と端たん、口を噤つぐんだ。

　彼の双眸には曇くもりがない。皮肉ではなく、本心からの言葉であると、直感的に理解したのだ。

「ま、そうつんけんすんなって……。さてと、俺はそろそろ行くぞ」

「もう行くのか？」

「ああ。そうだけど……」

「もう一度手合わせを願いたい」

「いや、それは無理」

「……なぜ無理なのだ？」

「いまの俺はレクティたちの教官やるので手て一いつ杯ぱいなんだ」

　それだけ言うと、カナタはベンチから立ち上がり、

「交流戦、愉たのしみにしといてくれよ。お前が今まで味わったことのない、《ミストガン》の戦い方を見せてやるよ。じゃあな」

　後ろ向きに手を振ふりながら、その場を後にする。そんな彼の背中を、ブレアは悔くやしそうに眺ながめていた。







　すでに空が夕焼け色に染まっていた。

　この日レクティが意識してやったことといえば、人に毅き然ぜんと注意すること。

　場所を弁わきまえず騒さわぎ出す人々や、悪質なクレーマーの処理だ。もちろん警備員に、イベントスケジュールを尋たずねたり、道を尋ねたりする人もいたので、その人たちにはスタッフのいる場所まで案内した。

　ときおりレクティには対処しきれない難なん癖くせをつけてくる人もいて、そのときはミソラが気合いの入った口く調ちようで押し返す。

　どうにか仕事に慣れてきたレクティだったが、事件は突とつ然ぜん起きた。

「くっ！」

　丁てい寧ねいに結わえられた、紫むらさき髪がみの少女のハンドバッグがさっと奪われたのだ。

「か、返しなさいっ！　それはわたくしのものですっ！」

　奪った犯人は人込みの中を縫ぬうように走り抜ぬけ、路地裏へ逃にげ込もうとする。

　だが、ミソラとレクティはすでに駆かけ出していた。

「わ、わたしが追い駆けますっ！　ミソラさんは被ひ害がい者しやを──」

　鍛きたえられた動体視力の賜たま物ものだろう。容た易やすく人込みを抜け、犯人の背中を捉とらえるレクティ。路地裏手前で犯人のズボンを掴つかむ。重心を崩した相手は、左足からもつれるように倒たおれ込み、その場でレクティが組み伏ふせる。

「こ、こっちで捕つかまえました……っ！」

　ミソラに付き添そわれた紫髪の少女に、ハンドバッグを返す。紫髪の少女は大事そうにハンドバッグを抱だきしめた。

　これで事件解決かのように見えたが、まだそうではなかった。

　人込みの中から、ハンドバッグを盗ぬすんだ男の友人を名乗る人物が五、六人ほど現れ、レクティたちを取り囲んだのだ。その連中が口々に、捕まった男は無関係で、レクティがハンドバッグを盗んだと主張し始めた。

「嘘うそをつくものではありません。犯人は貴方あなたでしょう」

「五人も六人も揃そろって嘘ついて格好悪いとは思わないのっ！」

「そ、そうですっ！　ハンドバッグを盗んだのは、わたしじゃなくてあなたです」

　ミソラたちが必死で反論したのだが、なかなか話が纏まとまらない。

　男の中の一人が「ここじゃ通行人の迷めい惑わくになるので」などと告げ、ミソラたちを路地裏へと誘さそい込む。

　人目につかなくなったところで、いきなり紫髪の少女が突つき飛ばされた。

「な、なにを……っ！」

　石いし畳だたみに打ち付けられた少女は、怒ど気きを孕はらんだ眼で男たちを睨にらみつけた。

　男たちから下げ卑びた笑い声が響ひびく。自分たちが圧あつ倒とう的てき優位であることを自覚しているようだ。

　この時点でようやくミソラたちは察しがついた。

　目の前の男たち全員がグルなのだ。

　次の瞬しゆん間かん、彼らは無言で魔ミ装ス錬リ金ル武装を展開する。全員が空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン、あるいはそれに準ずる技能を持つらしい。

　固かた唾ずを呑のんだレクティたちに対し、男の一人が言う。

「このハンドバッグを盗んだのは、お嬢じようちゃんだよね」

　相手はおそらく本科生だ。レクティよりがっちりした体つきで、背も高い。

　頭にきたミソラが魔ま砲ほう剣けんを展開する。だが、構える前に魔砲剣を弾はじき飛ばされる。

　男の中の一人が魔剣で斬きり上げたのだ。

　斬撃センス皆かい無むのミソラでは、太た刀ち打うちできない。

「ミ、ミソラさん……っ！」

　レクティが叫さけんだ。

「……くっ！」

　紫髪の少女が不快そうに奥歯を噛かみしめる。男たちの理り不ふ尽じんさに屈くつしかけたのだろう。だが、レクティはまだ諦あきらめてはいなかった。

「ち、違ちがいますっ！　ぬ、盗んだのは、あなたたちですっ！」

　レクティはどうにか言い返した。

「はあ？　盗んだのはオメェだろうが」

「ひょっとして俺たちと遊んでほしいんじゃねぇの？」

「おいおい、お前ロリコンの趣しゆ味みがあるのかよ。ぎゃははは」

　口々に言い返す男たち。彼らは知らなかった。自分たちの眼前にいる存在が、アイゼナッハ流魔ま双そう剣けん術じゆつの使い手──レクティ・アイゼナッハであることを。

「そのぅ……あ、あまりわたしを甘く見ないでくださいっ！」

　なるべく余よ裕ゆうを持って、こちらの優位を知らしめるように告げる。

「わ、わたしはみなさんより……強い、ですっ！」

「あはは、なに言っちゃってんのっ！」

「ぎゃはははは、超ちようウケる～っ！」

「おちびちゃんが俺らに勝てるわけねえだろうがよっ！」

　男たちは口々に、レクティを小こ馬ば鹿かにする。

　レクティの威い圧あつ感かんが不足しているのだ。

　ミソラが無力化され、紫髪の少女は戦せん闘とう系のようには見えない。戦えるのは、レクティだけだ。

　怖こわい。怖い。怖い。

　でも、護りたい……っ！

　アリアさんのときのような悔しい想いはもうしたくないっ！

　精せい一いつ杯ぱいの勇気を振り絞しぼってレクティが言った。

「わ、わたしの取り柄えは、血を撒まき散らすことです。……もし、アイゼナッハ流魔双剣術のお家芸、二に閃せん十じつ殺さつをご覧になりたいなら、か、かかってきてください……っ！　ま、瞬またたく間まに血の海に沈しずめて差し上げますっ！」

　そして、レクティの雰ふん囲い気きが変わった。

　形のないチカラが、全身から噴ふん出しゆつしているとでもいうのか。レクティの宿す気質の変化に、徐じよ々じよに気き迫はくや闘気の類いが混ざる。

　変化は、身に纏う雰囲気に留とどまらない。

　彼女の眼まな差ざしが、明確な意思の輝かがやきを放ち出す。

　理解ある者が見れば、それが覚かく悟ごを決めた者の眼であることを悟さとっただろう。

　だが、眼の前の男たちにはそれがわからない。

「けけけ、無理して気き丈じように振る舞まっちゃって」

「ったくよ、おチビちゃん一人で一体何ができるんだよ。あぁんっ！」

「アイゼナッハの魔双剣士がそうそういるわけねえだろがっ！」

　だが、窃せつ盗とう団に彼女の変化に気づける実力者はいなかった。

「へへっ、ひょっとして俺たちにかわいがってほしいのかよ」

　先程の魔剣士の男がさらに一歩前に出る。

　魔剣に刻まれたルーン文字が鈍にぶい輝きを発する。

　魔剣戦技の光だ。

　落ちつけ、落ちつけ。レクティは自らに念じる。

　相手の魔剣術スキルはそう高くない。余裕を持って一いち撃げきを躱かわしさえすれば……と、周囲に気を配ったレクティは気づく。

　レクティの背後で、心配そうにこちらを見る紫髪の少女の姿に。健けな気げで、暴力に屈せず逃げようとしないその姿勢に、急にレクティの心臓が高鳴った。

　この気持ちはなんだろう？

　胸の奥にぐっと湧わき上がってくる、この熱い想いは。

　魂たましいの炎ほのおとでもいうのだろうか。極限まで高められた熱い想いが、自分の中に渦うず巻まいているのがわかる。

　護りたい。護りたい。護りたい。

　二年前。アリアが怪け我がをしたときは、相そう殺さいできなかった。

　でも、みんなを少しでも早く不安から解放するために。

　いますぐこの人たちを護りたい。

　魔双剣に刻まれたルーン文字が微かすかな黄金色の輝きを発する。

　もう二度と救えない後こう悔かいをしたくない。強力すぎるチカラが必要以上の破は壊かいを齎もたらすかもしれない。それでも、ここにいる二人を──護りたい。

　魔双剣のルーン文字が、完全な黄金色に光り輝く。

　同時に、レクティは魔双剣を一いつ閃せん。




　アイゼナッハ流魔双剣戦技──斬ざん空くう閃せん




　真空刃を伴ともなった魔ま力りよく斬撃が、相手の魔剣戦技を吹ふき飛ばす。

　それだけに留まらない。斬空閃は激しく渦うず巻まく竜たつ巻まきとなって標的を包み込み、空中に舞いあげたあと、その身体からだを激しく地面に叩たたきつけた。相手はすでに意識を失っていた。

　周囲の男たちが絶句する。絶句したまま硬こう直ちよく。そのあと阿あ修しゆ羅らに出くわしたかのような、恐きよう怖ふ一色の面つら構がまえで、慌あわてて逃げていく。

　レクティの迫はく力りよくは、捨て台詞ぜりふを述べることすら許さなかった。

「ふぅ…………」

　全身からチカラが抜け、思わず倒れこみそうになるレクティ。

　まるで自分が自分じゃないみたいだった。

　魔双剣を消失させると、ミソラの声が聞こえた。

「レクティ。あんた……」

　振ふり返ると、口を半開きにしたミソラがこちらを眺ながめていた。

　ちょこんとお辞じ儀ぎし、レクティは照れ臭くさそうに微ほほ笑えんだ。

「あのぅ……つ、使えたみたいです」

　それからはっと我に返り、紫髪の少女に歩み寄る。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「……え、ええ。助かりました」

　紫髪の少女の手を取り、レクティが引き起こす。先程男に突き飛ばされてから、起きる機会を見失っていたらしい。

「貴方のような強くて優しい学生がいることは、《ミストガン》の誇ほこりです。お礼を申し上げます」

「あ、あのぅ……そ、そんな大それたことじゃないです」

　それから紫髪の少女と一いつ緒しよに、大通りへと出る。

　道すがら名前や学年などを訊きかれたので、答えておく。レクティが相手の名前を尋たずねる。紫髪の少女は驚おどろいてみせたが、自己紹しよう介かいしてくれた。

　名前はクリスティーナ・バルクホルン。愛あい称しようはクリスらしい。所属学科は教えてもらえなかったが、いずれおわかりになるでしょうと言われた。

　どこかで聞いたことがある名前だ。そう思ったが、ミソラもレクティも、《ミストガン》の世情に疎うといのでわからない。日々の訓練で一杯一杯なのだ。

　クリスのことは気になったが、レクティはそれ以上の充じゆう足そく感に溢あふれていた。

　わかったことがある。

　カナタが自分に伝えようとしていたことは……おそらくこういうことなのだ。

　うまく言葉に表すことはできない。でも、レクティはなんとなくこう思う。

　自分が正しいと思えることを、実行することができる心の強さ。

　この心の強さもまた、優しさの一種なのだ。

　こんな素敵な優しさを教えてくれたお礼を、カナタに一刻も早く伝えたかった。







《メルキア》宿しゆく泊はく施し設せつ。エントランスロビー。

　脇わきにある談話スペースには、丸机に向かうようにして座るカナタ、ミソラ、レクティの姿があった。

「ふーん、使えたのか。よかったじゃんか」

　カナタとしては、レクティに自分の信念を貫つらぬき通す経験をさせ、明日あしたの交流戦で魔双剣戦技を扱あつかえるか試すつもりだった。

　そんなとき本当に窃盗団と遭そう遇ぐうするとは……予想外の話を聞いたとき、カナタは眼を丸くした。それにしても、教え子の成長する姿を目もく撃げきできなかったのは悔くやしい。すごく悔しい。

　報告にきたレクティは、にぱにぱ笑みを浮うかべていた。大きな自信を手に入れた証あかしだ。

『心の壁かべ』の克こく服ふくには、ミソラも大いに貢こう献けんしてくれたらしい。

　ま、ミソラが手伝ってくれて結果オーライだし。よしとするか。

「なあレクティ。どうしてアイゼナッハ流魔双剣戦技を発動できたと思う？」

「あ、あのぅ……護りたいって思ったんです。ミソラさんたちを」

　それがレクティの見み出いだしたアイゼナッハ流魔双剣戦技の存在理由。

　……護りたい、か。俺もそういう考え方好きだぜ。

　レクティは、誰だれかの為ためを想い、誰かの為に行動するとき最もチカラを発揮できるタイプだ。明日の交流戦で、レクティが戦技を使えるかどうか。それ次第で、試合展開は大きく異なってくるが、どうやら問題なさそうだな。

「ふっ、ここにいたのか」

　と、カナタたちのもとへ、リコとユーリが一緒に姿を現した。

「レクティ。これをキミにやる」

「なんですかこれ」

　リコからもらった包装された小箱を解き、蓋ふたを開ける。

　すると中から、大おお粒つぶのマロンが砂糖漬づけされたお菓か子しが姿を現す。

「あうあうっ！　マロングラッセじゃないですかっ!?　こ、これどうしたんですかっ!?」

　じゅるりと涎よだれを垂らすレクティ。大々々好物だ。

「さあな。ただの貰もらいものだから、レクティの好きにすればいい」

　リコが素そっ気けなく言う。と、傍かたわらに立つユーリが穏おだやかに微笑んだ。

「ふふっ、リコさん。もう少し素直になったらどうです」

「～～～っ！　うるさいっ！」

　ぷいっとリコがそっぽを向く。

　ユーリが穏やかに微笑みかけていた。

「そのっ！　あ、ありがとうございます……っ！」

　お礼を口にしたあと、レクティがマロングラッセを全員に配り始める。どうやら仲間とあま～い喜びを分かち合いたいらしい。

　いつの間にか、ユーリも自然と女子の輪に加わっていた。交流学校を通じて、Ｅ６０１小隊にだいぶ馴な染じみつつあるようだ。

　ぱくり。全員でマロングラッセを一ひと粒つぶずつ口にする。

　口一杯に砂糖の上品な甘みが広がったあと、マロンの柔やわらかな風味が優しく包み込んだ。

「「「「おいし～～いっ！」」」」

　ミソラたち全員が幸せそうな貌かおで告げる。

　そのあと、はっと気づいたレクティが急にそわそわし出す。

「そ、そのぅ……わ、わたし、みなさんにお詫わびしなくてはならないことがあって……」

　そう言ってぺこりとお辞儀し、復帰の挨あい拶さつをする。

「あ、あのぅ……いろいろとご心配をおかけしました。そ、そのぅ……も、もう大丈夫ですっ！」

「そういうことで、レクティは完全復活したのでよろしくお願いします」

　レクティが警備員のお手伝いをして成長したことを、ミソラが簡単に説明する。

「ふっ、わたしは最初からレクティのことなど心配していなかったぞ。弱点を克服できると信じていたからな」

「よかったですね。レクティさん」

　と、レクティが突とつ然ぜん切り出す。

「あ、あのぅ……じつはみなさんに聞いて頂きたいことがあるんですっ！　そ、そのぅ……少し長い話になるんですが、いいですか？　わたしとブレアさんの関係についてなんですが」

「っていうか、あたしたちも聞いていいわけ？」

　ミソラがカナタを指す。

「教官だけじゃなくていいの？」

「ええ。みなさんに聞いて頂きたいんです」

　全員への信しん頼らいの裏返しなのだろう。レクティはおもむろに語り出した。




「そ、そのぅ……し、信じられないかもしれないんですが……わたしとブレアさんは、な、仲良しだったんです。……ブレアさんはそのぅ……千せん翼よく空くう騎きという相当な実力者しか与えられない階位を所持しています。初めて出会ったときは、ぶっきらぼうな方だと思ったんですが、意外と親切で、落ちこぼれだったわたしに根気良く付き合ってくれました。本当に本当に感謝しています。それとブレアさんには、アリアさんという一歳年下の妹がいて、わたしたち三人はいつも一緒でした」

　そのあと、レクティは寂さびしそうな貌をしながら続きを語る。

「でも、ある日……事件が起こったんです。当時十二歳だったわたしが、アリアさんと一緒にお遣つかいに行ったときのことでした。中心市街地で、《オエキス》に常じよう駐ちゆうする空戦魔導士からそのぅ……い、因いん縁ねんをつけられたんですっ！　なんといいますか、あ、あのぅ……アイゼナッハ流の使い手は、《オエキス》の空戦魔導士からは、総じて良く思われていないんです。無資格のくせに……そのぅ、なまじチカラがありますから」

「……空戦魔導士にも、そんな嫌いやな連中がいるのね」

「なんだか腹が立ちますね。赦ゆるせないです」

　ミソラの言葉を、ユーリが返す。

　レクティは小さく頷うなずいた。

「それで、わたしとアリアさんが決けつ闘とう紛まがいの行こう為いに巻き込まれたんです。あがり症のわたしでも、結果としてどうにか勝つことができたんですっ！　でも、倒たおしたと思った相手に後ろから魔ま剣けん戦技で不意を討うたれて……。もうダメかなって思ったそのとき、アリアさんが……身を挺ていして庇かばってくれたんですっ！」

　レクティがいまにも崩くずれ落ちそうな貌をする。

　自分の無力さが齎もたらした結果に、きっと苦しみ続けてきたに違ちがいない。口にするのも辛つらいことのはずだ。それをカナタたちの前で話している。

　そのことが悔かい恨こんに対し、どういう意味を持つのか。

　カナタはすでに気づいていた。

「わたしを庇ってくれたアリアさんは、重傷を負って入院することになりました。そのことが原因で、わたしはブレアさんに、あのぅ……う、恨うらまれています。と、当然だと思いますっ！　間接的とはいえ、溺でき愛あいする妹を傷つける遠因を作ったんですからっ！

　……戦績が冴さえなかったわたしは、そのすぐあと破門になりました。もとから戦績は冴えなかったんですが、そのぅ……アリアさんの件で、ますます臆おく病びようになってしまって。破門と同時に《オエキス》を追放される際に、アリアさんにきちんとお詫びに行ったんですが、あのぅ……直接会うことは赦されませんでした。……本来《オエキス》にいるはずのブレアさんがなぜ《メルキア》にいるのか。アリアさんがどうなったのか。わたしにはわからないことがたくさんあります。

　でも、ひとつだけわかることがあるんです。わたしはブレアさんとまた友達になりたいんです。嫌きらわれたままで終わりたくないんです……っ！」




　静かに語り、レクティは凜りんとしておどおどせず。

　毅き然ぜんとして、カナタたちに想いを伝えた。

「それで……お前は明日どうしたい？」

　僅わずかな間、レクティは押し黙だまる。自分にこんなわがままを言うことが赦されるのか。でも、やりたい。どうしてもやりたい。

　彼女は初めて、自分からお願いを口にする。

「あ、あのぅ……その件で、みなさんにお願いがあります。じつはですね──」

　レクティのお願い事を聞くと、ミソラたちが驚きよう愕がくの表情を浮かべる。だが、カナタだけは愉ゆ快かいそうに頷いてみせた。




　　　　＊＊＊




　交流学校二日目夜。《メルキア》宿泊施設。女子風ぶ呂ろの脱だつ衣い所。

《メルキア》の宿泊施設では小隊ごとに入浴時間が定められている。大浴場に露ろ天てん風呂つきで、一度に大勢が入浴できる。だが有事の際に備えて、小隊ごとに入浴するように指示されているのだ。

　他の代表小隊から回覧板が回り、ミソラがこの事実を知った。

　昨晩はお風呂など考える暇ひまもなかった。部屋の備え付けで済ましたが、大浴場があるとのことなので、ミソラは小隊全員に声をかけてみることにした。

　そして更こう衣い室には、四人の少女の姿がある。リコとユーリはいがみ合いを嫌ってこないと思ったが、わりとすんなりきた。

　コンテスト以降、二人は仲良くなりつつあるようだ。

　ハンドタオルを片手に、生まれたままの姿でミソラたちは大浴場へ。広々とした浴よく槽そうに、ゆっくりと浸つかった。そのあと、火ほ照てった体で意い気き揚よう々ようと露天風呂へと向かう。先せん陣じんを切るのは、ミソラとユーリだ。

「露天風呂ってなんだかわくわくしますね」

「ええ。去年はクロエ先せん輩ぱいとも一いつ緒しよに入ったんですよ」

「去年も、代表小隊に選せん抜ばつされたんですよね。代表小隊のときあいつは……ち、違ちがうっ！　そうじゃなくて……」

　うっかり以前の呼び方に戻もどったが、ミソラは気を取り直す。

「え、えーっと!?　あ、あの教官はどんな感じだったんですか……っ!?」

「カナタ先輩ですか。……そうですね。今とあまり変わらないです。なに考えてるのかよくわからない人でした」

　当時の想い出を振ふり返りながら、ユーリが露天風呂へのドアを開ける。

　視界に広がったのは、湯ゆ煙けむり立ち込める見事な露天風呂。浮ふ遊ゆう都市という都合上、絶景は望むべくもなく、竹を模した仕切りに囲われている。だが、周囲には行燈あんどんを模した灯あかりに、趣おもむき深いエゾマツ。浴場には、中央に大きな岩がん塊かいがあり、山やま肌はだをそのまま切り抜ぬいてきたかのような見事なわびさびが広がっていた。

「うわー、なかなか風ふ情ぜいがありますね」

「ふっ、悪くないな」

「あのぅ……ユーリさん。冴えないお貌をしてどうしたんですか？」

「いえ。去年クロエ先輩が湯上がりに困こん惑わくした表情を浮うかべていて。露天風呂がどうとかと言ってて。理由を訊きいても、やたらと不ふ機き嫌げんで教えてくれなかったんですけど……」

　うーんと怪け訝げん顔で、ユーリが言う。

「そういえば、貌を真っ赤にしながら『危あやうく人を殺すところだった』とか意味不明なことを言い出してたなって……」

「どういう意味なんですかね？」

　きょとんと首を傾かしげながら、レクティが湯に足を浸す。

「あ、あのぅ……ミソラさん。あっちの大きな岩の方に行ってきていいですか？」

「うん。気をつけなさいよ」

　初めてきた場所だと、わくわくして探検してみたくなる。岩塊の裏へと回り込んだときだった。突とつ如じよとして何者かに、口を後ろから塞ふさがれた。慌あわてたレクティがばしゃばしゃとお湯を叩たたく音が響ひびき、すぐに鎮しずまる。

　振り返ったレクティが相手を見やると、

「（えっ！　カ、カナタさんっ！）」

　そこには、お湯に浸かるカナタの姿。さすがに気まずいことを自覚しているのか、視線が泳いでいる。

「（あ、あのさレクティ。信じられねーかもしれねーんだけど……）」

　岩塊越ごしにミソラの声が響く。

「レクティ？　どうかしたの？」

「い、いえっ！　な、なんでもないですっ！」

　返事をし、小声の早口で尋たずねる。

「（ど、どうしてカナタさんがこちらにいるんですか……っ！）」

「（いや、ここの露天風呂って混浴なんだよ。しかも、小隊単位で入浴するようになってるんだよ。いつ召集がかかってもいいように。だから、ふつーは男女が鉢はち合あわせないように、人が入ってないか確認するもんなんだけどな。去年はクロエが小隊長のくせにぽかやって……）」

　詳くわしくはわからないが、とにかく事情があるらしい。

　はっと気づいたレクティが貌を真っ赤に染め上げ、慌てて大事な所を隠かくした。右みぎ腕うでで両方の乳ち房ぶさを隠し、左手で生命の神秘に通じる部分を隠す。

「（は、はうっ！　カ、カナタさん見ないでくださいっ！）」

「（その……わりー）」

　指し摘てきされ、カナタが目を瞑つぶる。だがむしろ触しよつ覚かくに意識が向き、腕うでの中にある人ひと肌はだの温もりは敏びん感かんに感じ取れてしまう。

　困ったカナタは即そく時じ撤てつ収しゆうを決意した。

「（なあレクティ）」

「（な、なんですか……っ！）」

「（お前らが入ってきたとこのすぐ隣となりに、男性用の出入り口があるんだよ。様子見たいから、ちょっと眼を開けていいか？）」

「（えっ!?　そ、そのぅ……い、いいですよ。……でも、こ、こっちを見ないでくださいね。カナタさん）」

　カナタがゆっくりと瞼まぶたを開ける。レクティと眼があった。手で乳房と股こ間かんを隠すようにしながら、貌を真っ赤にしてカナタの腕に抱だかれている。

　腕ごしに伝わるマシュマロのような柔かさ。少しでもチカラを込めれば、折れてしまいそうな華きや奢しやな体つき。

　女の子らしい容姿に、つい眼が行ってしまいそうになる。

　慌ててカナタは、出入り口のほうを覗のぞく。

　湯ゆ煙けむりの向こうには、二人の少女の姿があった。

　一糸纏まとわぬ姿で縁えん石せきに座る抜ばつ群ぐんのボディーラインのリコ。ミソラたちと比べ肉感的な、大人の魅み力りよくを漂ただよわせ始めているユーリ。ベストカップルの二人組だ。

「あの……リコさん。これまでわたし、リコさんのことを誤解していたみたいです。深く反省しています。本当にごめんなさい」

「ふっ、なんのことだかわからないな」
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「あ、あのですねリコさん！　じつはわたし、リコさんに嫌われているんじゃないかと疑っていて……」

「わたしもユーリに苦手意識を抱いていた。だから謝る必要などない」

「赦ゆるしてくれるんですかっ!?」

「赦すもなにもお互たがい様さまだろう」

「……じつはこの小隊に入ったとき、リコさんと仲良くやっていけるか少し不安でした。でも、いまなら一番リコさんと仲良くやっていけると確信が持てます」

「その点に関しては同意だな」

　と、友情が育はぐくまれていたりする。

　へっ、リコとユーリもどうやら理解し合えたようだな。

　脱だつ出しゆつのことなど忘れて、カナタはリコとユーリの方にばかり目線が行っていた。

　そのせいで、こちらに接近してくる第三者への対応が遅おくれた。

「ねえレクティ。そっちになにかあるの？」

　カナタがいることを知らないミソラがやってくる。もちろん全ぜん裸らだ。

「な、なにもないですよ……っ！」

　言った直後、レクティが必死の眼まな差ざしでカナタを見る。任せてください、とでも言っているのだろう。カナタがこくりと頷うなずく。と、レクティが精せい一いつ杯ぱいのチカラでカナタをお湯の中へと沈しずめ込んだ。浮かんでこないように自分の肢し体たいの下へ潜もぐり込ませる。

「どうしたのよレクティ。一人でひっそりして」

「な、なんでもないですよ……あぅんっ！」

　股また下したでカナタの頭部がもぞもぞと動く。ぼこぼこと下から泡あわが湧わき上がってくる。

　が、ミソラは特に気に留めなかった。

「あのさ。さっきのレクティのお願いの件なんだけど……」

　ミソラがにっこりと微ほほ笑えみかけた。

「……あたしは小隊長として歓かん迎げいするよ。だから、明日あしたの交流戦がんばろうね」

「は、はいっ！　ミソラさん。がんばりましょうっ！」

「うんっ！　じゃあそろそろお風呂あがろっか。夕飯を食べにいかないと」

「わ、わかりましたっ！　で、でも……先に行っててください。すぐに追いつきますから」

「わかったわ。あまり長湯しないようにね。逆の上ぼせると大変だから」

　ミソラが露天風呂を出る。リコとユーリもそれに続いた。みんながいなくなったのを確認し、レクティは一安心。

　そしてカナタを湯の中から引き上げる。

「あのぅ……カナタさん。もう大だい丈じよう夫ぶですけど……う、うそっ!?　い、息してないっ!?」

　ぐったりしたカナタのことを、慌てて風呂の縁ふちまでひっぱりあげる。

　カナタは朦もう朧ろうとしながらも、微かすかに呼吸していた。

　だが、慌てているレクティは気づかない。

　こ、こういうときは……じ、人工呼吸をすればいいんでしょうか……っ!?

　ごくり。唾つばを飲み込み、覚かく悟ごを決める。

　気道確保や、意識確認のプロセスをすっとばして、混乱したレクティが小さな唇くちびるを近づける。文字通り、眼と鼻の先に迫せまるカナタの唇。

　だが、そのときカナタの瞼がゆっくりと開き、

「ん？　レクティ、なにやってんの……？」

「～～～～っっっ!!」

　耳たぶまで紅あかく染め上げ、速そつ攻こうで回れ右。レクティが大おお慌あわてで脱だつ衣い所へ駆かけ込んだ。と、ちょうど制服のシャツに袖そでを通していたユーリに出くわす。

「大丈夫ですかレクティさん？　もしかして逆上せたんですか？」

「……そ、そのぅ……ち、違ちがいます」

　まだ火照りが残る体をもじもじとさせながら、

「あのユーリさん。露天風呂に入る前にしていたクロエさんの話。わたし、クロエさんの気持ちがよくわかるかもしれません。……わ、わたしも危うく人を殺すところでした」

　もう少しで唇まで火照らせるところだった、とレクティは胸むねを撫なで下ろした。







《メルキア》の宿しゆく泊はく施し設せつ。カナタの部屋。

　こんな時間に来るなんてロクな奴やつじゃねーな。そう思いながら、カナタはドアを開ける。先程からドアをノックし続けている人物がいるのだ。露天風呂で散々な目にあったあと、こっちは明日の交流戦の戦術を練っているというのに。

「……げっ！」

「会って第一声が『げっ！』って……いくらなんでもひどすぎっ！」

　ドアを開けた先には、制服を纏まとったミソラの姿があった。手には、ステンレス製の蓋ふた付つきのトレーを抱かかえている。

　入浴後にミソラたちは夕食を摂とったのだが、いつまで待ってもカナタが姿を現さない。もしかしたら部屋に籠こもりきりなのではないか？　そう察しをつけたミソラが、わざわざ食事を持ってきたのだ。

「わりーわりー。お風呂のことで怒おこられると思って……」

「？　何の話よ？」

「さーな。ま、とりあえず中に入れよ」

　ミソラが入ったのを確認してドアを閉める。

　部屋はワンルームだ。カナタが使用していた机の他には、ベッドぐらいしかない。机の上には、どこから入手したのか対戦相手の資料が散らばっている。

「……これ。夕食……ですっ！」

　ミソラは机の上に銀色のトレーを置くと、自分はベッドに腰こしかけた。カナタがトレーの蓋を開ける。中にはハムサンドが入っていた。パンは水を含ふくんだナプキンで包まれている。乾燥して固くならないようにという配慮だろう。

　サンドイッチはモーニングメニューだ。ディナーバイキングには存在しない。

　ということは……ミソラの手作りということになる。

「お前、料理できたのか……っ!?」

「失礼しちゃうわね！　……で、ですっ！　あたしだってこれぐらいはできるわっ！　……ま、ますっ！　だって具を挟んでパンを切るだけだし」

「なんだか早口言葉の練習してるみたいだな」

「ちょっと！　それってどういう意味よっ！　……で、ですっ！」

　慣れない敬語に戸と惑まどうミソラ。そんな彼女を見て、カナタは思わず吹ふき出した。

「わ、笑わないでよっ！　こっちは一いつ生しよう懸けん命めい敬語使おうとしてるのに……っ！」

「わりーわりー。とりあえず、サンドイッチをもらうぞ……」

　ひと口齧かじってみて、カナタはすぐにミソラの工夫に気づいた。

　それとなく声に出してみる。

「旨うまいよ。料理人の心こころ遣づかいが感じられるな」

「べ、べつに心遣いなんて、し、してませんけど……」

　ミソラがとぼけてみせる。

　まだまだ甘いな、とカナタは具体的に指摘する。

「でもこれ。ちゃんとレタス抜ぬいてある。俺がレタス嫌きらいなの覚えててくれたんだろ」

「～～～～っ！　ど、どういたしまして……っ！」

　貌を赤らめながら、ミソラが上うわ擦ずった声で告げた。

　こいつのこういうところが読めないのよね。普ふ段だんは掴つかみどころがないけど。でも、ちゃんと人を見てるし。

　ミソラは自分の胸へと手をやる。

　この部屋に来る前後で、明らかに違うことがある。

　なんだかこう……想った事を素直に口にできないのだ。照れ臭くさいとでもいうのだろうか。食堂の調理場を借りて料理を作ったのだって、カナタのことが気になっていたから。

　やっぱりあたしはこの人のこと……

「どうしたんだよ。貌が赤いぞ」

「な、なんでもないわよっ！　……で、ですっ！」

「……ミソラ、頭が痛くなるから普ふ通つうに話していいぞ」

「け、敬語くらい簡単に扱あつかえるようになるはずだから……ま、まだ使うもんっ！」

　結局、意地になって譲ゆずらなかった。

　それから幾いくつか最近の話をした。ミソラの話だ。ミソラが父親の近きん況きよう報告や、最近読んだ小説の感想などを漏もらす。カナタは「ふーん」と聞きながら、資料に目を通して戦術を練っていた。時折ミソラに「どう思う？」と質問されて的確に答えているので、聞いていないということはない。

　それからしばらくして、ミソラが唐とう突とつに切り出す。

「ねえ、カナカナ」

「……お前なー」

「じゃあ、カナチュー。カナヤン。カナタック。カナチン。カナちゃんとかはどう……ですか？　えーっとね、一番のお勧すすめは、カナヤンです。なんかこう、あんたってヤンキー面づらだから」

「ヤンキー面って……。俺の面構えでヤンキー面なら、お前の親父おやじなんて強こわ面もてのマフィアじゃねーか」

「そう？　あれでなかなか愛あい嬌きようがあるのよ。この前始めた屋台も好調だし。それで、あだ名なんだけど……どう、ですか？」

「そう言われてもな……」

「二つ名も考えてみました。戦せん慄りつのカナタ、衝しよう撃げきのカナタ、漆しつ黒こくのカナタ、天てん衣い無む縫ほうのカナタ。他には──」

「いや、もういいし。なんか即そつ興きようくせーな。……シンプルなので頼たのむよ」

「じゃあ……カナタ」

「うーん、それは悪くねーな」

「ち、違ちがうっ！　やっぱり最後のは無しでっっっ！　いまのあだ名じゃないし。それに馴なれ馴なれしすぎるし……」

「そうか？　俺はいいと思うけど……」

「あ、あたしがよくないっ！　……ですっ！　また考え直すわ……ま、ますっ！」

　と、ミソラは本題に入る。

「あの、レクティのお願いの件は……？」

「ブレアと一対一で勝負したいっていうレクティの願いは、俺も叶かなえてやりたい。ミソラはどう思う？」

「……あんなに頑がん張ばったレクティの頼みだから、あたしは絶対にそうさせてあげたいですっ！」

「そうだな。それと、リコとユーリの関係についてはなんか変化あったか？」

「それなんだけど、二人はなんだか仲良しになったみたいだった……お、思いますっ！」

　小隊長としての威い厳げんのオーラにかけるミソラ。

　だが最近は、カナタの心中をほんのちょっぴり察せられる気がする。

「あ、あのっ！　もしかして交流戦について、なにか考えがあるんじゃ……」

「どうしてそう思うんだ？」

「こういう訊きき方してくるときって、いつもすごいことを考えてる気がし、しますっ！」

　にしし、とカナタが笑みを零こぼした。

　不敵なものではなく、もっと気の抜けた笑みだ。気の置けない間あいだ柄がらで見せるような。

　きっとみんなをあっと言わせるような、とんでもないことを考えてるに違いない。

「まーな。じつは、明日あしたのブリーフィングで話すつもりなんだけどさ……」







　交流学校三日目の朝。

　宿泊施設の会議室に集まったミソラたちは、説明を受けていた。プロジェクターで投とう影えいされた映像をもとに、カナタが戦術を伝えていく。

「ブレアの小隊の戦術は、《メルキア》の伝統的なもののはずだ。基本は各個撃げき破は。それも敵を分断するとかじゃなくて、それぞれ一対一の形で勝負する。一人一人が敵に張り付くことで、相手に極力連れん携けいを取らせないのが狙ねらいだ。だけど、弱点もある。さっき説明した方法で戦えば、ま、悪くはねーだろ」

　説明も終しゆう盤ばんにさしかかった。

　聞いているミソラたちは唖あ然ぜんとしている。よくもまあこんな奇き抜ばつな戦術を思いついたものだ、と。

　その中に、ぶるぶると震ふるえる者が一人いた。

　歯の根が合わず、まるで世界の終しゆう焉えんを迎むかえたかように脅おびえきっている。

「ま、こういうことだ。何か質問ある奴いるか？」

「そ、そんなわたしなんかが小隊長だなんて……っ!?　い、いいんですかっ!?」

　挙手せずにレクティが叫さけぶ。だが、カナタはそれを無視した。

「質問ある奴はいないな。じゃあブリーフィングはこれで……」

「カ、カナタさんっ！　そ、そのぅ……し、質問してるじゃないですかっ!?」

「質問のある奴は挙手してから言うように」

　カナタがわざとらしく教官っぽく振ふる舞まう。あたふたと手を挙げたレクティに、発言を許可する。

「わ、わたしなんかが……小隊長だなんて、みなさんは、ほ、本当にいいんですかっ!?」

「うーん。どうだろうな。全員の意見とか聞かなかったし……」

「そ、そんなぁ～～」

　周りの仲間たちから失笑が零れた。

　しょんぼりしたレクティの席へカナタは無言のまま近寄る。

　ふっと微ほほ笑えんだあと、カナタはレクティの前まえ髪がみをくしゃくしゃに撫でる。

「あ、あうあうっ!?　く、くすぐったいですっ!?」

「今回限りだよ。それになにも指揮をしろって言ってるわけじゃない。ただ小隊のエンブレムが刻まれたペンダントを首にかけろって言っただけじゃんか」

「あ、あのぅ……責任重大すぎなんですが」

　冗じよう談だんめかしていたが、説明自体に偽いつわりはない。

　今回レクティは、臨時小隊長だ。

　教え子たちへは、戦術的意図を含め、きちんと説明してある。

　そのため、重責を担になうレクティ以外の教え子は納得している様子だ。

「そのぅ……わたしのわがままを叶えるために、小隊長にしてもらったのはわかるんですが。でも、あのぅ……っ!?」

　また弱気が、とカナタは思う。もし万が一、自分がぽかをやって負けたケースを想定しているのか。それとも隊全体の命運を握にぎるという重圧か。

　いきなり小隊長をやれと告げられて、首を縦に振ふれる者の数は決して多くない。尻しり込ごみする気持ちもわかる。

　だが、この機会に、レクティにはステップアップしてほしいのだ。

　カナタが説得しようする。と、ミソラが椅い子すから立ち上がった。

「ねえレクティ。あたしなら、ここはわがままを通すよ」

「………………」

「じつは昨日の夜、今回はレクティが小隊長になるって話だけは聞かされてたの。そしていま作戦を聞いたから、レクティが小隊長になる必要性は、ここにいるみんながわかっているわ。でも、誰だれも文句をつける人はいない。つまりは、そういうことなのよ」

「………………」

「あたしはレクティならできると信じてる。だから、もう納得してるよ」

　いまのレクティに必要なのは、一ひと握にぎりの勇気だ。

「普段のレクティならきっと逃にげ出したくなる。でも、ぜんぜんおかしいことなんかじゃないわよ。責任ある役割が嫌いっていうのは、それだけ責任の重さを痛感しているってことだし。レクティが不安だったら、あたしたちがカバーするからさ、一いつ緒しよにやろうよ」

　毅き然ぜんとした説明に、場がしんっとなった。

　レクティだけではない。リコもユーリも目を瞠みはっていた。

　思わずレクティが漏らす。

「ミ、ミソラさん……っ！」

　リコとユーリが口々に言う。

「ふっ、ミソラの割にはまともなこと言うな」

「ええ。ミソラさん、さすが小隊長ですね」

　そしてレクティは──一大決心をする。

「……わ、わかりました。わたしがペンダントを、ひ、引き受けます……っ！」

　上う手まくいけば、彼女は精神的に大きく成長することだろう。

　だが、カナタの視線はレクティではなく、ミソラへと注がれていた。

「？　なんですか？」

「いやなに。お前がすんなり俺の考えを受け入れたことといい、さっきの殊しゆ勝しような態度といい……まあ、なんだ。これからもよろしく頼むよ。小隊長」

　それとなく口の端はしが吊つりあがって見えたのは、ミソラの気のせいではないだろう。






　第四章　決戦







《ミストガン》と《メルキア》の交流戦は、闘とう技ぎ場で全七試合が催もよおされる。

　互いの学校から選出される小隊の数も七つ。双そう方ほう合計で十四の小隊が参加する計算だ。

　一小隊一戦が原則で、勝敗にかかわらず全ての交流戦が催される。

　昨年《ミストガン》は《メルキア》に二対五で負け越こしており、今年はぜひ勝利しておきたいところだった。

　すでに第一戦が開始しているが、カナタたちは最終戦の第七戦。

　午前最後の試合なので、余よ裕ゆうを持って会場入りできた。

　試合直前の控ひかえ室しつ。緊きん張ちようで静まり返っている。

　今朝説明した戦術を簡単に確認し、カナタは控室をあとにしている。

　お前らは充じゆう分ぶん強いから大だい丈じよう夫ぶだよ、と言い残して。

　そしてＥ６０１小隊は進行係に案内され、闘技場のフィールドへと入場した。

　間を置かずして、爆ばく弾だんでも爆ばく発はつしたかのような歓かん声せいが会場を包み込んだ。

　注目度は抜ばつ群ぐんだった。

　なにせ、この日の交流戦の戦績は三勝三敗。全くの互ご角かく。

　つまり最後の第七戦で勝利すれば、総合優勝が決定するからだ。

《メルキア》側の観戦席からは、大だい声せい援えんが飛ぶ。

　対する《ミストガン》側は、Ｆランク小隊の登場に戸と惑まどっている様子だ。

　すでにブレアたちは会場に姿を現していた。それぞれが横列を組んで滞たい空くうし、ミソラたちがやってくるのを待ち構えている。

　お互たがい小隊長同士が向かい合うようにして立つ構図を取るため、レクティはブレアの正面に滞空していた。

　レクティの首には二ふた振ふりの槍やりを携たずさえた戦いくさ乙女おとめのペンダント。このペンダントを取られるか、身につけた者が撃げき墜ついされた時点で試合終了だ。

　小隊内で一番の実力者が身につけるもののはずだが……ブレアが怪け訝げん顔をする。

「そなたが小隊長だと……っ!?　なぜ特務のユーリ・フロストルではないっ!?　ふざけているのかっ!?」

「あ、あのぅ……ふ、ふざけてなんか、い、いませんっ！」

　どうにか言い返し、そしてきっぱりと宣言する。

「ブレアさん、今回わたしが小隊長です」

「このような落ちこぼれが小隊長とは。《ミストガン》はこの勝負を捨てたようだな」

「す、捨ててなんかいません……っ！　わたしたちは勝つつもりでここに来ました」

「まあよい。私はカナタ・エイジと戦えればそれでいいからな」

　あくまでブレアは、レクティを脅きよう威いとみなさない。一昨日おととい圧勝したのだ。当然のことだろう。

　ただひたすら強い相手を求め、戦い続けるブレアのスタイル。

　次の目標は、カナタだ。

　ミソラがブレアを指さし、告げる。

「レクティを甘く見ると痛い目見るんだからねっ！」

「ふっ、ミソラ。キミは小隊長でもないのに偉えらそうだな」

「だ、誰が偉そうよっ！　リコだって小隊長じゃないくせにいっつも偉そうに……っ！」

「当たり前だ。わたしはすでに超ちよう自然的な存在だからな」

　リコがブレアを指さし、告げる。

「所しよ詮せん貴様はただの人間だ。女神であるわたしの敵ではない」

「リコさん。それじゃドン引きされるだけですよ……」

「ふむ。ユーリ、今日はよろしく頼たのむぞ」

　軽く脱だつ線せんしたあと、真しん剣けんな貌かおでミソラたちがレクティに声をかける。

「レクティ、ブレアが怖こわかったらいつでもあたしに声をかけなさいよ」

「ふっ、困ったらわたしに声をかけろ。ブレアなど一発で撃墜してやる」

「わたしも少しは頼たよりにしてくださいねレクティさん」

「は、はいっ！　みなさん、よろしくお願いしますっ！」

　いまのレクティに迷いはない。

　ブレアを前にしても堂々としていた。

「行くわよっ！」

　ミソラたちがそれぞれのポジションへと散っていった。







　闘技場。天てん井じように補強が施ほどこされたＶＩＰルーム。

　一番見晴らしがいい窓まど際ぎわの席にカナタ・エイジの姿はあった。

　試合開始を告げる赤色の発はつ煙えん弾だんが上空に高々と上がる。

　同時に、ブレアたちが動いた。

　ブレアたちの戦術は《メルキア》の伝統である各個戦せん闘とう。

　実力のある四人がミソラ、リコ、レクティ、ユーリを担当し、一人一殺の戦法だ。

　ポジションによる陣じん形けい戦術の有用性を無視して、ミソラたちへと肉にく薄はくする。

　対するミソラたちの戦法は、これまでの定石セオリーを覆くつがえすもの。

　レクティとミソラ、ユーリとリコ、近接系と射しや砲ほう撃げき系で二人一組ツーマンセルを組み迎げい撃げき。

　ペアごとに戦闘を開始したため、戦闘は二カ所で勃ぼつ発ぱつした。

　四人全員で連れん携けいして迎撃するのが定石だが、そのつもりはないらしい。

　序じよ盤ばんから意味不明な試合展開。解説役の学生が言葉に詰つまる。

　観衆たちにも、ミソラたちの戦術の意図を推おし量はかる術すべがない。

　そんなとき、ＶＩＰルームのドアが開かれ、カナタの席の隣となりに腰こしを下ろす人物がいた。

　カナタがその人物を一いち瞥べつする。

「なんだよ？　哨しよう戒かい任務疲づかれか？」

「まあね。どこかの誰かさんが律りち儀ぎな後こう輩はいさんまで引き連れて休むんだもん。そりゃわたしとロイドが疲れちゃうよ」

「ふーん、どうりでクマができてるわけだ」

　機き嫌げんを損そこねたクロエが、椅い子すから立ち上がって無言のままカナタの正面へ。そして脛すねを蹴けり上げようとする。

　だが、カナタはすっと足を上げ、そのまま椅子の上で胡坐あぐらをかいた。

「へっ、そう何度も喰くらうかよ。……どわっ！」

　カナタの椅子の足が弾はじけ飛び、彼はそのまま床に落ちる。クロエが指先から魔ま力りよく弾だんを放ったのだ。

「お、おいっ！　特務がそんなことしていいわけっ!?」

「えっ、なに言ってるの？　教育的指導だよ？　（にこにこ）」

「げっ、俺教官なんだけど……」

「それ以前に、わたしの部下だから（にっこり）」

「はあー……。ま、いっか」

　天使のような微ほほ笑えみと、その裏に隠かくされた無言の重圧に、カナタが屈くつした。それから気を取り直し、べつの椅子を持ってきて、再び窓際に座った。

「なあクロエ。この勝負どっち勝つと思う？」

「さあね。勝負っていうのはどっちが勝つかは最後になるまでわからないよ。でも、基き礎そ能力なら、《メルキア》の小隊かな」

「ま、誰が見てもそうだろうな」

《ミストガン》側の人間で、ミソラたちが勝つと信じている人間は殆ほとんどいない。リリィたちのＢ２２７小隊との模擬戦を目もく撃げきした者でさえ、まぐれ勝ちと思っている。

　ミソラたちのファンやサポーターは、まだ一人もいない。

　懐なつかしいと、カナタは思った。最初は自分たちもこんな感じだった。

　予科一年生三人だけで構成された小隊は連戦連敗。周囲からは弱小呼ばわりされて、何度も解散するように勧すすめられた。

　たまに勝っても、まぐれ勝ち扱あつかいでロクに取り合ってももらえなかった。

　そんなカナタの心情を見み透すかしたかのように、クロエが言う。

「わたしたちの戦いだってさ、きっと最初はこんな感じだったんだよね」

「まーな。最初は予科一年生三人の小隊って笑われまくりだったからな」

「うん、ぜんぜん勝てなかった。特にカナタが教官の指示聞かなかったせいで」

「えっ!?　俺空気読んでたじゃん……」

「教官に反はん抗こうしまくりだったじゃないのっ!?　おかげでわたしとロイドが何度説教されたことか……」

「いや、空気読んだ上で反論してたんだよ。だってさ、俺たちの一生を左右する時期に、ヘタな教官から指導受けたくねーだろ」

「それはわかるけど……」

　カナタが反抗さえしなければ、もっと円えん滑かつだったと思うんだけどなー、とクロエがしみじみつぶやいた。

「だからあれでよかったんだよ。そのお陰かげで、いまこうしていられるんだからな」

　いまこうしていられる、ね。クロエが切なそうな瞳ひとみをした。

　たしかに当時のメンバーはみんな強くなることができた。だが、当時と現在とでは決定的に異なる点がある。

　ねえ、カナタ。クロエが内心でつぶやいた。なんでカナタはあの事故から小隊活動に参加してくれないの……？







　リコ・ユーリペアの戦闘空域──

《メルキア》側からは、レイピア使いの魔ま剣けん士しと、ショットガン使いの魔ま銃じゆう士がこの空域に臨のぞんでいた。

『く……っ！』

　戦闘開始早々。ユーリはレイピア使いの魔剣士に包囲されていた。包囲といっても、レイピア使いが分身しているわけではない。

　七つの魔ま鋼こう球きゆうが、ユーリの周囲を絶え間なく飛び交っているのだ。ルーン文字が刻まれた魔ミ装ス錬リ金ル製の鋼球。レイピア使いが思念で操あやつるものだ。

　魔鋼球のひとつが背後から迫せまる。気配に気づいたユーリが、振ふり向きざまに魔ま槍そうを振るった。

　直ちよく撃げき。ユーリの槍撃を受けた魔鋼球が切断される。

　だが、その間に一気に間合いを詰めたレイピア使いが刺し突とつ技を放ってくる。

　ユーリは適度に魔槍で反はん撃げきしつつ後退した。

　先程から魔鋼球に囲まれ、翻ほん弄ろうされている。相手は《メルキア》の代表に選ばれる実力者。レイピア状の魔剣と、魔鋼球を併へい用ようする演算処理能力の持ち主。強敵だ。

　だが、ユーリは唇くちびるをきつく結び、魔槍を構えなおす。

　彼女にはまだ余よ裕ゆうがある。魔ま力りよく量にも、精神的にもだ。

　問題があるとすれば……

『リコさん、そっちの状じよう況きようはどうですか？』

『大いに問題がある』

　戦闘開始以降、相手から逃にげ回り続けているリコが返事をする。

　ショットガン型の魔銃を持つ相手に彼女はマークされていた。

　魔力散さん弾だんを駆く使ししての絶え間ない射しや撃げきに、彼女は翻弄されつつある。

　その結果、リコとユーリの連携は分断されていた。

　ミソラたち三人の中では、抜ばつ群ぐんの戦闘センスを持つリコだが、《メルキア》の経験豊富な代表選手に苦戦しているようだ。

　相手の魔銃士に、応射しながらリコが苦い表情をする。

『なにが問題なのか訊きかないのか？』

『この状況なら、訊かなくたってわかります！』

　言い捨て、ユーリが相手の魔剣士による、レイピアの刺突を魔槍の柄えで防ぐ。

　ユーリとしては、リコの救きゆう援えんに向かいたい。

　だが、この包囲から抜ぬけ出す隙すきは簡単には見つからない。

　せめてリコさんと担当する相手を逆にすることができれば──

『リコさん。わたしのほうへ逃げてきてください。連携が必要です』

『そうしたいのは山々だが、こうもマークが厳きびしくてはな……』

『大だい丈じよう夫ぶです。一度限りですが、隙は作れます』

　言いつつ、ユーリはレイピア使いを警けい戒かいしながら、魔剣を展開する。

　右手に魔槍、左手に魔剣の変則的な武装。

　ユーリの意図を測りかね、レイピア使いは魔鋼球とレイピアを一いつ瞬しゆん引き、身構えた。

　左手を大きく振りかぶるユーリ。

　そして、左手に持つ魔剣を投とう擲てきした。

　あらん限りのチカラで投擲された魔剣は、ぐんぐんと飛ひ距きよ離りを伸のばし、ユーリの右斜め下方──リコと魔銃士がいる空間へ突つき進む。

　そして、リコへと執しつ拗ような射撃を繰くり返す魔銃士へと襲おそいかかった。

　ユーリが放った魔剣が、魔銃士の視界を掠かすめた瞬しゆん間かん。魔銃士の注意がリコではなく、魔剣を投擲したユーリへと向いた。

『いまですリコさんっ！』

『……わかった』

　注意が逸それた刹せつ那な、リコは一気にユーリがいる空間へ逃とう走そうする。

　ユーリのすぐそばを飛行するリコ。

　リコの顔色が青白くなっているのを、ユーリは見み逃のがさなかった。

　スタミナの消しよう耗もうが予定より激しい。

『一時的に魔銃士もわたしが引き受けます。リコさんには、レイピア使いの警戒をお願いできますか』

『……ああ。すまない』

『ふふっ』

『なにがおかしいんだ？』

『いえ。リコさんの口から、すまない、なんて言葉が聞けるなんて思っていませんでした』

『ふっ、光闇の皇帝カオスエンペラーは報ほう恩おん謝しや徳とくにして寛かん容ようなんだ』

　減らず口を叩たたくリコ。ユーリが後ろを振り向いた直後に、散さん弾だんが放たれる。

『リコさんを苛いじめすぎです！』

　ユーリは魔槍をバトンのように高速回転させ、散弾を防ぐ。

　そこへユーリの背後からレイピア使いが迫りくる。だが、間かん一いつ髪ぱつのところで、フリーになっていたリコが狙そ撃げき。容易にユーリに近づかせないようにする。

　これがリコとユーリの限界。現状ではせいぜい撃げき墜ついされないようにするので精せい一いつ杯ぱいだ。

『……どうやらあまり長く保もちそうにはありませんね』

　悔くやしいが、これが《メルキア》代表との実力差のようだ。







　一方。ミソラ・レクティペアの戦せん闘とう空域──

《メルキア》側からは、ブレアと大たい剣けん使いの魔剣士がこの空域へと臨んでいた。

　……リコとユーリさんは、善戦してるみたいだけど。

　しかしカナタの読みでは、魔力量の差からそのうち相手に上回られて、チカラ負けするらしい。

　現在、ミソラはひたすら逃げの一手を投じ続けている。

　後方から接近しようとする大剣使いの魔剣士を、お得意の加速力で引っぺがそうと奮ふん闘とうしているのだ。

　ミソラを狙ねらうのは、代表小隊に選せん抜ばつされた実力者。正面切って渡わたり合えば、万に一つもミソラに勝機はない。

《メルキア》側の観戦席から、盛大なブーイングが沸わき起こる。

　不意に大剣使いが、ミソラの正面に姿を現した。ミソラの素人しろうとじみた単調な飛行軌き道どうを予測し、回り込んだらしい。

『く……っ！』

　ミソラの額から脂あぶら汗あせが流れる。ここで撃墜されるわけにはいかない。

　まだ魔力シリンダーに魔力が、ぜんぜん溜たまっていないのだ。

　この激戦の最中、溜められる魔力の量など微び々びたるものだ。しかも、相手に接近を赦ゆるせば、ミソラの実力では生き残れない。

　だが、今回彼女は一人で逃げているわけではなかった。

『ミソラさんへ手出しはさせません……っ！』

　ミソラの視界には、颯さつ爽そうと迫り来るレクティの姿。大剣使いの一いち撃げきを躱かわし、一気に乱らん舞ぶの如ごとき連撃を叩きこむ。その剣勢で大剣使いを怯ひるませ、大剣を盾たてにさせ、一いつ旦たん退ひかせる。

『あ、ありがと！　助かったわレクティ』

『ど、どういたしまして……っ！』

　ちょこんとレクティがお辞じ儀ぎしようとしたときだ。

　上空から武人の如き咆ほう哮こうが響ひびき渡る。

『でやああああぁぁぁァァっっっ！』

　急降下してきたブレアが、レクティへ二ふた振ふりの双剣を重ね合わせた斬撃。咄とつ嗟さに気づいたレクティが、どうにか魔双剣で受け止める。

『どうしたレクティ。あれだけ大口を叩いていたが、この程度か』

　鍔つば迫ぜり合いを演えんじたあと、レクティはブレアの魔双剣を押し返し、間合いを取る。そしてすぐさま背中を向けて、ミソラとともに逃走した。

　まるでブレアとの戦闘を回かい避ひするかのように……

『ただ逃げるだけしかない落ちこぼれが。……逃のがさんっ！』

　ブレアが、レクティを追つい撃げきする。だが、レクティはミソラとともに逃げ回るだけ。

　格上相手に、逃走すら必死の様子だ。

　と、今度はブレアがレクティの進行方向へと回り込むことに成功した。

『私の相手をせず、仲間と一いつ緒しよに逃げ続けるだけか』

　武人のような険しい双そう眸ぼうがレクティを睨にらみ据すえた。

『た、ただ逃げてるんじゃありません。勝つためです……っ！』

『ふんっ！　口先だけは達者なようだな……っ！』

　ブレアが言い捨て、剣神と奉たてまつられし最強の魔双剣術同士が衝しよう突とつ。

　それは二に閃せん十じつ殺さつの剣けん戟げきの応おう酬しゆうを意味した。

　無数の斬線が乱れ散り、交こう錯さくし、火花を撒まき散らす。

『私の前で、アイゼナッハ流魔双剣術をまだ使うつもりとはいい度胸だ』

『…………っ！』

『アリアを護まもれなかったそなたが、私に勝てると思うなっ！　姑こ息そくに逃げ回る臆おく病びよう者めっ！』

『……逃げているように見えるかもしれませんが、で、でも、あとできちんとブレアさんと決着をつけるつもりですっ！』

『言葉ではなく、行動にその者の本質は表れる。いま戦おうとしない者の言葉など、信用できるわけがあるまい』

『ほ、本当ですっ！　ブレアさんに、嘘うそを吐つくつもりはありませんっ！』

　乱れ散る刃やいばのような斬撃を、レクティはどうにか眼で捉とらえ、迎げい撃げき。相そう殺さいする。それでも防ぎきれない斬撃は後ろに下がることで躱す。ブレアの魔双剣術は、レクティに比べ、ずっしりとした重みのある斬撃だ。

　ましてレクティの動きはどこか硬かたさが残っている。小隊長としての気負いだろうか。

　完全に流りゆう麗れいなアイゼナッハ流魔双剣術とは言い難がたい。

　それでも、どうにかブレアの連撃をはねのけ、両者は再度間合いを取った。

　そのタイミングで、耳元の通信結けつ晶しようから逼ひつ迫ぱくした声。

『レクティ、援えん護ごお願いっ！』

　ミソラが大剣使いに再度追い詰つめられているらしい。

　代表小隊の選抜者ほどになると、フィールド制限を巧たくみに利用した追撃を果断する知恵があるのだ。

『……了りよう解かいですっ！』

　短く返事をし、レクティは再度ブレアに背中を向け、逃走した。

　すると、今度こそブレアは完全に侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを向けてきた。

『ふんっ！　また逃げるのか……』

　レクティが振ふり向きながら告げる。

『いまはそうするしかないんです。でも、あとでちゃんと……』

『抜かせっ！　そなたの言葉を誰だれが信じるっ！』

　蔑さげすむように言い放つ。

　口先だけの落ちこぼれに怒いかりを覚えながら、ブレアが追撃を再開した。










　闘とう技ぎ場。ＶＩＰルーム。

「二人一組ツーマンセル対二人っていう状じよう況きようを作り出すっていうのは、ユニークだね」

　カナタと並ぶように椅い子すに腰こしかけながら、クロエは冷静に戦闘を分ぶん析せきする。

「近接系と射しや砲ほう撃げき系のペアを作って、二人一組ツーマンセルで迎撃させるのが狙いなんだよね。でもさ、それなら最初から四人一組フオーマンセル対四人──つまり小隊対四人っていう状況を作り出したほうが、より高度な連れん携けいを生み出すことができたはずだよ」

「……小隊対四人、ね」

「うん。奇きをてらったのかもしれないけど、はっきり言って戦術のミスだね」

「……戦術のミス、か」

　クロエの指し摘てきは的確だ。今回の戦術は、最善の一手ではない。だからこそ、解説者や観衆も戸と惑まどっているのだ。

　だが、ミスを指摘されても、カナタは平然としていた。

「なあ。全体的に戦せん況きようはどう映る？」

「カナタの教え子さんたちは長くは保たないね。実力の差は明白だよ」

「………………」

「ユーリはともかくとして、ミソラちゃんたちの動き。特にレクティちゃんの動きが硬いね。自信をつけさせる狙いで小隊長をやらせたのかもしれないけど、慣れない小隊長に戸惑ってるみたいだし」

　クロエの言う通り、戦闘中のレクティは戸惑っている。

　だが、カナタは内心でクロエの考えを半分否定した。

　レクティが戸惑っていると見るのは、正しい。でも、レクティが小隊長に戸惑っているってのは違ちがうぜ。

　会話をしている間にも、戦況は悪化の一いつ途とを辿たどっている。

　リコ・ユーリペアの戦闘空域では、防戦一方だ。リコはチカラ及およばず追い立てられ、ユーリはかろうじて現状維い持じ。反はん撃げきの狼煙のろしが上がる気配はない。

　ミソラ・レクティペアの戦闘空域も似たり寄ったりだ。

　クロエの脳のう裏りで、ミソラたちの敗色が濃こくなっていく。

　ミストガン最強と謳うたわれる《寂滅姫ニルヴアーナ》が断言する。

「カナタが組織としての小隊を重視していることは、わたしもわかってるつもりだよ。でも、流れをこちらへ引き寄せるためには、現状を壊こわすだけの変化がほしい。このままだと敗北は見えてる。ミソラちゃんも大剣使いから逃げ回るのに必死で、魔ま力りよく収束もままならない。ほら、ようやくいまシリンダーが六分の一回転したところ。収束魔砲ストライクブラスターで一発逆転も狙えないから……このままじゃ絶対に勝つことができないよ」










　ミソラ・レクティペアの戦闘空域──

　依い然ぜんとして、状況は劣れつ勢せいだ。

　ミソラたちの逃とう走そうは、ついに限界を迎むかえようとしていた。二人揃そろって逃走を中断し、ライン際ぎわへ追い詰められた。その事実に加え、ブレアたちに頭上を押さえられ、二人とも地上のグラウンドへと足をつけていたのだ。

　そんな二人を睥へい睨げいするブレアと大剣使いの魔剣士。空中を浮ふ遊ゆうしながら、いまにも手にした獰どう猛もうな牙きばを突つき立てようとする。

　もうミソラたちに逃げ場はない。

　だが、彼女たちは冷静だった。

『レクティ、待たせたわ。いけるっ!?』

『……仕し掛かけるんですね。ミソラさん』

　二人はお互たがい貌かおを見合わせた。

　ブレアが上空から睥睨する。

『どうやらこれまでのようだな。こんなくだらない戦い、とっとと終わりにしてやるっ！』

　言って、ブレアたちが鋭するどく抉えぐり込むように降下する。

　上空から勢いをつけて急降下し、二人同時に接近戦を仕掛ける魂こん胆たんだ。

　そんなことをされれば、ミソラたちは手も足も出ない。なにせミソラの魔剣術は頼たよりにならないし、レクティが二人同時に相手にできるわけもない。

　万事休すだ。しかし──

『いいレクティっ？　三、二、一──いまっっっ！』

　ミソラの言葉に合わせ、レクティが急上じよう昇しようした。ブレアたちが進入する方向とは異なる方向だ。勢いをつけて急降下してくるブレアたちとは、入れ違いに彼女一人だけ上昇していく。

　仲間を見捨てるのか。ブレアがレクティにますます幻げん滅めつする。

　だが、その直後。ブレアが怪け訝げん顔になる。

　ミソラの魔ま砲ほう剣けんの銃じゆう口こうが、こちらを向いていないのだ。接近されれば、逃げ場などないというのに。

『どこを狙ねらって……』

　ブレアがつぶやく。

　と、いつの間にかミソラの射線の先にはレクティの姿があった。降下しつつあるブレアたちの側面を突ける位置取りだ。

　まさか味方へ向かって砲撃するのかっ!?　理解に苦しむブレアの眼前で、ミソラのシリンダー型魔力縮しゆく退たい炉ろが六分の一回転。可能な限りのチカラで砲撃を放つ。

『信じてるわよレクティ』

『お願いします。ミソラさん』

　ぐっと唾つばを飲み込んだミソラが、レクティに向かって砲撃を放つ。

　白銀色の魔力砲ほう撃げきが、レクティに向かって放たれる。その砲撃がレクティに直ちよく撃げきする瞬しゆん間かん、レクティは素早くそれを魔ま双そう剣けんで切り刻んだ。

　砲撃を炸さく裂れつさせることなく、器用に分断し、弾はじき飛ばしている。

　かつてＶＩＰルームで、ブレアが披ひ露ろうした技能の応用だ。

　そして次の瞬間。ミソラが放った魔力砲撃は、無数の小型砲撃となってブレアたちに降り注ぐ。

『ば、馬ば鹿かな……っ！』

　横よこ殴なぐりの雨のような砲撃に、ブレアたちは降下しつつも予定軌き道どうを逸それる。ミソラのいる場所ではなく、予定より側面に──三時方向へと流された。

　どうにか地上へ降下。予想外の痛手を被こうむったブレアたちが激げき昂こうする。

　せめてミソラだけは仕留めようと思い、ブレアが彼女がいるはずの場所を見やった。

　だが、すでにそこに彼女の姿はない。

　好戦的なブレアの性格は織り込み済みだ。

『あたしはここよっ！』

　地上のブレアたちの頭上を取るように、空中にミソラの姿があった。こちらへ向かって魔砲剣を腰だめに構えている。

　警けい戒かいし、身構えるブレアたち。

　ミソラの砲撃を躱かわしきる自信なら、充じゆう分ぶんにあった。

　それが自分に対し向けられた砲撃であるなら……

『覚かく悟ごしなさいっ！』

　言い捨て、ミソラは地面に向かって数発の砲撃を叩たたきこんだ。ちょうどブレアたちがいる辺りの地面だ。

　大量の粉ふん塵じんが舞まい上がり、ブレアたちの姿が包まれる。

『……小こ賢ざかしいっ！』

　煙えん幕まくによる目め眩くらまし。次に来るのは、レクティの接近戦か。

　いつ強きよう襲しゆうを受けてもいいように、ブレアが身構えた。

　だが、予想した展開は訪れなかった。

　粉塵が晴れたとき、ミソラとレクティの姿はどこかへ消え去っていた。










　闘技場。ＶＩＰルーム。

《メルキア》側の観戦席からブーイングが生じる。逃げるミソラたちへ浴びせられたそれは、ＶＩＰルームのガラスを叩いていた。

「どうにか逃げ切れたみたいだけど……」

　ほっと安あん堵どしたのもつかの間。クロエは険しい表情を崩くずさない。

「でもこのままじゃ結局勝つことは……」

　クロエの指摘を遮さえぎり、飄ひよう々ひようとカナタが口にする。

「うん。このままじゃ勝てない。もとから二人一組ツーマンセル対二人で勝負して勝てるなんて思ってねーからな」

「…………っ！」

「正せい攻こう法ほうじゃ勝ち目なんてなかったんだよ。相手は《メルキア》の代表小隊だ。さっきクロエの言った通り、小隊対四人で戦ったとしても、チカラ負けは免まぬかれない。地力と経験に差がありすぎるからな」

「でも、それじゃミソラちゃんたちは……」

　言いかけ、クロエは口を閉じる。

　カナタは負ける戦いはしない主義だ。一見すると無理や無む謀ぼうそうに映る行動の裏に、必ず思おも惑わくが存在している。

　きっと今回も考えがあるはずなのだ。

「問題ねーよ。四人同時に相手にするから勝てないんだ。なら、四人相手に戦わなけりゃあいいじゃんか」

「四人相手に戦わない……？」

「そ。さっきクロエが言った四人一組フオーマンセルの小隊として戦うっていう方針は、俺も織り込み済みだったんだよ。でも、四人一組フオーマンセル対四人でも、ミソラたちは勝てない。まだ実力に開きがある。なら、どうすれば勝てる？　──そのための布石が二人一組ツーマンセル対二人なんだよ。最初に戦せん闘とう空域を二つ作ったのには狙いがあるんだ」

「狙いって言われても……」

「ヒントをやるよ。あれ」

　カナタが指さした先には、どこかへ向かって一目散に飛行するミソラとレクティの姿があった。

「態勢を立て直したブレアたちが追いつくまでの僅わずかな時間。ミソラとレクティがフリーになってる」

　爆煙の中から姿を現したブレアたち。だが、爆煙で眼が霞かすむのか、ミソラたちの姿を捉とらえていないようだ。

　観衆には、ミソラたちが逃にげ出すようにしか映っていなかった。

　ブーイングの嵐あらしが吹ふき荒あれている。

　その結果ミソラとレクティがフリーとなっていた。そしてブレアたちのマークを外した二人が向かう先には──リコ・ユーリペアの戦闘空域。

　その過程から導き出される結論を想像して、クロエの瞳ひとみが驚きよう愕がくに見開かれた。

「ま、まさかこれを狙って敢あえて二人一組ツーマンセル対二人の状じよう況きようを作り出したの……っ!?　最初に二人一組ツーマンセルで戦ったのは、戦術的連れん携けいを狙ったものじゃなくて、反撃への布石だったっていうことっ!?」

「ああ。そういうことだ」

　いつの間にかカナタが勝負師の貌をしていた。

「そして、ここがＥ６０１小隊としての勝負どころだ。本当の勝負はまだ先だけどさ、でもここでミソラたちが本領を発揮することができれば、観衆のブーイングを止やめさせて、全ての予想を覆くつがえせる」

「…………っ！」

「へっ、弱者には弱者の戦いがある。圧あつ倒とう的てき戦力差を前に、背中を向けて戦うっていうのも度胸のいる決断なんだぜ」







　リコ・ユーリペアの戦闘空域──

　し、しまった……っ！

　ユーリが自責と後こう悔かいの念に駆かられたときは、もう遅おそかった。

　直上、真後ろ、左斜ななめ下方の三方向から同時に魔ま鋼こう球きゆうが迫せまる。同時に処理できるのは、せいぜい二方向まで。三方向はユーリの手に余る。

　真後ろの魔鋼球を石いし突づきで打ち、続く直上の魔鋼球を穂ほ先さきで貫つらぬく。だが、最後の左斜め下方からの攻こう撃げきは防ぎようがない。

『ユーリ、危ないぞっ！』

　リコが狙そ撃げきしようとするが、照準が定まらない。

　ユーリが撃げき墜ついされるのを覚悟したときだ。

　急速に飛来した白銀色の魔力砲撃が、左斜め下方の魔鋼球を直撃した。

　あらぬ方向からの攻撃に魔鋼球は即そく座ざに消しよう滅めつする。

『助かりましたミソラさん』

　短く礼を述べるユーリの視線の先には、間かん一いつ髪ぱつで間に合ったミソラとレクティの姿。

　これこそがカナタの狙いだった。

　ミソラとレクティの参戦で、四対二と戦力差がひっくり返り、状況を覆す可能性が生まれる。

　カナタの予想では、ブレアたちが追い付くまで約三十秒。それも、あくまで希望的な数値だ。

　時間がない。すぐにミソラたちは動いた。

『ミソラさん、レクティさん。到とう着ちやく早々申し訳ないですが、リコさんをマークしている魔ま銃じゆう士の相手をお願いします』

『わかったわ！　レクティっ！』

『了りよう解かいです！　ミソラさんっ！』

　ミソラたちの視界に入ったのは、ショットガン使いの魔銃士に追い立てられるリコ。その姿は、猟りよう犬けんに追い詰つめられる野の鹿じかのようだった。肩かたで激しく息をし、限界を迎むかえているのか、応射をしても精度不足が否めない。

　正面からの射しや撃げき戦では、すでにリコに勝機はなかった。

　だが、その足元は違ちがう。

　白銀色の魔砲が、下方から魔銃士に向かって三射される。足元から突つき上げられるような砲ほう撃げきだ。ショットガン使いの魔銃士は回かい避ひと同時に、すでに満まん身しん創そう痍いのリコではなく、地上方向から砲撃するミソラに応戦する。

『こっちよっ！』

　ショットガンの弾だん幕まくを掻い潜くぐりながら、ミソラがさらに発砲。完全に敵の注意を引きつけた。その瞬間──

『いまよレクティっ！』

『任せてくださいっ！』

　そのとき、突とつ然ぜん上空からレクティが襲おそいかかる。

　天頂方向から忍しのび寄っていたのだ。地上方向のミソラばかりに気を取られていたショットガン使いとの間合いを容た易やすく詰める。

　高低差を生かした挟きよう撃げき。

　──高低機動挟撃ステイープシザーズだ。

　レクティの気配に気づき、魔銃士が天頂方向を見上げる。だが、視界一いつ杯ぱいに迫るレクティの双撃は、すでに躱しようがなかった。右みぎ肩かたと左脇わき腹ばらにレクティの斬撃を受け、相手の魔銃士は糸の切れた操あやつり人形のように地上へと落下していく。

　瞬またたく間に、ショットガン使いの魔銃士を撃墜した。

　状況はさらに好転し、一時的に四対一になる。

　しかし、喜ぶのはまだ早い。

『ふっ、囮おとりがわたしという特上の存在だからな。周囲への警戒がおろそかになるのも無理はない。……さて次はユーリのところだ。いくぞ』

　ミソラとレクティとともに、リコが素早くユーリのもとへと飛行する。

　交戦中のユーリに、ミソラが尋たずねる。

『ユーリさん。ユーリさんの相手はいったい……』

『魔鋼球とレイピアを扱あつかえるようです。正直、攻せめあぐねています』

　ブレアたちがここに迫るまで、カナタの予測では残り十七秒。

　だが、魔鋼球が牢ろう獄ごくのように四人を包囲。これまでにない縦じゆう横おう無む尽じんの高速な動き。状況の不利を悟さとり、持久策に出たのだろう。迂う闊かつにレイピア使いには近づけない。

　無む慈じ悲ひに過ぎゆく制限時間。──残り十秒。

　ど、どうすればっ!?　ミソラが焦あせる。

　そんなとき、冷静に状況を見み極きわめる者がいた。

『魔鋼球さえなければいいのだろう』

　いつの間にかミソラの背後には、紅あか縁ふち眼鏡をかけたリコの姿。

　黒曜石のような瞳が虹にじ色いろの光こう彩さいを放っている。最上級固有探知スキル『千里眼』だ。

　ひと呼吸つき一いつ旦たん落ち着くことで、体力・魔ま力りよくともにやや回復したらしい。

『リコ……っ!?』

『あれでユーリは意外と話がわかる奴やつだし、それに先程危なかったとき助けてもらった借りがある。少しぐらい手助けするのもやぶさかではない。この眼なら見極めることができるからな』

　驚おどろいたミソラの前で、リコが魔銃を構えた。

　千里眼は、魔力強化における視神経の異常発達により、全周視野を獲かく得とくする。

　いまのリコは森しん羅ら万ばん象しようを認識できる。

　激しく動き回る魔鋼球の軌き道どうを捉とらえるだけでなく、簡単な軌道予測まで可能だ。

『ふっ、そこか』

　銃じゆう口こうの先には、高速で複雑に動き回る魔鋼球の姿。

　収束。照準。発砲。




　魔銃戦技──衝力壊射ベガバレツト




　強力な魔ま力りよく弾だんが、一射で魔鋼球を二つ射い貫ぬく。

　続けざまにもう一射。こちらも二つ撃げき破はした。

　驚きよう異いの狙撃率。

　千里眼により、全周視野を獲得したリコが魔鋼球の動きを見切ったのだ。

　突然の出来事に、レイピア使いが怯ひるみ、動きが鈍にぶくなった。

　リコが問う。

『いけるかユーリ？』

『もちろんですリコさんっ！』

　ユーリが素早く接近。相手のレイピア使いはユーリを迎げい撃げきする構えをみせる。

　空中で鋭するどい螺ら旋せん軌道をユーリが披ひ露ろうすると、魔ま槍そうに刻み込まれたルーン文字が蒼そう穹きゆう色の輝かがやきを放つ。

　接近するユーリの軌道に合わせ、相手が右手に構えるレイピアを突き出す。

　だが、ユーリの螺旋軌道を完全には読み切れなかった。

　レイピアはユーリの頭とう髪はつを撫なでるだけに留まり、直ちよく撃げきすることはない。

　そして彼女は特務の本領発揮とばかりに、槍そう撃げきを放つ。




　魔槍戦技──裂翔槍エアレイド・スピア




　渦うず巻まく疾しつ風ぷうを宿す穂先が相手の胸部へと直撃。瞬く間に撃墜してみせた。

　四人が合流してからおよそ二八秒。

　その間に《メルキア》代表を二人撃墜するという、まさかの大逆転劇。

　極ごく短時間の局所的優勢を作り出し、瞬く間に状況を覆した手て際ぎわの良さに、会場が一いつ瞬しゆん唖あ然ぜんとし、それから絶ぜつ叫きようの協奏曲に包みこまれる。

《ミストガン》側の学生たちが歓かん声せいをあげ、《メルキア》側の学生たちが悲ひ嘆たんの声を漏もらす。

　だが、観衆たちは自らの絶叫がこれに留まらないことをまだ知らなかった。

　カナタの次の策が、さらなる混乱の坩堝るつぼを生み出すことを……







　闘とう技ぎ場。ＶＩＰルーム。

「一時的にミソラちゃんとレクティちゃんをフリーにして、そこから一カ所に戦力を集中させるなんて……」

　想定が甘かった、とクロエは判断の誤りを認識した。均きん衡こう状態を維い持じすることばかりに捉とらわれすぎていた。

　まさか極短時間とはいえ、四対二の状じよう況きようを作り出すとは……

　闘技場にミソラたちの意図を読めた者が果たして何人いただろうか。

「チカラの均衡状態を維持して押しつぶすだけが戦術じゃねーからな。ま、ここまでは問題なしだな」

　その口ぶりは誇ほこるでもなければ、奢おごるでもない。ただ淡たん々たんと当たり前の事実を口にするものだった。

　興奮を抑おさえきれないといった様子で、クロエが手に汗あせ握にぎりながら言う。

「もしかしたら、勝てるかもしれないよ。この勝負っ！」

　勝率は格段に上がったはずだ。が、カナタはあっさりと否定する。

「いや、そう簡単にはいかねーよ。むしろ本当の勝負はこれからだ」

　そして次のミソラたちの行動に、会場はさらなる驚きよう愕がくに包まれる。

　今度はなぜか優勢なはずの《ミストガン》側の学生たちが悲嘆にくれ、圧あつ倒とう的てき劣れつ勢せいに陥おちいった《メルキア》側の学生たちが俄にわかに活気づき始めた。

　先程とは完全に逆の状態だ。

　眼の前でちょうど生じている意味不明なミソラたちの行動。

　この行動はついに、幼おさな馴な染じみのクロエ・セヴェニーの理解の範はん疇ちゆうすら越こえた。







　闘技場。フィールド上空──

　ミソラたち四人が揃そろって、ブレアと残りの大たい剣けん使いと対たい峙じする。

　ブレアも大剣使いも、ミソラたちの出方を窺うかがっているのだろう。

　こちらへ攻こう撃げきを仕し掛かけてこようとしなかった。

『あ、あのぅ……みなさん、申し訳ないんですが』

　レクティがおどおどと口にする。

『ここはですね。そのぅ……わたしのわがままなんですけど』

　なにを言いたいかはすぐにわかった。レクティにとって、これからの戦いは何事にも優先すべき戦いなのだ。

　レクティ・アイゼナッハの誇りと、矜きよう持じと、信念を込めて……臨のぞむべき戦い。

　ブリーフィングで説明があった通りの行動をするらしい。

『行きなさいレクティ』

『ふっ、眼にもの見せてやれレクティ』

『ふふっ、ここが勝負どころですよ。レクティさん』

　まだ何も伝えていないというのに、ミソラたちが背中を押してくれた。

　すごくうれしかった。

　でも、本当に伝わってるのか。まだちょっぴり不安だった。

　ミソラたちが最後まで言わせてくれなかったから。

『……あのぅ、ほ、本当にいいんですかっ!?　も、もしわたしが負けちゃったりしたら、みなさんも負けになっちゃうんですよっ!?』

　注目度抜ばつ群ぐんの交流戦で勝てば、最高の栄えい誉よを賜たまわれる。勝つために最善を尽つくすなら、より勝率の高い戦術を取るべきなのだ。

『ミソラさんとリコさんとユーリさんの頑がん張ばりが、全部報われなくなるんですよっ！』

　仲間がどれだけ頑張ってきたか、レクティは知っている。今日だって、格上相手に一歩も引かず戦い続けたのだ。

『ふっ、なにを言っている』

　そんな彼女の迷いを断ち切るかのように、リコが高らかに宣言する。

『わたしは普ふ段だんから頑張らないように心がけている。ゆえに、報われないという以前に、報われる頑張りが存在しない。だから好きにしていいぞ』

『リコさん……っ！』

　苦笑しながら、ユーリが告げる。

『勝つか負けるかやってみないとわかりませんしね。わたしがレクティちゃんと同じ年の頃ころは、カナタ先せん輩ぱいの隣となりを飛ぼうとしてよく撃げき墜ついされてましたし』

『ユーリさん……っ！』

　ミソラがさばさばした表情で嘯うそぶく。

『勝っても負けてもべつに気にしないわよ。あたしたちってこの間まで十二連敗してたのよ。しかもランキング戦で勝ったことないから、いまだに記録上は十二連敗だし』

『ミソラさん……っ！』

　それからミソラがレクティの肩かたをぽんっと叩たたいた。

『難しいことは考えないで、レクティの全力の想いをブレアにぶつけてきなさいよ。それが今日の小隊長としての役割なんだからさ』

『そのぅ……あ、ありがとうございますっ！』

　ぺこりとお辞じ儀ぎしたレクティがブレアへと一直線に向かっていく。ミソラたちは優しき魔ま双そう剣けん士しの背中を見守る。

　それからミソラたちは相手の魔剣士と向き合った。

『さてと。あたしたちはあと一人とっとと撃墜して、レクティの頑張りを見守ってやろうじゃないの！』

『では、いきますっ！　ミソラさん、リコさん。援えん護ご射しや撃げきをお願いします！』

『やれやれ。わたしはもう疲つかれきっているんだがな』







　闘技場。ＶＩＰルーム。

「どういうこと？」

　尋たずねるクロエの視線の先には、一対一でブレアと対決しようとするレクティの姿があった。

　小隊長同士の一対一の勝負。無む謀ぼうを通り越して言葉も出ない。

　なぜかミソラ、リコ、ユーリは三人で大剣使いの魔剣士へ挑いどみ、ブレアとレクティが一いつ騎き打うちをするのだ。

　小隊長が負ければ、その時点で試合は終しゆう了りようだというのに……

「なんで四人固まって戦おうとしないの？」

　不敵な笑みを浮うかべ、カナタが答えた。

「へっ、じつはさ、レクティっていつもおどおどとして、自分からわがままを言うことって殆ほとんどねーんだよ。そんなレクティが俺とＥ６０１小隊全員の前で、昨日一つお願いをしてきたんだ。『明日あしたの交流戦、ブレアさんと一対一で勝負させてください』ってな。これがどういう意味かわかるか？」

「この交流戦にかける想いは、誰だれよりも強いってことだよね」

「ああ、そういうことだ」

　カナタは静かに頷うなずいた。

「レクティのお願いはどうしても叶かなえてやりたい。でも、その前にまず小隊としてどちらが上か白黒つける。そのうえで、レクティのお願いを叶える。そうしねーと、余計な邪じや魔まが入るかもしれねーし、ミソラたちの成長に繋つながらねーからな」

　へっとカナタは不敵に嘯いた。

「なあクロエ。お前はレクティが慣れない隊長に戸と惑まどってるって言ってたよな」

「……うん」

「確かにレクティは慣れない小隊長に戸惑ってる。でも、レクティは小隊長としての判断や指揮に戸惑ってるんじゃない。そういう難しいことは全部ミソラに任せてある」

　有事の際の状況判断は全てミソラに任せてある。

　今回レクティにペンダントを預け、小隊長にさせてまで託たくした課題は、もっとシンプルなことだ。

「俺がレクティを小隊長にさせた狙ねらいは、ブレアの注意をひくためっていう戦術的なものでもなければ、自信をつけさせることでもない。本当の狙いは、レクティに小隊長だけが感じることができる一番大事なものを感じてほしかったからだ」

「……部隊の命運と、仲間から託される想いのことだね」

「そ。それに気づいているからこそ、レクティは戸惑ってる。でも、もとから負けられない理由があるレクティに、さらに負けられない理由が増えたんだ。俺たちはツイてるよ。もしかしたら本当のレクティ・アイゼナッハを目もく撃げきすることができるかもしれない」







　レクティ・ブレアの戦せん闘とう空域──

　超ちよう然ぜんと構えるブレアに対し、レクティがたった一人で立ち向かっていく。

『なぜそなたひとりで挑む？』

　高まり合った殺気が弾はじける前のことだ。

　問われ、レクティは答えない。なにを言ったところで、ブレアには通じないだろう。

　自分の想いを伝えるには、刃やいばを交えるほかない。

　アイゼナッハ流はチカラこそ全て──チカラなき者の言葉に価値はない。

『まさか勝てるとは思っておらんだろうな？』

『……勝ちます。そのためにここに来ました』

　決意を固めた貌かおつきで身構える。

　レクティの言葉の意味を理解し、逆上したブレアが斬きりかかってくる。

　気の探り合いなどは不要だ。どこにどう斬撃を撃うち込めば、攻撃が通るのか。相手の気の薄うすいところを探り、斬線を奔はしらせるイメージを描えがく必要もない。少しでも、僅わずかでも、些さ細さいで微び々びたる極少の隙すきを見つけたら、手あたり次第に撃ち込んでしまえばいいのだ。二に閃せん十じつ殺さつと呼ばれる神速の刃を。

　相手の隙をイメージするのではなく、実際の斬撃で潰つぶしていった先に勝利がある。それが神速の刃を持つ者同士の戦いだ。

『この程度でチカラでっ！』

『それでも、負けるわけには……いかないんですっ！』

　ブレアとレクティの剣けん戟げきが混じり合う。

　両者がともに弾けるように飛行しながら、接近と離り脱だつを繰くり返す巴ともえ戦せんの様相を呈ていした。ぶつかり合う剣戟の最中、無数の小さな火花が咲さき乱みだれ、斬線が結び合う。

『落ちこぼれがなぜわたしに抗あらがおうとするっ！』

『どうしても伝えたい想いがあるんです……っ！』

『アリアに怪け我がさせたそなたの想いを、なぜ私が聞かなければならないっ！』

『そのことは本当に申し訳ないと思っています。ごめんなさい、ブレアさん。それでも、わたしは……っ！』

　神速の剣戟が生み出す、斬線の真空状態。一度剣が通ったあとは、ごく僅かな間、真空状態になる。その空気が戻もどる僅かな間に、またどこからか新たな斬撃が放たれる。

　ブレアの圧あつ倒とう的てきな攻せめに、息いきつく暇ひまもなかった。

　レクティの額から大おお粒つぶの汗あせが零こぼれ落ちる。レクティが魔ま双そう剣けんを振ふり抜ぬく。もし体が酸素を求める要求に応じ呼吸回数を増やせば、剣戟が極僅かに遅おくれる。

　それは常人には気にならない隙だが、その僅かな隙をブレアはすかさず突ついてくる。そして容よう赦しやなく喰くらいつき、レクティの喉のど笛ぶえを噛かみちぎろうとする。

　刹せつ那なの隙を突く戦い。

　片時の油断も許されないというのに……レクティの額を伝わって、大粒の汗が眼に入る。

　乾かわききった眼に、塩分をよく含ふくんだ汗が染みた。

　意識して瞬まばたきする回数を減らしていたツケだ。

　瞬きすると、その分判断が遅れてしまうから。

　慌あわてて袖そでで拭ぬぐおうとして、その瞬しゆん間かんしまったとレクティは後こう悔かいする。

　勝敗を分けたのは、経験に裏打ちされた勝負勘かんだった。

『敵かなわないと知ってなお、私に挑んだ度胸だけは誉ほめてやる。だが、アイゼナッハ流魔双剣戦技を扱あつかえんそなたに勝機などない！』

　隙があったのは、一秒にも満たないわずかな時間だ。しかし、ブレアはそれを見み逃のがさなかった。ブレアの魔双剣のルーン文字が、白色の輝かがやきを放つ。

　同時に、ブレアは魔双剣で一いつ閃せん。




　アイゼナッハ流魔双剣戦技──斬ざん空くう閃せん




　真空刃を伴ともなった魔ま力りよく斬撃が、レクティへと浴びせられる。

　どうにか体勢を立て直したレクティも慌てて反はん撃げきしようとした。

　レクティの魔双剣のルーン文字が黄金色の輝きを発する。

　だが、不意に輝きを失い、レクティは魔双剣をＸ字に交差。防ぼう御ぎよの構え。

『くっ……』

　竜たつ巻まきが直ちよく撃げきする寸前。急降下し勢いを殺そうとして。

　同時に斬空閃が命中。レクティの体が激しくグラウンドに叩きつけられた。







　闘とう技ぎ場。ＶＩＰルーム。

「ねえいまの一いつ瞬しゆんさ。レクティちゃん、戦技を発動しようとして……」

「ああ。発動しようとして発動しなかったな」

　カナタが平然と告げる。

「じつはレクティは昨日まで事情があって、アイゼナッハ流魔双剣戦技を発動することができなかった」

　治ったと思って治っていないのが、『心の壁かべ』だ。

　心配そうにクロエが言う。

「発動できないのなら、勝機は──」

「言わなかったか？　俺は現い在まは発動しなかったって言ったんだぜ。できなかったとは言ってない。きっとなにか考えがあるんだよ」

「そう。そうかもしれないね……」

　なにか考えがある。

　クロエに言わせれば、その言葉は隣となりに座っている男に当て嵌はまる。

「そういえばさ……」

　ふと思い出したかのようにカナタが口にする。

「じつは交流学校のエキシビションを観ていたとき、レクティに言いかけた言葉があるんだよ」

　ＶＩＰルームにブレアが乱入した際に、言いかけていた言葉だ。

「この場にいる面子メンツでいえば、戦闘スキルが一番秀ひいでているのはレクティだ。もし運悪くレクティが強力な魔ま甲こう蟲ちゆうと一対一で戦うなんてことになったら。そのときは──本能に従って戦え」

　決して逃にげろとは言わず、戦って死ねとも言わない。

　カナタがその言葉を伝えようとしたのは、レクティのことを信しん頼らいしているからだ。信用ではなく、信頼だ。命を分かつ戦場に出る仲間と同じくらいに信頼している。

「レクティはあがり症でいつもおどおどしてる。それでも、アイゼナッハ流の十じゆう翼よく空くう騎きに選ばれたんだ。魔ま双そう剣けん術じゆつの才能に関しては底知れないものがある。そんなレクティがいま強敵相手に初めて全力を出そうとしているんだ」

　カナタが不敵な笑みを浮かべて、地上で刃を構えるレクティを見み据すえた。

「なあクロエ、見逃すなよ。俺たちはいま、エースが生まれる瞬間を目撃しようとしてるんだぜ」







　闘技場。グラウンド──

『レクティ！　聞こえるっ!?　ねえレクティっ!?』

　何度か同じ言葉が繰り返される。

　どのくらい気絶していたのだろうか。あまり長い時間ではないはずだが……

『き、聞こえてますっ！』

『大だい丈じよう夫ぶっ!?』

『は、はいっ！　だ、大丈夫ですっ！　ご心配をおかけしました』

　耳元の通信結けつ晶しように手をやり、慌ててレクティが返事をする。

　ふらふらした身を起こすと、ブレアがゆっくりとグラウンドに降下してくる最中だった。

　察するに、どうやらまだ撃げき墜つい判定は受けていないらしい。

「もう勝負はついた。諦あきらめろ」

《ミストガン》側の観衆には、ブレアの姿が地に舞まい降りた死神のように映った。

　あれだけの剣戟の結び合いに勝利し、いまもなお覇は気きを保っている。

　だが、レクティにはただのブレアだった。

「い、いいえっ！　ま、まだ諦めません……っ！　それに、わたしの全力を見てもらう前に、ブレアさんに訊ききたいことが残っていますから……っ！」

　八双の構えを取り直し告げると、ブレアが嘲ちよう笑しようした。

　アイゼナッハ流魔双剣戦技の直撃を受け、ダメージの蓄ちく積せきは限界に近いことに気づいているからだ。それに……全力を見てもらうと言っているが、これまで手加減していたようには見えない。

　おそらく──はったりだろう。

　だが、レクティは構わず話を先に進める。

「この勝負。ブレアさんが勝ったら、ブレアさんの願いを一つ聞く。その代わり……わたしが勝ったら──もしわたしが勝てたなら……ブレアさんはわたしの願いを一つ聞いてくれるんですよね」

「ああ。それがどうかしたか？」

「ブレアさんがわたしのことを、う、恨うらんでいるのはわかります。ですがこの勝負、もしわたしが、わ、わたしがブレアさんに勝てたなら──」

　真しん剣けんな意思を帯びた眼まな差ざしで、レクティはブレアにお願いする。

「──もう一度わたしと友達になってください……っ！」

　呆あつ気けにとられ、ブレアが目を瞠みはった。

「ば、馬ば鹿かなっ！　アリアに怪我をさせたそなたが、私に友達になれというのかっ!?」

「はい。アイゼナッハの鉄の掟おきてを、わたしはブレアさんと仲直りするために、使わせてもらいます……っ！　自分の想いを貫つらぬくために……っ！」

「……鉄の掟は絶対だ。そなたが鉄の掟で約束させようものなら、それは必ず護まもる」

「ありがとうございますっ！　これで心おきなく……全力が出せます！」

「なにを言って……」

　無言のままのレクティの魔双剣が黄金色の輝きを発し、光が弾はじけ飛んだ。同時に魔双剣の切先に位置する地面が爆はぜる。

　強きよう烈れつな魔力光が直撃し、抉えぐり込むかのようだった。

　見み紛まがうはずもない。いまの一いち撃げきは──アイゼナッハ流魔双剣戦技だ。

「そなた、いまなにをした？」

「……ブレアさん。わたし、アイゼナッハ流魔双剣戦技が使えるようになりました」

「………………」

「あのとき、アリアさんに怪我をさせる結果になって本当に悔くやしかったんです。悔しくて悔しくて……それでも、誰だれかを護りたいという想いを捨て切れなかったからこそ、《ミストガン》に入学したんです。そこで尊敬する教官のもとで、仲間とともに強くなることができました。だからこそ──今日はここで対等のチカラがあることを証明して、もう一度……もう一度ブレアさんの友達になりますっ！」

「い、いまさら何を言う……っ！」

　ブレアの双そう眸ぼうの険しさが一いつ瞬しゆん薄うすれたのをレクティは見逃さなかった。あがり症の頃ころだったり、怖こわがってばかりいた頃には気づかなかっただろう。

「あのとき、アリアを護れなかったそなたがいまさら──」

　ブレアが動いた。

　爪つま先さきが地を離はなれ、大地を蹴けりあげ、全力でレクティを斬きりつける。

「ブレアさんだって、自分を責めてるじゃないですかっ！」

　応戦しながら、レクティが叫さけんだ。

「ど、どういう意味だっ!?」

「一昨日おとといの夜は、怖くて気づきませんでした。でも、いまならわかりますっ！　あのとき、ブレアさんは手加減していましたっ！」

「わ、私が手加減しただとっ!?　　そんなことをして一体どんな得があるっ!?」

「きっとブレアさんは──」

「………………」

「──ブレアさんは、アリアさんを護れなかった、自分の無力さが悔しかったんじゃないんですかっ!?」

「う、うるさいっ！　黙だまれっ！」

　ブレアの魔双剣が奔はしる。

　レクティへ叩たたきつけられる衝しよう撃げき。だが、かつて強烈だったブレアの魔双剣術は見る影かげもない。

　満まん身しん創そう痍いのレクティでも受け止めることができた。

　なおも剣けん戟げきを結びながら、レクティが告げる。

「自分勝手でわがままだと思っています。でも、もう一度友達として、アリアさんにもちゃんと謝らせて頂きたいんです……っ！」

「黙れと言っているっ！」

「黙りません……っ！　わたしはブレアさんと友達になりたいから……っ！」

「そなたに私のなにがわかるっ！　あの日、アリアだけではなく、親友と思っていたそなたまで失い、その後アイゼナッハ流で一人になった私のなにがわかるっ！」

　叫び、ブレアの剣戟が荒あら々あらしさを増した。

　だが、叩きつける剣戟は、レクティへ届くことはなかった。

　レクティの動きが格段に鋭するどさを増している。体力的に疲ひ弊へいしているはずなのに、ブレアの剣戟を容易に寄せ付けない。

　なぜだ？　とブレアは黙もつ考こうする。

　考えている間にも、ブレアに幾いくつか鋭い斬撃が浴びせられる。

　わたしの心が動どう揺ようしているのか……？

　たしかにそれもあるだろう。だが、本質は違ちがう。

　レクティが成長しているのだ。ブレアという強敵と、自らの制限を解き放ち、極限状態で戦せん闘とうをすることで、レクティに秘められた闘とう争そう心が露あらわになっている。

「私はアリアを護るために必死だった。アリアの居場所を作るために必死だった。アリアを破門させないために成果を出し続け、アイゼナッハ流最強の魔ま双そう剣けん士しとなることを条件にアリアの居場所を作った」

「……ブレアさん。なら、これからはわたしも協力させてください。わたしも友達として関わらせてください」

　額を狙ねらったブレアの斬撃を精せい一いつ杯ぱい斬きり上げる。だが、どうにか斬り上げた直後、レクティが右手に握にぎる魔双剣が折れた。

　知らず知らずのうちに、剣けん身しんが軋きしんでいたのだろう。

　予想外の事態に、レクティの表情が一層険しくなる。

　肉体だけではない、武装も限界を迎むかえているのだ。ブレアの魔双剣〈スサノオ〉の改良型の方が、レクティの魔双剣〈アマノハバキリ〉より強度と威い力りよくにおいて優すぐれている。

　レクティに勝機があるとすれば……剣速。

　これまで幾いく度どとなく刃やいばを交える中で、剣速なら自分が僅わずかに優れていると感じていた。

　剣速。

　それはアイゼナッハ流で一番の長所であり、いまのレクティに残された全ての想いを貫ける唯ゆい一いつの可能性。

　……勝負に出るならいましかない。

　レクティは身を屈かがめ──跳ちよう躍やく。大きく間合いを取った。

　そして隙すきのない、真剣な貌つきで両者が向かい合う。

「アイゼナッハ流十じゆう翼よく空くう騎き、レクティ・アイゼナッハ。参りますっ！」

　名乗りながら、正面のブレアめがけて駆かけだす。

　その光景を目もく撃げきしたブレアが、自分と対等の戦士を見る眼差しを向けた。

　そして右手に握る魔双剣を投げ捨てた。

　一刀しか持たないレクティを、同じ一刀で正面から叩き潰つぶす。

　その行こう為いこそ、刃やいばが折れてもなお、自分へ立ち向かってくる勇者への礼れい儀ぎと心得ている。

「アイゼナッハ流千せん翼よく空くう騎き、ブレア・アイゼナッハ。押して参るっ！」

　遅おくれてブレアも、レクティめがけて駆けだした。

　レクティと同じく魔双剣は左手の一刀のみだ。

　両者は姿勢を低くして、地を這はう燕つばめのようなフォームで相手へ迫せまる。

　彼女らが手に握る魔双剣は、後ろに構えられている。

　そして切先が相手に届く距きよ離りに入った途と端たん、両者は後ろに構える手を前へと突つき出し、同時に技を放った。
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　アイゼナッハ流魔ま双そう剣けん術じゆつ──飛ひ炎えん衝しよう天てん撃げき

　アイゼナッハ流魔双剣術──飛炎衝天撃




　両者の放った、灼しやく熱ねつを纏まとう戦技が交こう錯さくする。炎ほのお変へん換かんの魔ま力りよくコーティングを施ほどこした魔双剣による神速の突きだ。

　二ふた振ふりの魔剣に凝ぎよう縮しゆくされたエネルギーが、激しく鬩せめぎ合う。周囲の大気は地を焦こがす熱風に煽あおられ、その熱風の余波は観戦席へも届いていた。

　一昨日の夜は、レクティの完敗だった。

　だが、今回は威力で負けていなかった。

　疲つかれ切った体であっても、レクティが全力で放った戦技。それはブレアより一足先に駆け出していた分の運動エネルギーと……彼女を信じてくれた仲間たちへの想いと、ブレアと友達になりたいというレクティの想いが込められていたからだ。

　そんなとき不意に、なにかが軋む音がした。

　見ると、ブレアの魔双剣に亀き裂れつが生じていた。その亀裂は次第に広がり、次の瞬しゆん間かん。圧力に耐たえかね、ブレアの魔双剣が音を立てて砕くだけ散った。

　同時に、競せり勝ったレクティの飛炎衝天撃が炸さく裂れつ。

　大気を揺ゆるがす爆ばく発はつが生じ、ブレアの首元にかけられたペンダントは鎖くさりが砕け、弾け飛んだが、ブレア本人は執しゆう念ねんでその場にとどまった。

『……そなた、なぜこうまで私に立ち向かうことができた？』

　苦く悶もんに貌を歪ゆがめたブレアが尋たずねた。

『な、仲間が……チカラを分けてくれたんです』

　憔しよう悴すいしきった表情でレクティが告げた。

　勝敗を分けたのは、コンマ数秒の差。剣速が制する戦いがここにあった。

『ふんっ、落ちこぼれの仲間か。そんなもの、やはりくだ……ら……』

　言いつつ、ブレアの意識が途と絶だえ、背中から地面に倒たおれ込んだ。

　その直後、試合終しゆう了りようを告げるブザーが鳴り響ひびいた。

　数瞬遅おくれて、会場からどっと歓かん声せいが沸わき起こる。鳴りやまぬ拍はく手しゆの中、疲れて身動き一つできないレクティが、その場で腰こしを落とした。

　いままで必死に抑おさえ込んでいた、恐きよう怖ふと重圧が解き放たれる。ただでさえ疲れているのに、さらにどっと疲れが押し寄せてきた。

　恐怖と疲ひ労ろうで震ふるえが止まらない。

　腰が抜ぬけ自力で立ち上がれなくなった体で、もう一生小隊長はやりたくない、とレクティは本気で思った。







　闘とう技ぎ場。ＶＩＰルーム。

「いい勝負だったね」

「まーな」

「なんだかさ、こうやって強敵に立ち向かってる姿を見ると昔を思い出してこない？」

「ん、昔のなにをだよ？」

「………………」

　カナタに問われ、クロエはどこか物もの憂うげな貌をした。逡しゆん巡じゆんする人間のみせる貌だった。

　そして覚悟を固めたのだろう。クロエが小さく頷うなずいた。

「ねえカナタ、今度はわたしから質問してもいい？　魔ま甲こう蟲ちゆうとの戦闘を仮定しての話なんだけど」

　それとなく尋ねられる。

「作戦中に孤こ立りつ無む援えん。周囲は魔甲蟲だらけで、こちらの小隊は魔力残量が心こころ許もとない。そんなとき、カナタだったらどうする？」

　カナタの脳のう裏りに思い当たる節があった。

「……あの事故のこと言ってんのか？」

　あの事故……とは、カナタが裏切り者になった原因。

　誰だれにも言わずに、仲間を裏切らざるを得なかった、最初にして最後のきっかけ。

　深刻な事故であったにもかかわらず、カナタの身に害が及およんでいるにもかかわらず。なにほどでもないことのように、カナタは平然と言ってのけた。

「小隊長としてのクロエの役割は、自分が犠ぎ牲せいになることじゃなくて、ユーリたちを安全な空域までエスコートすることだった。あの当時俺は前衛かつエースだった。誰かが犠牲にならなければならない状じよう況きよう下かで、まず盾たてとなるべきなのは、俺だ」

「………………」

「厳きびしいことを言うようだけど、それが特務小隊ロイヤルガードの前衛だ。そもそも前衛っていうのは一番魔甲蟲との遭そう遇ぐう率が高くて、一番負傷率が高い。任務中に殉じゆん職しよくする確率もな。……でも、どんなときでも誰かを護るために戦いたい、貪どん欲よくに勝利を求めていくっていう意志の強さ。その意志の強さだけなら、俺は誰にも負けない。そう判断されて、前衛に抜ばつ擢てきされたと思ってたんだけどな……。ま、場合によっちゃ自分たちがどんなに足あ掻がいても勝ち目のない状況に陥おちいるときだってある。そんなとき考えるべきなのは、如い何かに犠牲を少なくして、敗北するかっていうことだ。それが勝ち目のない戦いにおける勝利だ」

　敗北が勝利。逃にげろとは言わない。

　それがあの事故の状況だ。

　カナタであってもどうすることもできないような絶望的な状況。

　だからこそ、彼は命をかけたのだ。

　だが、やはりというべきか。そんな辛つらい過去の経験を語っているのに、カナタの表情は微み塵じんも辛い色はない。

　いつもと同じ、飄ひよう々ひようとした貌をしている。

　ここにカナタの強さがある……なんとなくクロエは思った。

「さてと。教え子さんたちの交流戦も終わったことだし、わたしは用事があるからもう行くね」






　第五章　終しゆう焉えんの舞ぶ踏とう会







　闘技場。天てん井じように補強が施ほどこされたＶＩＰルーム。試合終了後。

「へっ、よくやったじゃんかっ！」

　普ふ段だんよりもうれしげな不敵な笑みで、カナタがミソラたちを迎むかえ入れていた。

　現在部屋には、カナタ、ミソラ、リコ、レクティ、ユーリの五人が揃そろっている。クロエは特務の仕事があり、試合終了を見届けた直後に去って行った。

　試合直後というのに体力を持て余すミソラ、反対にかったるそうにするリコ、放心状態のレクティに、それを微ほほ笑えましく見守るユーリ。

　それぞれにねぎらいの言葉をかけ、カナタは解散の指示を出す。あとは自由行動だ。格上の相手と真しん剣けん勝負をした疲労は、半はん端ぱなものではない。疲れた体を癒いやすために、解散させようとしたのだが……

「いいえ、まだ解散するわけにはいきません！」

「んっ、どうしたんだよ？　そんなに怒おこったような貌かおをして？　交流戦が終わったんだからもう解散していいじゃんか」

　カナタが告げると、ユーリが不満ありげな視線を送ってきた。心なしか腹を立てているようにも見える。

　お腹が減って機き嫌げんでもわりーのかな……？

「あのですねカナタ先せん輩ぱい。去年の交流学校のときも、同じようなこと言って、クロエ先輩に怒られたのを覚えていませんか？」

「んっ、そんなことあったか？　でも交流戦が終わったら、あとはなんもねーだろ」

「ありますっ！」

　ユーリが断言した。

「そのことで去年はクロエ先輩に脛すねを蹴けられて、その上『あのさー、カナタ。あんまりそういうこと言ってると、友達減っちゃうよ』って注意されたはずです！」

　つんけんしながらユーリが指し摘てきする。

　だが、カナタはまるで心当たりがない表情を浮かべる。

「脛を蹴られるのは頻ひん繁ぱんにあるからな。去年のことなんか覚えてねーんだけど」

　ユーリが呆あきれ貌でため息を吐ついた。

「ダンスパーティーですよ。本当に覚えていないんですか？」

「ああ、そういやあったな。そんなの」

「そんなのじゃありませんよカナタ先輩。まさか女の子だけでダンスパーティーに行かせるつもりなんですか？」

　ユーリが思いきって一歩前に出た。

「今日は夕食早めに済まして、六時頃ごろにロビーに集合です。カナタ先輩も正装できてくださいね！」

「なんでそんなかたっ苦しい服装をしなきゃ……。べつに制服でもいいじゃんか」

　ユーリがじーっとカナタを睨にらみ据すえる。

「……わ、わかったよっ！　ったく、しゃーねーなー」

　心なしかミソラからも睨みつけられた気がして、カナタはしぶしぶ頷うなずいてみせた。







　夕暮れ時。《メルキア》宿しゆく泊はく施し設せつ。ロビー前。

「まさかネクタイを締しめ忘れるなんて、どれだけ正装が嫌きらいなんですか……」

「いや、制服脱ぬいだらついな」

　黒いタキシードに身を包んだカナタがユーリにネクタイを結んでもらっていた。

　当のユーリは、紺こん色いろのドレスで見事に着き飾かざっていた。胸元が大きく開いた、露ろ出しゆつ度どの高いドレスだ。それでも楚そ々そとして映るのは、ユーリの品格のなすわざだろう。

　そのユーリが、カナタのネクタイの締め忘れに気づいたのだ。

「な、なんですっ？　そんなにわたしのほうをちらちら見て……」

「なかなか似合ってるぞ」

「…………っ！」

　ぽっと頬ほおを赤らめたユーリが貌を上げ、あたふた恥はずかしそうに指摘する。

「あっ、あのですねっ、カナタ先輩っ！　ま、毎年交流戦のあとは、ダンスパーティーがあるんですよ。ら、来年こそは、き、気を付けてくださいねっ！」

　カナタが頭の後ろをぽりぽり掻かいていると、エレベーターが下りてきてドアが開く。

　中から出てきたのは二人。ミソラとリコだ。

　ルージュのドレスを纏まとうミソラとカナタの視線が合った。

　どきっとして恥ずかしがるミソラ。だが、カナタは視線を少し下──そこはかとなく残念になっているミソラの胸元を見て一いつ瞬しゆん沈ちん黙もく。それからそれとなく切り出す。

「……それにしても、お前ら今日はよくがんばったよな」

「ちょ、ちょっと！　あたしのドレス姿に関するコメントは……っ!?」

「うーん、コメントは保留」

「ふむ、気き遣づかわれているようだな」

　続いて、漆しつ黒こくのドレスを纏うリコに、カナタが注目する。腰こし回まわりがぎゅっと引き締まって、フリルが三段になっている。腕うでには肘ひじまである漆黒の手て袋ぶくろを着け、首には銀細工が施ほどこされたペンダントを付けていた。

「リコは相変わらず理想のスタイルを維い持じしてるな。装そう飾しよく品のセンスもいい。お前はなかなかのもんだよ」

「ふっ、それほどでもある」

「でも、ウエスト絞りすぎ。交流戦の後だから、むくみやすくなってるかもしれないし。あとでリンパマッサージしてやるよ。今度から健康第一でドレス選べ」

「マッサージしてくれるのか。……ふむ、悪くないな」

　リコが顎あごに手をやりながら、ふっと口元を綻ばす。

　一度カナタのマッサージを受けたことがあるが、じつに気持ちよかったのだ。

「ねえっ！　あたしもマッサージしてほしい……ですっ！」

「お前は体の頑がん丈じようさが売りだから大だい丈じよう夫ぶだよ。今日も蠅はえみたいに飛び回ってたのに、ぜんぜん余よ裕ゆうじゃねーか」

「は、蠅……っ!?　あ、あんたねっ！」

　ミソラがきっとカナタを睨み据える。

「うん。この方がやっぱミソラらしくていいや」

　ぼそっとつぶやいて、カナタは不敵な笑みを零こぼす。

「やっぱあだ名とか敬語はやめよう。こっちの方が距きよ離りが近い気がするし、調子狂くるわなくてすむし……」

「えっ!?　もしかしていまの──」

「無理しなくていいんだよ。俺が求めてるのはお前らが強くなることで、かたっ苦しい礼れい儀ぎとかは二の次だからな。……そんなもんよりずっと大事なことをお前らに教えたい」

　カナタにとって、ずっと大事なこととはなんなのか。

　それは、命の価値とはなんなのか。正義とはなんなのか。愛とはなんなのか。

　そういうのと同じくらい、一言では言い表せないものなのだろう。

　唖あ然ぜんとするミソラに向かって、カナタが言う。

「それとミソラ……」

　カナタはミソラの頭にぽんっと手を置き、しっかりミソラの眼を見据え、

「かわいいよ。そのドレス」

「う、うん。ありがと……っ！」

　ミソラの貌が朱しゆ色いろに染まり、彼女は恥ずかしそうに俯うつむいた。

「そういや、レクティはどこ行ったんだよ？」

「さっきからエレベーターの中に隠かくれてるのよ。なんだかあんたの前に出ると緊きん張ちようしちゃうんだって」

　道理で先程から、エレベーターのドアが開きっぱなしなわけだ。

　あがり症はすでに克こく服ふくしたから、人前に出るのが恥ずかしいのではないだろう。

　カナタがエレベーターの中に入ろうとする。と、観念したかのようにレクティがおずおずと出てきた。

「あ、あのぅ……に、似合ってますか？」

　純白のプリンセスドレスを纏まとったレクティが姿を現す。高級な絹の生地が、乳白色の輝かがやきを放っている。物語の世界から飛び出してきたお姫ひめ様のようだ、とカナタは思った。

「あ、ああ。似合ってるよ。すごく、な」

　それから、カナタは教え子たちに声をかける。

「さてと。それじゃパーティー会場に行くぞ」







《メルキア》統とう括かつ棟とう。大ホール。

　天井には豪ごう華かなシャンデリア。フロア全体に紅あかい絨じゆう毯たんが敷しかれ、指揮台に乗った指揮者のもと、《メルキア》の音楽団が演奏している。

　着飾った学生たちが入り乱れ、交流学校最後のイベントを愉たのしんでいた。

「うわー、すごく綺き麗れいです」

　絢けん爛らん豪ごう華かな世界にレクティがときめく。

「ま、入場制限がかかってるくらいだからな」

　タキシードを着たカナタが口にした。

　ダンスパーティーの参加者は毎年、ホールの収容力を超える。ゆえに抽ちゆう選せん制せいなのだが、カナタたちは交流戦参加者ということで、融ゆう通ずうしてもらっていた。

　カナタたちが入場すると、正面から近寄ってくる人物がいた。黒のミニドレスを纏っている銀ぎん髪ぱつの少女──ブレアだった。

「ふんっ、くだらんな」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで吐き捨すてたあと、ブレアがこちらを見据えた。

「ブ、ブレアさん……っ！」

　このような場で出くわすのは驚おどろきだった。武に生きるブレアが、こんなレクリエーションに興味を見み出いだすわけがない。

　どこか険けわしい表情をしながら、ブレアがレクティへ近寄って行く。

　心配したミソラが両者の間に割って入ろうとする。

　そのとき、肩かたにぽんっと手が置かれた。

「だいじょうぶだよ。ミソラ」

　言いつつ、カナタは昼間に激げき闘とうを繰くり広げた二人を見守った。

「交流戦では見事な一いち撃げきだった」

　ブレアがレクティをしっかりと見据える。

　その双そう眸ぼうには曇くもりがない。レクティのことを素直に称しよう賛さんしていた。

「そ、そのぅ……あ、ありがとうございますっ！」

　レクティがぺこりとお辞じ儀ぎする

「で、でもブレアさん。あのぅ……最後はどうして一ひと振ふりの剣で勝負してくれたんですか？」

「勇者には礼を以もって接するのがアイゼナッハ流だ。己おのが刃やいばが折れてもなお戦い続けるそなたの姿勢を目まの当たりにして、私も礼儀を通したまでのことだ」

　勝敗に執しゆう着ちやくすることなき、信義の心がここにあった。

「鉄の掟おきては絶対だ。私はそなたを友として認めよう」

　レクティの表情が陰かげる。

　いま考えると、やり方が強引すぎたかもしれない。

　だが、ブレアの言葉には続きがあった。

「だが、仮に鉄の掟がなかったとしても、そなたのことを友として認めるつもりだ。私もきっと、そなたともう一度昔のようになりたかったのだ。……レクティ、本当に強くなったな」

「ブ、ブレアさん……っ！」

「アリアの件を完全に忘れたとは言わない。だが、復ふく讐しゆうしたいという気持ちはない。不思議とな。そなたの小隊に対する侮ぶ辱じよくも撤てつ回かいしよう。申し訳なかった。……それと、私と友になる以外に望みがあれば、それも叶かなえるつもりだ」

「あのぅ……ブレアさん。アリアさんのことを教えてください。アリアさんはわたしのせいで怪け我がをしたあと、どうなったんですかっ？」

「それを説明するには、なぜ私が《メルキア》にいるか説明せねばな。リハビリ中のアリアを破門させない代わりに、私が追放されることにしたのだ」

　ブレアは簡単に経けい緯いを説明し始める。

　そして彼女は再びアリアと出会うため、ただひたすら強さを求め続けていたのだ。

　それが修しゆ羅らの道と知っていながら。

「レクティ。いろいろとすまなかったな」

「ブレアさん……」

「ふっ、《オエキス》を追い出されて以来、ただひたすら強さばかり追い求めてきたというのにこのざまだ。まだまだ努力せんといかんようだな」

「わ、わたしも一いつ緒しよに努力させてもらっていいですか？　それにそのぅ……罪つみ滅ほろぼしを」

「罪滅ぼしは要いらん。私の態度にも非があったからな。だが……いや、だからこそ、これからは友としてよろしく頼たのむ」

　それから、ブレアはカナタに向き直る。

「カナタ・エイジ。レクティがここまで成長できたのは、そなたという教官がいてこそのことなのだろう。そなたの小隊と戦って思ったが、見事な兵法だ。私が知る強さとは別の強さを学ばせてもらった」

「へっ、そいつはよかったな」

「それでだな……私と、あらためて手合わせ願えないだろうか？」

「それは無理だな。俺はこいつらの教官で忙いそがしいし」

「………………」

「もし次に戦う機会があるとすれば、一年後になるだろうな」

「……一年後か。仕方ないな、わたしはそれまで修行に励はげむとするか」

「なあ。提案があるんだけど──」

　不敵な笑みを浮うかべたカナタが、ブレアの耳元でなにやら囁ささやく。

「……ほ、本当かっ？」

「……ああ。あとはお前次第だ」

　それから何事もなかったかのようにブレアと別れ、ミソラたちへと向き直る。

「さてと、じゃあ踊おどるか」

　カナタが口にした瞬しゆん間かん、ミソラが上うわ目め遣づかいでカナタを見やり、ユーリがもの欲しそうな眼をそれとなくカナタへ向ける。

　だが、二人ともそれ以上の行動を起こそうとはしない。

　ミソラとユーリがそれとなく身構えているのに気づいたリコが茶化した。

「ふっ、キミもモテモテだな。まあ、わたしのほうがモテモテだがな」

「どういう意味だよ？」

　さきほどからリコには何人もの男性が声をかけにやってくる。だが、リコは全てを断っていた。

「もしかして俺と踊りたいのか？」

「いや、断る。今日の主役はわたしではない」

　リコはふっと微ほほ笑えんだ。仲間想いなのだ。

　ミソラとユーリも率先して行動を起こさないのは理由がある。

「へっ、お前はいい女だよ。だから、次はリコと躍おどらせてくれ」

　言って、カナタはレクティの前まで歩き、跪ひざまずいて手を差し出した。

　ダンスに誘さそっているのだ。

「あ、あのぅ……」

「んっ、レクティ。そ、その……手を取ってもらえるか」

「は、はい……っ！」

　カナタが差し出した手を、レクティがそっと掴つかんだ。

「で、でもぅ……わたし、ダンスなんて踊ったことないですよ」

「問題ねーよ」

　ぼそっとカナタが言った。

「俺も初心者だし、こういうのは雰ふん囲い気きが大事なんだよ。そんじゃ、とっとと踊るぞ」

　レクティの手を取り、ダンスフロアへ。

「そのぅ……カナタさん」

　さて、これから踊り始めるというとき、レクティがぺこりとお辞儀をした。

「これからもご指導よろしくお願いします」

「うん、任せとけよ」

　カナタは優しく微笑んだ。

　慣れないダンスを踊る二人は、傍はた目めから見て流りゆう麗れいではない。だが、舞まい人びと二人の表情は澄すんだ青空の如ごとく晴はれ渡わたっていた。







《メルキア》の統括棟。大会議室。夜間。

　空戦魔導士科長ガーデイアンリーダーのフロンが、隣となりに座っている人物に話しかける。

「……この厄やつ介かいな協議もそろそろ終わりを迎むかえそうね」

「ええ、次で最後です」

　丁てい寧ねいに結わえられた、紫むらさき髪がみの少女が答える。名前はクリスティーナ・バルクホルン。愛あい称しようはクリス。情報技術科インフオーム本科二年、役職は学園統括長。《ミストガン》の最高責任者の一人だ。
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「それにしても。あなた、今日はずいぶんと機き嫌げんがいいわね」

「そう見えますでしょうか」

　上品な仕草で口元に手を当てて、クリスがおっとりと微笑んでみせた。

「では、昨日よい出で逢あいがあったからでしょう」

「へえ、誰だれと会ったのよ」

「ふふっ、とても気高い子でしたよ。あのような子を育てる師とは、まさに尊敬できる人物なのでありましょう」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの小こ柄がらな少女のことを思い出しながら、クリスが言う。大勢の人に囲まれた中で、気き迫はくで周囲を威い圧あつする胆たん力りよくは、深く印象に残っていた。

「なんだか知らないけど、そうかもしれないわね」

　よほど優ゆう秀しゆうな教官なのだろう。あの男に代えて、Ｅ６０１小隊を担当させるのはどうだろう。この日は協議漬づけで、フロンはまだ交流戦の結果を知らない。

　この大会議室には、フロンやクリスをはじめ《ミストガン》と《メルキア》の最高責任者たちが集まっていた。机をコの字に配置し、残り一辺にはスクリーンがあり、《メルキア》の空戦魔導士科長ガーデイアンリーダーがスクリーン側で挨あい拶さつを始めた。

「昨今動乱が激しい中、皆みな様さまにはお時間を割さいていただき──」

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの議題は、魔ま甲こう蟲ちゆうの対策協議だ。

　ながったらしい口上を聞きながら、クリスが小声で尋たずねてくる。

「レアルの件はどうなりましたか？」

「レポートに纏まとめて提出してあるわ」

「そうですか。おそらく《メルキア》の方々もさぞや驚きになられたことでしょうね」

「その様子だと、まだ《メルキア》から提出されたレポートには目を通していないみたいね」

　なんて幸せなことだろう。フロンは皮肉気な笑みを浮かべた。

「ええ、それがなにか」

　学園統括長としての運営管理に関する協議の準備で手て一いつ杯ぱいだったのだ。他の科の協議内容に目を通す時間はなかった。

「生あい憎にくと《メルキア》側から提出されたレポートは、こちらの斜ななめ上を行くものがあるわ」

「困りましたね。これ以上、不ふ吉きつな報しらせに目を通さねばなりませんとは……」

「ええ。本当に最悪ね。新しい変キ異メ種ラの情報よ」

「これは……っ!?」

　クリスの瞳ひとみが驚きよう愕がくに見開かれる。

「こんな特異な性質を持つ変キ異メ種ラが本当にいるのですかっ!?」

　ちょうどそのとき、《メルキア》の空戦魔導士科長ガーデイアンリーダーが本題へと話を進めた。重々しい協議の幕開けだった。






　エピローグ







　数日後。小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

　交流学校の代休明けの日のことだ。突とつ如じよとして、カナタが新入隊員を紹しよう介かいしたいと切り出した。

　突とつ拍ぴよう子しのないことにぽかんとするミソラたちをよそに、カナタが一息に話を進める。

「──ということで新入隊員を紹介します。入ってきていいぞ」

　小隊室のドアががらりと開き、銀ぎん髪ぱつの少女が姿を現した。

　忘れるわけもない。彼女の名前は──

「な、なんでブレアさんがいるんですか……っ？」

　別れたはずの親友の姿にレクティが驚きよう愕がくする。

「んっ、言わなかったか？　ブレアをスカウトして新入隊員にするって」

「言ってないわよっ！」

「言ってないな」

「言ってないですよっ！」

「言ってませんよカナタ先せん輩ぱいっ！」

　ミソラたちがそれぞれ反論するが、カナタはしれっと口にする。

「でも、優秀な人材だし、それにレクティの友達だしスカウトしたっていいじゃん」

　既すでに入学手続き済みらしい。ただ事務処理の都合上、来週から登校することになるらしい。

　そもそもブレアはより強くなり、アイゼナッハ流最強の魔ま双そう剣けん士しとして戻もどることが目的だったはずだが……

「じゃあブレア、軽く自己紹介して」

「ブレア・アイゼナッハだ。趣しゆ味みは決けつ闘とう。目標は誰よりも強くあることだ。よろしく頼たのむ」

　それからブレアは唐とう突とつな行動に出る。

　教きよう卓たくを挟はさんで、なぜかカナタの前で膝を折り、恭うやうやしく傅かしずいた。

　きょとんとするカナタたちをよそに、ブレアが誠心誠意、心を込めて言う。

「其そは我が生しよう涯がいの友として、いついかなる時も共に戦場に於おいて生き、共に戦場に於いて死ぬことをご誓せい約やくください」

「ん、どういう意味？」

　怪け訝げん顔をするカナタ。ミソラたちも同様だ。

　レクティだけがあうあうとつぶやき混乱を極きわめていた。

　ブレアが再び言う。

「ご誓約ください」

「ま、よくわかんねーけど。いいよ」

「ご誓約いただき、感謝申し上げます。我が主あるじよ」

　むくりと立ち上がったブレアが貌かおを赤らめつつ、とある行動に出る。

　次の瞬しゆん間かん、ミソラたちは眼を疑った。

　唖あ然ぜんとするミソラたちの前で、ブレアはカナタの頭を抱き寄せたのだ。ブレアの突然の行動に、されるがままのカナタ。そのままブレアはゆっくりと自分の唇くちびるを、カナタの唇のうえに重ねようとする。

　これはどう見ても、キスだ。

　な、なぜ……っ!?　どうしていきなり……っ!?

　ミソラ、リコ、レクティの脳のう裏りを疑問が支配し、動けずにいた。カナタも同様だ。

　そしていままさに二つの唇が重なりあおうとする瞬間。ブレアを後ろからぐっと羽は交がい締じめにするユーリの姿があった。

　突然の事態に混乱しながらも、ユーリだけは脊せき髄づい反はん射しやの要領で動いていたのだ。

「な、なんてことしようとしているんですか……っ！　わ、わわわ、わたしだってまだしたことないんですよ……っ！」

「私の主に対する誓約の行こう為いだ。夫婦なのだから、なにも問題あるまい」

「だ、誰が夫婦ですかっ！　教会の牧師さんが認めても、わたしは認めません！」

　話を振られ、カナタがきょとんとする。

「ん、どういうことだ？」

　ユーリの拘こう束そくを振り払うのに苦闘中のブレアに代わり、レクティがおどおどと説明する。

「さ、さっきのは……そ、そのぅ……アイゼナッハ流の告白なんです……」

「「こ、告白……っ!?」」

　ミソラとユーリが同時に叫んだ。

　その直後、ユーリの拘束から解放されたブレアが堂々と告げる。

「私の主は、教官として秀しゆう逸いつな人物だ。教官として、レクティを導けるほどの傑けつ物ぶつが、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生として無能なわけがない。最悪の場合、この者を伴はん侶りよとして連れかえれば、アリアの追放は赦ゆるされるかもしれん。この者が片かたっ端ぱしからアイゼナッハ流の使い手を叩きのめせば、大手を振ってアリアと会うことが赦されるはずだ！」

　そしてブレアは腰に手を当てて断言する。

「ということで、誓いの接せつ吻ぷんの一つや二つなにも問題あるまいっ！」

「お、大ありです……っ！　新参者のくせに、いきなりカナタ先輩に手を出すなんて……っ！」

「不純異性交遊よあんたっ！　この女ったらしっ！　ってかブレアもブレアよっ！」

　ケロッとしているカナタ。なんとなく面白くなさそうなリコ。

　あうあうと心配そうに見守るレクティ。

　がみがみ叱るユーリ。接吻阻止のために加勢するミソラ。堂々と反論するブレア。

　かくしてカナタたちＥ６０１小隊は、第二クォーターへと臨のぞむこととなった。






　あとがき







　お世話になっております。諸もろ星ぼし悠ゆうです。

　拙せつ著ちよを手に取っていただき、ありがとうございます。







　早いもので、「空戦」シリーズも３巻を迎むかえることとなりました。

　今回は予告通り、レクティ回ということになりました。

　内容については、ここでは触ふれませんので、あとがきからご覧になっていただいても問題ありません。







　また３巻の発売と同時に発売される『ドラゴンマガジン５月号』（２０１４年３月20日発売）では、表紙＆巻頭特集＆短編を掲けい載さいさせて頂いております。

　短編は、ユーリがメインの話です。

　もしご都合がよろしければ、そちらもご覧ください。




　隔かく月げつ誌であり、年に６回しか表紙を飾かざることのできないドラマガ。そのうちの１回を僕が頂いてしまったわけです。

　本当に畏おそれ多おおいです。

　僕は大して実力がないので、おそらく〝運〟がよかったのでしょう。

　または担当編集さんが、編集長を拝おがみ倒たおして、表紙をぶん捕どってきたとか。

　いずれにせよ、うれしいです。

　それも、とてもうれしいです。







　と、ここでさらにさらにうれしいお報しらせがあります。

　重大発表ですっっっ！

　なんとこのたび、メディアファクトリーさんの『月刊コミックアライブ』でコミカライズが決定いたしました。

　作者は、獅し童どうありす先生です。

　獅童先生、何なに卒とぞよろしくお願いいたします……っ！

「空戦」のコミカライズは、『月刊コミックアライブ９月号』（２０１４年７月26日発売予定）から連れん載さいされる予定です。

　あっという間にメディアミックスですね。こんなに早くコミカライズが決まるのも、読者のみなさんのチカラ添ぞえがあってこそです。

　コミカライズ版「空戦」もよろしくお願いいたします。

　僕もネームチェックとかあるんでしょうか？

　漫まん画がのことはさっぱりわからないので、どうすればいいかこれから研究します。










　と、ここで最近見たアニメの話でも。

　じつは「ガンダム」のアニメがすごく面白いんですよ。あのガンプラバトルメインの作品です。僕おそらくなんですが、「ガンダム」はシリーズを通して、ほぼ全ての作品に目を通したはずです。ほぼというのはですね、記き憶おくが曖あい昧まいで覚えていないシーンとか絶対あると思うんで。

　ちなみに「０８小隊」に出てくる一番好きなキャラは、ノリス・パッカードさんです。あの風ふう采さいが上がらない、会社でいうなら定年退職寸前の窓まど際ぎわ係長みたいな容姿。でも、すごく熱い漢おとこの生き様というやつを見せつけてくれる尊とおとい存在です。

「グフ・カスタム」に乗って出しゆつ撃げきしていくシーンとか、心が躍おどりますね。

　あれ以来、ＨＧのプラモデル「グフ・カスタム」を何個買ったことか。一時説明書抜ぬきで、組み上げることが出来ましたよ。

　中学生のときは、友達が買った「グフ・カスタム」を組み上げたりもしました。

「ガンダム」は好きですが、主人公機よりザクとかジムとか脇わき役やく機体のほうが好きな人間です。なんていうか、量産機って素敵なんですよねー。










　最後に謝辞を。

　担当編集様へ。お陰かげさまで、無事に出版までこぎつけることができました。ありがとうございます。

　イラストレーター・甘あま味みみきひろ様へ。いつも綺き麗れいなイラストをありがとうございます。２巻の見開きカラーイラスト、何度見ても楽しいです。

　関係者の皆みな様さまへ。流通や販はん売ばい、印刷などでいつもお世話になっております。

　同業の飲み会幹事様へ。飲み会に誘さそわれたまま、返事を保留にして、結局行かずにごめんなさい。

　読者の皆様へ。皆様のお陰で、ここまで辿たどり着つくことができました。メディアミックスも決まり、これからも応おう援えん、何卒よろしくお願いいたします。




　では……次は４巻でお会いしましょう。
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